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第０話　異世界ドリームの終わり







「お姫ひめ様さまの市場視察があるみたいだぜ」

「えっ」

　開店を控ひかえた朝方のことだった。

　馴な染じみの仕入れ業者からそう聞かされた俺おれは、きょとんとした顔で固まった。

　そんな俺の間ま抜ぬけな態度に満足したのか、仕入れ業者はにやりとした。

　ここだけの話だがな――知りえたことを話したくてたまらないのか、前置きもそこそこに、噂うわさ話ばなしの説明が始まった。

　その話を簡単にまとめると。

　大陸の一帯を治める王国の姫が、秘ひ密みつ裏りにこの貿易都市ガルムンガルドを来訪する。

　名目上は地域の情勢を知るためだが、実態は羽を伸のばすための観光旅行。

　性格はわがままだが、たいそうな美食家らしい。

「ここらで、メシを食うらしいぜ」

　仕入れ業者は暗に、チャンスだと教えてくれていた。

　王族のお墨すみ付つきともなれば、宣伝効果は絶大なものとなる。

　つまり、お姫様の食事処どころに選ばれた店は、大だい繁はん盛じよう間ま違ちがいなしだ。

「そういうのって、前もっていくところは決まってるものだろ。ていうか、俺のとこみたいな、小さなタコ焼き屋にお姫様がくるわけないよ」

　俺は事態を面おも白しろがっている仕入れ業者にそう言い返しながらも、もしかしたら――と、淡あわい期待を抱いてしまった。

　愚おろかな夢だ。身みの程ほど知しらずでもある。

　けれど、自然と商しよう魂こんが燃え盛った。

　俺は居ても立ってもいられなくなり、店の機材や小道具に不備がないか、一つ一つチェックして回った。

　コンロのレバーを引き、要となる鉄板の火力を念入りに確かめた。

　日ひ頃ごろから磨みがき抜ぬいている容器はどれもピカピカで、店内は清潔そのものだ。

　仕込みもばっちりと決まっている。ダシ汁じるを味見したが、配合は間違っていない。具材も新しん鮮せんなものを補ほ充じゆうしてある。

　一応、タコ焼きの試ためし焼きもやってみたが、味つけは申し分なし。

「……店構えも気にしないとな。掃そう除じするか」

　開店に向け、店外の清せい掃そう作業に取りかかった。

　置き看板を丁てい寧ねいに雑ぞう巾きんでふいた。外がい壁へきをブラシで水洗いした。チリトリを持って、店の前の石いし畳だたみを掃はいた。

　そうして一通りの作業を終えると、昂たかぶっていた気持ちも鎮しずまってきた。

　額の汗あせをぬぐいつつ、何気なく周辺を見回す。

　街路には、デザインの凝こった店てん舗ぽが軒のきを連ねていた。富ふ裕ゆう層そうが足を運ぶ立派な高級店ばかりだ。ここは特権階級が暮らす中央地区の台所、ロイヤル・ストリートなのだから当然だが――どうしても他の店舗と比べると、俺のタコ焼き屋だけが場ば違ちがい感があった。

　だけど、気にしないようにした。

　構えた店は俺の魂たましいそのものだ。

　なんら恥はじることはない。

「ここまでくるのに、苦労したもんな……」

　貴族や関係者に頭を下げ、高い地じ代だいを払はらい、細かな建築様式にも従った。

　営業許可が下りたときは新聞でとりざたされたものだ。歴史的に格調高い区画の一角に、異い邦ほう人じんが店舗を構えるなど異例のことらしかった。

　何なにを隠かくそう俺、暁あかつき平へい助すけは生きつ粋すいの日本人だ。

　転移先の異世界〈ワンダーハルト〉で現代知識を活用し、ちょっとした成功を収めた。

　タコ焼きチェーン店の事業主だ。

　グループ全体で十三店舗ほど経営している。

　業績は右みぎ肩かた上がり。このまま成長していけば、もっと拡大できるだろう。

　大金を稼かせいだおかげで、メイド付きの豪ごう邸ていだって手に入れている。

　自じ慢まんするわけじゃないが、俺は背中に追い風を感じていた。会ったこともない勝利の女め神がみに護まもられている気がした。

　根こん拠きよなどないが、揺ゆるぎない自信が胸にある。

　じゃなきゃ、ただの高校生だった俺がどうして異世界に転移する？

　選ばれたのなら、きっと理由があるはずだ。

　新天地での苦難は、そう思いこむことで耐たえることができた。

　ポジティブさは良い結果に繋つながるものだ。

　今日も明るく、元気に頑がん張ばろう。

「いらっしゃい、いらっしゃい。今日は特別サービスでお安くしておりますよー！」

　すっきりとした青空を迎むかえ、俺は開店すると同時に往来に向けて声を張り上げた。

　店は一いつ般ぱん的てきなタコ焼き屋と同じく、対面販はん売ばい式を採用している。

　俺の声は直接お客さんに届くし、調理している姿も見せることができる。

　ジョウロに似た形をした金属容器、粉つぎを手に取り、熱された鉄板に生き地じを注ぐ。

　じゅーっと煮に立たつ音で、通行人たちが顔を向けるのがわかった。

　多くの人はすぐに顔を逸そらしてしまうが、あとで来てくれる人もいるし、興味深げに近寄ってくれる人もいる。

　人は珍めずらしく美味な食べ物に興味を持つものだ。

　タコ焼きは異世界でも、風変わりな軽食として支持されている。

　商売ではあったが、自分の故郷の食文化が受け入れられるのは嬉うれしかった。

　俺がチェーン店のオーナーになったあとも、店先に出ているのはお客さんの生の反応を見たいからでもある。

　職人を気取るつもりはないが、机の上で金かね勘かん定じようばかりはしたくない。

「一つくれ」

「はーぁ……いぃ！」

　動どう揺ようのあまり、俺の語ご尾びが吹ふき飛とんだ。

　不意にお客さんの列が途と切ぎれたかと思えば、

　ＴＨＥ・プリンセス。

　と、わかりやすく着き飾かざった少女が目の前に立っていたからだ。

　宝石がふんだんに埋うめこまれた豪ごう奢しやな王おう冠かんを後方へ傾かたむけ、両手を腰こしに当てた傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度で俺を見上げている。

　幼さが残る顔つきからして、年ねん齢れいは中学生くらいか。

　ちびっ子なのに威い圧あつ感だけはたっぷりある。

　背後には全身鎧プレートアーマーを着た近衛騎き士したち。直立不動の構えで扇おうぎ状じように広がっている。

　野や次じ馬うまを寄せつけないよう、鋼鉄の壁かべとなって三方を遮しや断だんしていた。

「たっ、ただいま……ご用意致いたします」

「うむ」

　くだんのお姫様だと理解した俺は、運命の悪戯いたずらに怯おびえはしたが、目先に転がった好機を無む駄だにするつもりはなかった。

　非礼にならない程度に愛あい想そ笑わらいを浮うかべつつ、素す早ばやく深呼吸した。

　指先に神経を集中させ、タコ焼きの調理にかかる。

　鉄板に流しこむダシ汁の量と、具材のバランスはうまくいった。

　丸めてひっくり返すピックさばきも平時と変わらず、腕うでは震ふるえていなかった。

　焼き加減は最適だ。盛りつけのできばえもよし。

　ソースをサッと塗ぬり、マヨネーズで美しい三角波を作る。

　振ふりかける青ノリとカツオ節も適量、仕上げも決まった。

「どうぞ、お熱いうちに」

「うむ」

　うやうやしく、両手で提供した。

　毒見をしようとしたのか、騎士が足音も立てず寄ってきたが、お姫様にギロリと凄すごまれて引き下がる。

　噂うわさ通り、わがままな性格っぽい。

　だが、そんなことはどうでもいい。

　俺は心の底から、王家御ご用よう達たしの金看板が欲ほしかった。

　俺の更さらなる飛ひ躍やくに繋がるからだ。

　栄光の階段が用意されているのなら、二段飛ばしで駆かけあがってやりたかった。

　今度もうまくいくはずだ。俺は成りあがれるに決まっている。

　そうさ、見知らぬ土地でいきなり一人ぼっちにされても、俺はうまくやってきた。

　見ての通り、お姫様だって楽しそうに食べている。

　はふはふとタコ焼きに齧かじりつき、カリッとした衣ころもの旨うま味みを噛かみしめてるじゃないか。

「ふむぅ……これはなかなか、むっ……」

　お姫様は突とつ然ぜん、うつむいた。

　なぜか食べかけのタコ焼きをつまようじでつつき、茹ゆでられた赤いタコ足をほじくりだそうとしている。

　先っちょでうまく引っかけると、ぽろんとタコ足が出てきた。すると、お姫様の頬ほおが劇的に波打った。肩かたから首筋にかけても電流に似たしびれが走っている。

　ソースで汚よごれた唇くちびるが開き、ひゅうっと息を吸いこむ。

「おっ、おおおおおおおっ、なんたることよ……た、た、タコールが入っておるではないかぁ！　わらわにタコールを食わせるとはなんと無礼なっ！　許せんっ！　者ども、出会え、出会えぇええええええー!!」

　いやだってタコ焼き屋だし――そんな俺の小声での突つっこみは意味もなく。

　あちこちから、長ちよう剣けんが抜かれるサァーッとした鞘さや走ばしりの音がした。

　お姫様を囲んでいた近衛騎士たちが無感情な顔つきで抜剣し、俺に狙ねらいをつける。

　白銀色の刀身を輝かがやかせ、ジリジリとつめ寄ってくる。

「斬きり捨てぇ！　そやつの素っ首を地に転がすのじゃあ！」

　鉄板の放つ湯気にあぶられつつ、思考を停止させた俺は、驚おどろきで目を見開いたまま棒立ちになった。

　だって。

　先ほどまで、すんすんと匂においを嗅かぎながら期待を膨ふくらませ。

　わくわくしながらタコ焼きを受け取り。

　おいしそうに召めしあがっていたお姫様がなぜ、具材くらいのことで俺を殺そうとする。

　まるで意味不明なんだが？

　なんで、どうして、こんなに物々しい空気になっているんだ？

　何かの冗じよう談だんだろ？

　みんなして、俺をからかっているんだろ？

　えっ？　まさかそんな……本気なのか？

　本気で……怒おこっているのか？

「あの、その……」

　しどろもどろになってうろたえていると、誰だれかが俺の腕を後ろに引っ張った。

　強ごう引いんに店舗の奥おくへと連れていかれる。お姫様たちが遠ざかっていく。

　王家御用達の金看板はどこへ消えた。

　いや、これから先、俺はどうなる。

　死し刑けい判決を受けて、明日からちゃんと営業できるのか。

　そんなの――できるはずがない。

　空いた手を虚こ空くうに伸ばした。虚きよ脱だつ感がひどくて、何も考えられなかった。

　地に自分の足がついているのかさえ、わからなかった。

　もしかして……しくじった……のか？

　この俺が？　そんな馬ば鹿かなっ！

　バタンッとドアが閉まる音がして、気付けば俺は裏口から外に叩たたきだされていた。

　薄うす暗ぐらくて、かび臭くさい路地裏で呆ぼう然ぜんとする。

　ぐちゃぐちゃになった感情の整理がつかなかった。そのまま立ちすくんでしまったが、追手の怒ど声せいから俺はようやく命の危機を悟さとり、無む我が夢む中ちゆうで逃とう走そうした。

　ああ、そうだ。

　相手は王家の血を引くお姫様だ。ここは日本とは常識が違ちがう異世界だ。

　理由が何にせよ、あそこまで怒らせたのなら死罪は免まぬがれない。




　――そうして。




　俺は命からがら逃にげおおせたが、同時に釈しやく明めいの機会も失ってしまった。

　心血を注いだ俺のタコ焼き店舗はすべて取とり壊こわしになり、建てた豪邸は人手に渡わたった。

　罪状は王家反逆罪。全財産は没ぼつ収しゆうされた。

　そこからの記き憶おくはあまりない。

　しばらくの間、指名手配されて……根無し草の逃とう亡ぼう生活を送ったせいだ。

　俺の腕を引っ張り、絶体絶命の窮きゆう地ちから助けてくれた恩人の顔すら思いだせなかった。

　ショックを受けすぎたせいか、今でも記憶は霞かすみがかっている。

　ただ、終わったという感覚だけは残っていた。

　俺の異世界での栄光の日々は、終わってしまったのだ。

　追い風など錯さつ覚かくで、女神様などおらず、俺は選ばれし者ではなかった。







第１話　悲哀の行政指導







　貿易都市ガルムンガルドの南西部には、大河が流れている。

　その川辺で盛んに護岸工事が進められているのは雨季の洪こう水ずいを防ぐためでもあるが、市側が景観を気にしているからでもある。王都の衛星都市として華はなやかに発展し、環かん境きよう問題に気を配ることが行政官たちの間あいだでブームなのだ。

　そのおかげで幅はば広ひろな緑地帯ができ。

　そびえる巨きよ大だいな橋は、俺にとって素す敵てきな屋根となった。

　河か川せん敷しきで生活する俺の名は暁あかつき平へい助すけ。またの名を不滅のエターナル・不死鳥フエニツクス。

　過去において――〈ワンダーハルト〉というファンタジーな異世界に転移を遂とげ。

　当時は高校生の身でありながらも、青年実業家となり。

　飛ぶ鳥を落とす勢いでタコ焼きチェーン店を展開していき。

『暁の黄金タコ』という屋号を世間に知らしめた男だった。

　あれから三年も経たってしまったが、ほとぼりが冷めるまで潜せん伏ぷくしていただけだ。

　俺は逮たい捕ほされてないし、まだやれる。

　現にこうして再び、立派にタコ焼き屋台を営業している。

　行政から許可を得ていない橋の下での商売だが、些さ細さいなことだ。

「……暇ひまだな」

　パイプ椅い子すに座すわり、ちまちまとフネを折って形を整える作業にも飽あきてきた。

　ちなみにフネとは、木の皮を薄うす板いたにして作るタコ焼き用の容器のことだ。

　両りよう端たんが尖とがって形が船らしく見えることから、舟ふな皿ざらと呼ばれている小こ粋いきな器だ。

　そんなフネを見み栄ばえよく重ね終えたあと、揚あげ玉だまの補充をしたり、ソース瓶びんやつまようじの配置などを変えてみたりしたが、雑作業がなくなると手持ちぶさたとなる。

　特に今日は客入りが悪い。

　朝から屋台を開き、もう昼になろうとしていたが、お客さんは三人だけだ。

　燃料を惜おしんではいけないのだが、つい鉄板への火入れをためらってしまう。

　そもそも――橋の陰かげに入った屋台は人目につきにくい、という懸け念ねんがあった。

　でもお客さんが近くにさえくれば、漂ただよっている香こうばしい匂いで食欲を刺し激げきできるし、屋台に足を向けてもおかしくはない。

　ああ、こんな隠かくれ家が的なところにあの有名な『暁の黄金タコ』があるぞ。

　よぉし、いっちょう買ってみるか。

　てな具合になってもおかしくはないはずだが……。

「うお」

　唐とう突とつに、ひゅうううとつむじ風が吹いた。

　店先に飾かざられた古ぼけた赤あか提灯ぢようちんがぐらぐらと揺れる。

　屋台を覆おおっているボロい幌ほろのほころびから、冷たいすきま風が入ってきた。

　物もの寂さびしい風音は、まるで閑かん古こ鳥どりの鳴き声だ。

「ふっ……はははっ……！」

　ああ、いいさ。実のところ、わかっている。

　隠れ家的な店どころか、完かん璧ぺきに隠れてしまっているような立地だ。

　衆目を集めるための店構えも、朽くちかけている。

　屋根を支える建材は接つぎ木きしており、色いろ褪あせた幌は縫ぬい目めだらけだ。

　一定の清潔さは保っているものの、全体的なボロさは誤ご魔ま化かすことはできない。

　近寄ってみれば大きめの粗そ大だいゴミかな、って誰もが思うことは俺が一番わかっている。

　食事環境だって最悪だ。

　周りは廃はい材ざいで建設されたゴミ屋や敷しき――河川の民ホームレスの家屋が川べりに沿ってずらりと並んでいるし、良識者なら絶対に見向きもしないだろう。

　ここは飲食店をやる場所じゃない。

　けど、文無しになった俺にはもう、ここしか残されていなかったのだ。

「一つ、もらえるか」

「あ、はい」

　お客さんの呼び声に反応した俺は、業務を思いだした。

　慌あわてて立ち上がり、油あぶら壺つぼに浸つけてある刷は毛けを手に取る。

　ぴっぴと毛先に滴したたる油をきり、鉄板に繊せん毛もうをなでつけた。

　まんべんなく、丁寧に刷毛を這はわせていく。

　しゅううううと、加熱された油が弾けた。光こう沢たくを帯びた鉄板の温度上じよう昇しようを見切り、タコ焼きのベースとなる生地の入ったキッチンボウルに目を向ける。

　お玉でダシの入ったスープをすくい、球形のくぼみに流しこむ。

　鉄板は一面、曇くもりのない乳にゆう白はく色しよくに染まった。

　穴がいっぱいになったところで、一口大のタコの切り身を配る。

　ネギと刻んだ紅ショウガも加え、揚げ玉を振りかける。

「マヨネギで頼たのむ」

「はい」

　トッピングの注文を受け、改めて俺はお客さんの顔をちらりと窺うかがった。

　――常連客の女衛兵さんだ。

　今日も来てくれた。

　喜びを押おし隠せず、にやけてしまう。

　背筋がピンと伸びていて立ち姿は凛り々りしく、澄すんだ声は耳を心ここ地ちよく通とおり抜ける。

　無骨な皮鎧レザーアーマーを身にまとっているせいで飾かざり気けが少ないが、兜かぶとの後ろから伸びた美髪は黄金と比べても見み劣おとりしない。更には胸きよう甲こうを押し上あげるバストが実に大きな魅み力りよくを秘ひめているし、それでいて節制された肉体にはある種の完成した女性美がある。

　ただひとつ。

　兜の目まび庇さしが顔の大部分を隠していることが気になるが――僅わずかにのぞく綺き麗れいな口くち許もとからして、美人系なのは疑いない。

　いや〝系〟はいらないか。

　俺のセンサーが百パーセント美人だと訴うつたえている。間違いない。

　浮うわついた気持ちがむくむくと湧わいてきて、俺は口を開きかけたが、無む駄だ口ぐちを叩きたい衝しよう動どうを慌てて抑おさえこんだ。

　おしゃべりな男だと思われて、嫌きらわれるのが怖こわかった。

　そのせいで、店に来てくれなくなったら寂さびしい。

　焼く個数は八個で一人前だったが、サービスで二個ほど多めに焼いた。

　ほどよく焼きあがったところで、ピックを両手に持つ。

　高速で鉄板の上の生地を整え、タコ焼きを回転させる。

　カッカッカ、とリズミカルな打突音が鳴った。

　くるりと回るタコ焼きの中心へ具材を巻きこみ、球形を作っていく。

「相変わらず手て際ぎわがいいな」

「はははっ、これでメシを食ってますからね。今では手が勝手に動いちゃいますよ……少し多めにサービスしますね」

「ありがたい」

　ソース用の刷毛を操あやつって、タコ焼きをカラメル色にコーティングする。

　次に手首をしならせ、波形を描えがくようにマヨネーズをふりかけた。

　最後にカツオ節と青ネギをたっぷりと添そえて、完成。

　笑え顔がおでフネを女衛兵さんに手て渡わたした。

　代わりに差しだされた銅貨が二枚、苦い気持ちで受け取った。

　来てくれるだけで喜ばしく、金などいらないと言いたかった。

　でも、こんな貧びん乏ぼう暮らしをしている身分では強がりを言っても無意味だ。

「うん、今日もいい出来だな」

「ありがとうございます」

　褒ほめられると照てれ臭い。

　素顔も名前も知らないが、彼かの女じよは熱心なタコ焼きファンだ。

　営業を再開してから、三日に一度くらいの頻ひん度どで屋台を訪おとずれてくれている。

　思い返せば、俺がこんな風に落ちぶれる前からも、ずっと店に通ってくれていた。

　感謝とともに、胸の中で期待が渦うず巻まく。

　彼女は俺のことが好きなのではないか、と。

　もしかすると『本店の味』にこだわりがある熟練客、という恐おそろしい可能性もあるが、都合のいい方の妄もう想そうをすると心臓が高鳴り、手が汗ばんだ。

　何を隠そう俺も、女衛兵さんのことが好きだ。

　美人でタコ焼き好き。俺が好きにならない方がおかしい。

「ところで店主、私は出世することになった」

「は、はぁ……あっ、はい……おっ、おめでとうございます！」

　立身出世の喜びを表さず、涼すずしげな顔のまま告げられた。少し困こん惑わくしたが、立ち去らずに世間話を振ってもらえたことが嬉しくて、俺は変にかしこまって祝辞を述べた。

「だから、私は大公閣下のおられる中央地区に勤務する。側仕えゆえ、今までのようにここには来れんだろう」

「えっ……あっ、そ……そうですか。ああ、その……めでたいことで……ここは南西地区ですし、ちょっと遠くなりますから、仕方ないですよね」

「ああ、そうだな。ありがとう。それでは」

　さっと踵きびすが返された。

　女衛兵さんは黄こ金がね色いろのポニーテールを左右に揺らしながら、颯さつ爽そうと土手の石階段をのぼって去っていく。

　えっ？　まさか今のは。

　もしかして、別れの挨あい拶さつだったのか？

　長年の付き合いがあんなにあっさりと？

　何を馬鹿な。

　つい、自分の滑こつ稽けいさがおかしくて、口許をひきつらせてしまった。

　思いあがるなよ。

　ただの客と店主の関係にすぎないじゃないか。

　勝手に恋こい心ごころを抱く方が間違っている。

　ああ、だから、こんな風に。

　泣かなくてもいいんだ。

「ひぃ……うぁあああ……ひっく……ぅ、ぅ、ぅう……お、おろろろろろぉおおーん！」

　両手で顔を覆い、絶望のあまりうつむくと――そこにあるものが現実を教えてくれた。

　靴くつ下したは虫食いだらけで、左右が違った。コックエプロンは擦すり切きれ、ズボンは薄うす汚よごれて色落ちしてしまっている。

　目め許もとから熱くこぼれた涙なみだをふこうと頬をなでると、髭ひげも剃それていないことがわかる。

　バンダナで隠しているが、髪かみの毛けだって伸び放ほう題だいでぼさぼさだ。

　こんな身なりの底辺男が恋をするなど、身の程知らずもいいところだ。

　しかも、街の平和を護っている清せい廉れん潔けつ白ぱくな美人衛兵さんに好意を寄せるなんて――どんな不届きな妄想なのか。

　力が抜け、すとんっと膝ひざから崩くずれ落おちた。

　そのままうずくまって両手で頭を抱かかえ、俺が人間ダンゴムシと化していると、

「おいおい、平ちゃん、何を泣いてるんだい？」
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「平助、ダンディな男は常に笑顔なもんだぜ」

「ペテン師さんに脱だつ走そう奴ど隷れいさん……！」

　うしろから、聞き覚えのある人たちの声。

　涙で顔をぐしゃぐしゃにした俺が振り向むくと、ホームレスの男が二人、満面の笑えみを浮かべて親指を立てていた。なんかお互たがいに背中をくっつけてポーズを取っているのがイラッときたが、友人として俺を慰なぐさめようとしているのはわかる。

「うおっ、平ちゃん。ダサい顔になってるな」

　俺をちゃん付けする方は通つう称しよう、ペテン師さん。

　中折れ帽ぼう子しを被かぶり、くたびれたスーツを着たビジネスマン風のホームレスだ。

　経歴は不明だが普ふ段だんは行き倒れのフリをしていて、同情した相手にすがりつき、巧たくみに金を巻きあげるテクニックを持った凄い人だ。

「すげぇな、ゾウに踏ふみつぶされたみてえな泣きっツラじゃねーか」

　がさつな言こと葉ば遣づかいの方は通称、脱走奴隷さん。

　一言でいえば筋肉男だ。冬でも上半身を露ろ出しゆつした半はん裸ら姿である。キャンバス地のズボンしか穿はいていないが、本人は変質者ではないと思っている。

　二人とも俺の顔面に対して散々な評価をくだしたが、ホームレスになった俺を助けてくれた恩人なのだ。

　拾った流木や麻布で屋台を作るのにも協力してくれた。

　他にも勝手に河川敷を耕たがやして野菜を作ってくれたし、鶏とり小ご屋やも建設してくれたし、タコ焼き屋に必要な機材をどこからか調達してくれた。

　ブツの出所は聞かないでくれ、と妙みようにうしろ暗いことを言われたが、二人には感謝してもしきれないのだ。

　彼かれらは俺と女衛兵さんのやり取りを一部始終、見ていたのだろう。

　やたらと目が優やさしい。

「まあ平助、あんま気にすんじゃねえ。愛は探せばどこにでもあるもんだ。とりあえず、犬か猫ねこを飼えばいい。自分よりも哀あわれでちっぽけな畜ちく生しようを愛めでると癒いやされるぜ」

　うがったペット観を露ろ呈ていした脱走奴隷さんが、親しげに肩をポンポンッと叩いてくる。

　荒あらっぽい励はげましは嬉しかったが、筋肉に覆われた太腕であるため、力が強すぎる。

　本人は気軽なつもりだろうが、栄養不足の俺はぐらっとよろめいた。

「平ちゃん、俺も過去に十回ほど結けつ婚こん詐さ欺ぎをやったけど、ああいう堅かた物ぶつっぽい女は引っかけるとしつこいぜ？　簡単にポイできなくなるから、逆に助かったんじゃないか？」

　異質な恋れん愛あい観かんを披ひ露ろうしたナイスミドルのペテン師さん。

　両手を小さく開いて肩を持ちあげ、皮肉っぽく口くちの端をつりあげる。

　さり気に紛れもない犯罪者であることを暴ばく露ろしたが、思いやりは伝わってくる。

「うぅ……お二方とも、まるで役に立たないクズなアドバイスをありがとうございます。でも、いいんです。俺にはまだタコ焼き屋があります。いずれ、成功してみせます」

「その意気だぜ。よっしゃ、今日も密造酒で乾かん杯ぱいしようっ！」

　脱走奴隷さんが意い気き揚よう々ようと酒さか瓶びんを掲かかげ、宴えん会かいを促うながした。

　昼間から酒を飲もうとは、なんて素敵なアイディアなんだ。

　このまま営業していても、ろくにお客さんは来ない。

　それに涙で顔を腫はらしたままでは、営業は続けられないだろう。

　よし、今日は店じまいしよう。

　ハンカチで涙をぬぐい、屋台の裏手にある集合場所――座ると身を隠せる、丈たけの高い草むらの中にある空き地に向かおうと思ったが。

「あ、酒の肴さかなにタコ焼きを作りますよ」

　俺はいそいそと鉄板の前に歩み寄り、レバーを回して再び点火した。

　ガスコンロ型の燃ねん焼しよう装置は、スイッチ一つで火を扱あつかえる。

　燃料魔石の魔ま法ほう陣じんがぴたりと形になり、発火するという不思議な仕組みだ。

　こういったファンタジーな装置――魔導具はこの世界では重要な役割を果たしていて、元の世界でいう電気やガスに代わる存在となり、住民の生活を支えている。冒ぼう険けんや怪かい物ぶつ退治にも使われるらしいのだが、俺は調理器具にしか興味ないので詳くわしくは知らない。

　一応、俺も男の子として冒険者に憧あこがれたこともあった。

　だが、俺は別に素す晴ばらしい運動神経に恵めぐまれていたわけでもなく。

　剣を持って手ごわい怪物と戦うほど、命知らずにもなれなかった。

　ぶっちゃけてしまうと、商売をしている方が安全だし楽しい。

　まあ、誰でも向き不向きがあるものだ。

　タコ焼きをひっくり返し、調理に集中していると失しつ恋れんのショックも収まってきた。

　湯気の立つ鉄板の前にいると、何もかもを忘れられる。

　完成したほっかほっかのタコ焼きを大皿に山盛りに積み、草むらを抜けて広場へ。

　既すでに酒盛りをしているホームレス二人は、俺の差しだすタコ焼きを「悪いな」と言いながら遠えん慮りよがちに受け取った。

　パクつき、もにゅもにゅと咀そ嚼しやくしたあと、それぞれ満足そうに顎あごを上下させた。

「平ちゃん。うんめえよ。相変わらずいいマヨの味がする」

「ああ、平助のマヨは最高だ。とにかく、マヨがいい」

「ありがとうございます。俺も手作りマヨだけは自信があるんです」

　タコ焼きの味に関しての言げん及きゆうはなかったが、二人の常連客は喜んでくれている。

　それだけで、俺は嬉しかった。

　でも。

　もっと質のいい小麦粉があれば、とろみのある生地にできる。

　大量に使う植物油だって、本当はこだわりたい。

　今、使っているのは安い下級品だ。

　不純物があるので濾こさねば使えず、ややくどい代しろ物ものだ。

　唯ゆい一いつの救いであり、こだわっているマヨだけは新鮮な鶏けい卵らんと特級酢すを使っている。それにしたって、えぐ味みのあるネギや油の臭しゆう気きを誤魔化すための苦肉の策にすぎない。

「平助、どうしたんだ？」

「いえ、マヨが……俺の心の敏びん感かんな部分にしみて……」

　物思いにふけっていると、脱走奴隷さんに気を遣つかわれた。

　いい加減、気分を切り替かえよう。

　俺も腹を満たせば、元気になるさ。

　大皿の上のタコ焼きに目を落とした。つまようじでぷっくらした外皮を両断し、内部の熱を逃がしてからタコ焼きを口にする。

　ねっとりとした生地が、舌の上で溶とける。

　具材であるタコの甘あま味みも、噛む度たびに広がっていく。

　食用のタコはこの地方では〝タコ―ル〟と名前がついているが、地球産の真ダコとほぼ同じ姿をしていて、味が濃こく非常に弾だん力りよくがあるのが特とく徴ちようだ。

　逆にいうと歯切れが悪く、口の中で残ってしまうので小こ粒つぶに切らなければならない。

　タコ足が大おお粒つぶで入っているとテンションが上がるものだが、顎の力が弱ければ無理に飲みこむことになる。

　しかし、小さすぎてもケチに思われるのが悲しいところだ。

　タコについても課題があるものの、本日のお味も良好。

　基本的に俺おれの三度の飯は売れ残りのタコ焼きなので、味のチェックは習慣となっている。

　たまにマヨネーズを直飲みするが、それは二日に一度の割合だけで済んでいる。

「それでよぉー……俺は闘とう技ぎ場じようでの激げき闘とうの末、友情の芽生えたライオンにまたがって逃げたんだ。馬よりも乗り心ごこ地ちがよかったぜ」

「嘘うそつけよ。前は死んだふりでなんとかしたって言ってただろ」

「でも、凄いですよライオンと戦うなんて」

　とりとめのない雑談を交かわしていると、胸が温かい気持ちで満たされてきた。

　俺たちは最底辺の貧びん乏ぼう人にんだ。

　誰かが捨てたゴミで作ったボロ小屋で暮らしている。

　毎日、ちょっとしたことでワッと泣きそうになることがある。

　それでも――まだ、死なずに暮らしていけてる。

　和気あいあいと、同じ苦境の仲間と助け合うことができてる。

　これはほんの小さな幸せだが、俺にとってはかけがえのないものだ。

「アニキィ！　逃げてくだせぇ！」

　突然、大声が響ひびき渡った。

　草むらをかき分け、モヒカンヘアーの男が血相を変えて飛びこんできた。

　確か、拳けん闘とう士しさんだ。

　試合前になると対戦相手をストーキングして追いつめる技ぎ巧こう派はだったが、通報されて拳闘クラブを追いだされたほどの逸いつ材ざい。

「どうしたライトニング・ジョー！」

　脱走奴隷さんがただならぬ気配を察して返事をした。

　なぜか、当時のリングネームで呼ばれた拳闘士さんは肩で息をしていたが、胸に手を当てて呼吸を整えると、悲ひ愴そうな顔で危機を告げた。

「モーニングスターの奴やつらが……奴らが、俺たちの村をぶっ壊しにきやがったんだ！」

「なんだって！」

　空気が一気に緊きん迫ぱくしたものに変化した。

　脱走奴隷さんは眉まゆを吊つりあげて憤いきどおり、ペテン師さんは腕うで組ぐみして静かに目を閉じた。

　事態をよくわかっていない俺は、首をひねった。

「モーニングスターってなんですか？」

「……平助が知らねえのも無理はねえ。最近、現れた奴らだからな。とにかく、話はあとだ。さっさとずらかるしか――」

「そうはさせないザマスッ！」

　頭上から威い勢せいのいい声がした。

　俺たちが顔をあげると、橋の上に見知らぬ人ひと影かげ。

　タイトなスーツを着たパーマ頭のババアがいた。

　なんのアピールかわからないが、眼鏡をくいくいとさせている。

　その背後には十数名の兵隊たち。

　トゲトゲの鉄球を鎖くさりでぶら下げた棍こん棒ぼうを持った、焦こげ茶ちや色いろの制服姿。

　あの格好は、街の治安維い持じの衛兵ではない。

「こ、ここまで来やがったのか……」

　拳闘士さんがガタガタと身を震わせながら、うめいた。

　見るからにお堅かたそうなババアは、指を鳴らして兵隊たちを先導した。足並みを揃そろえて土手をくだってくる。

　そして俺たちの前に立つと、バッグから一枚の紙を取りだし、堂々と掲げた。

「我々は都市環かん境きよう局きよく風紀課の者ザマス！　河川敷を不法占せん拠きよしているあなたたちには、さっさと退去して頂きたいザマス！」

　紙には大文字で『退去通知書』と書かれていた。

　なるほど、行政の人か。

「馬鹿を言うんじゃねえ。川はみんなのものじゃねえか」

「いいえ、都市のものザマス！　地元住民からたっくさん苦情が来てるのザマス！　あんたたちは不潔でみすぼらしくて、著いちじるしく都市の景観を損そこねているザマス！　川がみんなのものというのなら、みんなの意見を聞くザマス！」

　やばいくらい正論だったが、急に出て行けと言われても困る。

　沈ちん黙もくしていたペテン師さんは腕組みを解き、穏おだやかに反論した。

「俺たちには……居住権があるはずだ。それにここから出て行って、どこに行けというんだ？　お前たちの行こう為いは、人権侵しん害がいだぞ」

「小こ理り屈くつはどーでもいいザマス！　あなた方の行先は既にこちらで決めてあるザマス！　この『慈じ愛あいのシェアハウス』に移住してもらうザマス！」

　ババアはいきり立ちながら、追加で住居チラシを掲げた。

　そこにはアパートの写真と、住宅環境の説明が記き載さいされていた。

　見た感じ、六畳じよう一間の部屋を撮とったものだ。

　ホームレスらしき小こ汚ぎたない者たちが、ぎっしりとすし詰づめになっている。

　おっさんだらけの密集隊形かぁ……。

　うーん、監かん獄ごくかな？

　ペテン師さんは帽子の庇ひさしをつまみ、上へ傾けた。

「いいか、モーニングスター。俺たちは川で平和に暮らしていきたいだけだ。誰にも迷めい惑わくはかけていないし、自由市民を連行する権利は誰にもないはずだ」

　ババアはハハンッと鼻で笑う。

「どうやら痛い目に遭あいたいようザマスね……強制執しつ行こうザマス」

　ざざっ、と兵隊たちが足並みを揃えて広がり、部隊のあだ名となったモーニングスターを構えた。

　バレーボールサイズの鉄球が、陽光に照らされて黒光りする。

　なんと凶きよう悪あくな武器だ。

　あんなトゲトゲのついた鉄の塊かたまりでぶん殴なぐられたら、死んじゃう。

　剣けん呑のんな空気が漂う中、脱走奴隷さんが草むらにあった手ごろな棒きれをつかんだ。

　手の平にツバを吐はきかけ、雄お々おしく一歩前へ。

　なんて勇気だ。背筋がみなぎった大男の雄ゆう姿しはまさにアニキ。

「数は十五か、ケッ、大したことねえな。俺は〈殺戮の旋風デス・ストーム〉と呼ばれ――へぶぅう！」

「脱走奴隷さん!?」

　雑ぞう兵ひようの放った一打によって、脱走奴隷さんはあっけなく薙なぎ倒たおされた。

　弱い。弱いよ。悲しいくらいに見みかけ倒だおしだ。

　その様子を一いち瞥べつしたペテン師さんは、生き真ま面じ目めな顔でこくりとうなずくと、無言で背を向け、一目散にとんずらした。

「えっ、えっ、えっ……ちょ」

「粛しゆく正せいするザマス！　まずは何もかも取り壊して、クリーンな街造りをするザマス！」

　逃げ遅おくれた俺は事態についていけず、身の危険を感じて後ずさったが、兵隊たちは俺の脇わきをすり抜ぬけて散開した。

　河川敷に横並びになっているホームレスハウスの前に向かい、壁かべ際ぎわで足をとめる。

　一いつ斉せいに鉄球が振ふりかざされ――ボコォッと凄せい惨さんな打だ撃げき音おんが轟とどろいた。

　河川の民の住居は黙もく々もくと破は壊かいされ、跡あと形かたもなくぶっ飛ばされていく。

「ひぇえっ！」

「いやぁああ！　やめろぉっ！」

「ワシの家がぁあああああ！」

　俺たちのほか、住んでいた村人の悲鳴が聞こえてくる。

　なるほど、あの鉄球は人を殴るためじゃなくて、打うち壊しが主目的の武器なのか。

　ただ建物だけでなく、住人も被ひ弾だんしているあたり、容よう赦しやなさが窺える。

　しかし、こうなっては仕方ない。

　俺じゃない誰かがやられている隙すきに逃げよう。

　そう思って身を翻ひるがえしたところで――ババアのヒステリックな声が耳に届いた。

「まあ！　汚きたならしい食品を売っている店まであるザマス！　まったくの食品衛生法違い反はんザマス！　さぁ、皆みなさん！　これもぶっ壊してしまうザマス！」

「えっ、そんなっ……そこはだめぇえ！　やめてくれっ！　ちょ、おっ、おおお、俺の屋台がぁ！　ああぁぁっ！　せっかく再建した俺の屋台がぁあああああああっ!?」

　俺の制止も虚むなしく、モーニングスターたちはタコ焼き屋台に襲おそいかかった。

　屋台骨は粉ふん砕さいされて木こっ端ぱを撒まき散ちらし、幌ほろはびりびりに破られて踏みつけられる。

　鉄板はまっぷたつに割られ、寸ずん胴どう鍋なべはひしゃげて変形した。

　商売道具を失ったら、タコ焼き屋はできない。

　俺の唯一、誇ほこれる技能なのに。

　ああ、神様。

　どうか、どうか、俺をお助けください。

　俺はただ安あん穏のんと生きていきたいだけなのです。

　ホームレスがダメなら、どうやって生きていけばよいのですか？







第２話　苦渋のゴミ箱漁り







　ガルムンガルドは大都市だ。

　煉れん瓦が造づくりの街並みは整然として美しく、人口も三十万を越こしている。

　一番の強みは貿易港。

　航路の接点に位置するため、世界中から商船が集まってくる。

　貿易が街の経済の中心であり、産業を活発化させている要因でもある。

　そして都市に税金が入れば、公共の福ふく祉しも潤うるおう。街は上下水道が整備されて衛生的だし、物流の血管である街かい道どうも混雑しないように拡張されている。

　基本教育によって住民のほとんどは読み書きができるし、知識の欠けつ乏ぼうによる貧富の差は段々となくなっている。

　貴族だけが豊かな社会は終わった。

　平民も豊かな社会へと移り変わり。

　いわゆる中流の人々。中間層は日々増大していっている。

　貧困で飢うえ死じにする者は極きよく端たんに少ない――そんな栄えい華がの街で。

　俺は見事にのたれ死にしそうだった。

　すべてを失っても、人は生きなければならない。

　腹ペコで足がふらつくが、前に進まなければ。

「はあーぁ……なんだか、昔に戻もどった気分だな……」

　五年前。

　日本からこの異世界に転移したときも、俺は独りぼっちで頼たよれる先がなかった。

　あのときは最初にどうしたっけか。

　なんか普ふ通つうに外国人っぽい容よう貌ぼうの人に言語が通じて、びびったような気がする。

　けど会話してみると、微び妙みように単語の意味や語源が違ちがったりもした。文字も似ているようで齟そ齬ごがあり、完全に一致しているわけではなかった。

　そうだ。違うということが俺の最初の利点になったんだ。

　財さい布ふに入った日本国硬こう貨かは当たり前だが使えない。だから、質しち屋やに売り飛ばした。

　ラッキーなことに精せい緻ちな造形のおかげで、わりと高値でさばけたのだ。

　どうせならこのあぶく銭ぜにを元手にし、何か商売でもしようと思い立ち。

　材料を買い集め、無む謀ぼうにも道みち端ばたで揚げ物主体の弁当屋をスタートさせたのだ。

　確か――路上販はん売ばいではカツ丼どんが受けた気がする。

　サラダ扱いされていた白米を、揚げ物と絡からめて売るのが斬ざん新しんだともてはやされた。

　地元のソースをアレンジし、使ったことも受けた要素だった。

　当時の俺はまだ、高校生だった。

　料理の知識もろくにないくせに、新世界でなんでもやってみようと思っていた。

　タコ焼き屋をチェーン展開させて軌き道どうに乗せたのが一番の成功だが、前段階で小さな成功を積み重ねたのも土台となっている。

　金になるならばと調子に乗り、レシピを貴族付きのコックに売りつけたことさえある。

　メイド付きの豪ごう邸ていを手に入れるまで、一年近くかかったか。

　絶好調だった頃の俺は貪どん欲よくだった。

　金を稼かせぐことが、自分の安心に繋つながることだと考えていた。

　だから従業員と使用人を何十人も雇やとい、人を率いてがむしゃらに突つき進すすむことができた。

　過か剰じような自信があった。俺は図に乗っていたのだ。

　自信が砕くだけ散った今では、もう一度やれと言われても、できる気がしない。

「カツ丼か……懐なつかしいな」

　無自覚にも香かおりに吸い寄せられたのか、カツサンドを売っているコンテナ型のサンドイッチ専門店が目についた。

　横長の出窓を差しだし口とする、立ち寄り屋台方式だ。

　過去に俺がばらまいたメニューのほとんどは、ガルムンガルドの食文化に吸収された。

　商しよう売ばい敵がたきに真ま似ねされ、パクられ、改良されていった。

　競争社会の自然の成りゆきだ。

　まあもちろん、材料の入手難易度によって価格帯は違う。

　住民の嗜し好こうによって、味や形が別物になってしまったものもある。

「腹が減ったなぁ……」

　ポケットをまさぐってみると銅貨が三枚。地金が変色して緑っぽくなっている。

　持ち金は三百イードル。一イードルは約一円換かん算さんだ。

　手持ちは三百円ということになる。こんなんじゃ、なんにもならない。

　ああ、でもあそこで売っているカツサンドには、なんとか手が届く。

　想像すると、舌に味覚がよみがえってくる。

　豊ほう潤じゆんなソースの染しみ渡わたった柔やわらかいパンに、ザクザクとした衣ころもをまとうカツ、噛かむと熱い肉にく汁じるが弾けてジュワッと口内に広がり、パン粉の風味が一気に鼻び孔こうを突き抜ける。

　イメージは脂あぶら身みたっぷりのロースカツ。

　脂し肪ぼう分ぶんの少ないヒレ肉は上品で柔らかく、トンカツに向いているが、値段が高いため三百イードルでは無理だろう。

　まあトンカツもいいが、チキンカツもいい。

　今の気分なら、ジューシーなモモ肉が食べたいな。

　雪解けの白に似た肉は淡たん泊ぱくなのに、脂分が豊富で柔らかく、すぐ噛みきれる。

　好みはあるが、俺はチキンカツを揚あげるときは鳥皮を残すタイプだ。

　カロリーは増してしまうが、適度な脂身は恍こう惚こつ的な旨うま味みを提供してくれる。

「買っちゃうかな……」

　どうせ、はした金だ。

　明日への活力を養うためにカツサンドを買うのだ。

　壁かべに貼はってあるメニューを凝ぎよう視ししながら店にふらふらと近づき、一番安いチキンカツサンドを頼むと、店員さんは俺がつり銭トレイに置いた薄うす汚ぎたない硬貨をつまみ、粗そ雑ざつな動作でレジに叩たたきこんだ。

　バックヤードから「きゃははは、マジそれぇ」とか「マジマジ、彼ピーってさ、ほんとフェチなの。マジやんなるぅ」とか、無む駄だに騒さわがしい雑談が聞こえてくる。

　出入口で待っていると「横にずれてもらえますぅ？」という店員の声。

　こいつ邪じや魔まなのがわかってねぇーな、という熱い非難の視線を浴びた。

　ちなみに俺の後方には待っている客は誰だれもいない。単にマニュアルなのだろう。

　そして十分ほど待たされた挙句、新聞紙に包まれたチキンカツが渡された。

　手て触ざわりが冷たい。怪け訝げんに思っていると、店内から「やっべ、冷えてんの渡しちまった。ま、いっか」という、恐るべきつぶやきが聞こえてきた。

　渡されたチキンカツは作り置きのせいか冷たく、ソースすらかかっている様子がない。

　俺は脱だつ力りよく感のあまり文句をつけられず、背を向けた。

　大衆店では、この程度のことは日常なのだ。

「レシピが普ふ及きゆうしたって、サービス精神が普及するわけじゃないもんな」

　つい愚ぐ痴ちめいて、つぶやいた。

　従業員の教育というよりも、ここの風土なのだ。客もそれで普通だと思っている。

　俺が一時期とはいえ、成功を手にしていたのは愛あい想そのよさがあったからかもしれない。

　わびしい心持ちでガサゴソと新聞紙を開く。

　不意に日付の印字が視界に入った。半年前の古新聞を流用したものだった。

　香りが死んで油がだれたチキンカツは冷めきっている。

　失望が、俺からいっさいの感情を奪うばう。

　それでも飢えをしのぐため、カツを口に入れようとしたその瞬しゆん間かん。

　カァーッ！

「うおっ」

　突とつ然ぜん、視界に黒い影かげが横切った。

　バサッと間近で聞こえた羽音に驚おどろいて俺は身をすくませたが、身体に衝しよう撃げきはこなかった。代わりに手から重みが消えていた。あっ、と思ったときはもう遅おそい。空を飛んでいく黒い姿と、空っぽの手の平を交こう互ごに見るしかなかった。

　カラスは優ゆう雅がに民家の屋根に着地し、二羽の仲間と一いつ緒しよに俺から奪ったカツサンドをガッガッガッとむさぼり食っている。

「ざっけんなよ！　返せよ、ちくしょう！」

　落ちていた小石を拾いあげ、投とう擲てきするとカラスはひょいと避けやがった。そしてその奥おくの民家の方から、パリィンと――ガラスが割れたことを教える破は滅めつの音が響く。

　さぁーっと血の気が引き、青くなった俺は脇わき目めも振らず逃とう走そうすることにした。

　とても申し訳ないが、弁べん償しようすることはできない。

「ちくしょうちくしょう……うっううう！」

　すきっ腹と罪悪感を抱えて走るのはつらい。

　ああ、異世界で生き抜くのはこんなにも、大変だったのだろうか。







　ホームレス生活の先せん輩ぱいであるペテン師さんは極度に飢えたときの対処法、いわゆるゴミ箱の漁り方について俺に教授してくれたことがある。

　けち臭くさい飲食店は食材をあますところなく活用するので、漁っても無駄だという。

　かといって高級店は廃はい棄きが多いものの、人情味がないので衛兵に通報する。

　食しよく糧りよう確保ベストなのは無駄の多い店、つまり、大量生産＆大量廃棄をしている店だ。

　その点においてバーガーショップ、アックスバーガーは最適だった。

　都市内に五店てん舗ぽを展開する中ちゆう堅けんチェーン店であるが、昨今のグルメ競争の弊へい害がいにより、奇き抜ばつな新製品を展開しまくっている。その分、食べ残しや材料の売れ残りも多い。

　街のハイエナである俺にとって、いいカモってことだ。




　――いいかい、平ちゃん。ダッシュ＆トライだ。

　ゴミ袋ぶくろの中身を選別してる姿はどうしても人目につく。

　その場で漁るのはハイリスクだ。選別は奪だつ取しゆしたあとに別の場所でやるんだ。

　一番いい新しん鮮せんなゴミ袋は、従業員が捨てた瞬間を狙ねらえば簡単に手に入る。

　もちろん、最初はお目当てのブツはなかったり、失敗もするかもしれない。

　でも、繰くり返かえしていれば必ず飢えは満たされる。疾しつ風ぷうのように盗ぬすみ取とり、夕ゆう闇やみのようにあざやかに消える。それが街角のハンターであるホームレスの狩しゆ猟りようさ。




「ペテン師さん……いえ、師父。ありがとうございます。あなたの偉い大だいな教えを今こそ、使わさせて頂きます」

　俺は建物に背中をへばりつけた。

　にゅっと首だけを伸のばし、路地裏をのぞきこむ。

　アックスバーガーの裏口から、従業員が出てくるのを待まち伏ぶせ中。

　見る限り、業者が回収する廃棄ボックスにゴミを捨てる仕組みだ。

　金属製の廃棄ボックスは密閉式なので、残念ながら内容物は確かく認にんできない。やはり、師父の教えに従って新鮮なゴミ袋をさらうべきだ。

　腹が減りすぎて胃がきゅうきゅうしている。いたわるように腹部を手でさすった。

　何かを食べなければ俺に明日はない。

　プライドは消しよう滅めつした。残飯漁りもやむなしだ。

　カァーカァー……

「なっ！　またもカラスだとっ!?」

　トタン屋根に飛来した黒い影が複数。獲え物ものを狙う黒目が俺をせせら笑っていた。

　今度の敵も三羽。俺からカツサンドを奪った空を飛ぶクズ野や郎ろうどもに間ま違ちがいない。

　準備運動でもするようにクチバシを回し、俺と同じくらいの距きよ離りに控ひかえている。

　狙いは――そうか。

　お前たちもなのか。お前たちも俺と同じ狙いなのか。

　ふっ、いいさ。

　こんなにも早くリベンジする機会を得られたのは僥ぎよう倖こうというものよ。

　ワォーン！

「何ぃ!?　野の良ら犬いぬが！」

　新たなる刺し客かくの到とう来らいに俺は驚きを隠かくせなかった。

　雑ざつ踏とうから、ドーベルマン種と思われる野良犬がのそのそと歩いてきた。

　俺の対面の角で前まえ脚あしをたたみ、伏ふせる。

　あ、あれは――瞬しゆん発ぱつ力りよくのある走りをするための前ぜん傾けい姿勢。

　片目に傷がある野良犬は俺を一瞥したが、人間を恐おそれる様子は一いつ切さいなかった。

　なんて貫かん禄ろくのある野郎だ。

　ちっくしょう。どいつもこいつも、強敵に見えてくる。

「くそっ……ライバルがくるとはな」

　みつどもえの様相と化したアックスバーガーのゴミ捨て場。

　俺は勝てるだろうか。

　都市という過か酷こくなフィールドで、野生を保ったこいつらに。

「まあ、正々堂々と勝負しようぜ……な？」

　試ためしにほほえみかけてみると、カラスも野良犬も一応は目線を俺に向けた。そこには温かい感情などはなかったが、不思議と意思疎そ通つうができたような気がした。

　そう、俺たちは飢えたケダモノ同士だ。

　争いあう相手ではあるが、親近感を持ってもおかしくはない。

　と――ガタンッと裏口が開いた。

　赤いキャップ帽を被り、店員服を着た女性店員が気だるそうに廃棄ボックスを開け、半はん透とう明めいの袋ふくろをどさりと投とう棄きした。中身は茶色い。恐らく、パン――バーガー用のバンズが入っている。

　あれだけあれば、しばらくは食うのには困らない。

　胃い袋ぶくろが鳴った。口の中が急速に乾かわいていく。興奮が俺をかき立てる。

　焦あせるな平へい助すけぇ！　まだだっ！　まだ走っちゃいけねえ！

　店員に感付かれたら終わりだ。カラスも野良犬も俺も固かた唾ずを呑のんでいる。店員が扉とびらの向こうに消えた瞬間が、スタートの合図となる。

　もうすぐ、もうすぐ……っしゃああああああああああああっ！

「死ねや！」

　ドアがパタンと閉じる数瞬前、俺は行動を開始した。

　駆かけだしたわけではない。フライングが危険なのはわかっている。

　あらかじめ、握にぎっておいた小石をカラスの一羽に向かってぶん投げたのだ。

　高速の投石が、一羽に命中する。

　ドスッと鈍にぶい音が鳴り、羽う毛もうの奥にある柔らかい肉をえぐった手て応ごたえ。

　かあぁあ、と悲痛な鳴き声だけを残し、黒いクズの撃げき墜ついに成功。

　ひらひらと地に転がり落ちていく雑魚ざこカラス。

　あばよ、ライバル。カツサンドの借りはしっかりと返させてもらったぜ。

　仲間がやられたせいか、動どう揺ようが残りの二羽の間を駆け巡めぐっている。

　それが俺との致ち命めい的てきな差となるだろう。

「おっと、お前も行かせるかよ！」

　ドアが閉じると野良犬も飛ひ翔しようしていた。

　こいつも、俺より先に行かせるわけにはいかない。

　着地した瞬間を狙いすまし、足を伸ばして後あと脚あしを引っかけてやった。これもうまくいった。野良犬はバランスを崩くずし、足を滑すべらして顔面から壁に激げき突とつする。

　きゃいんっと鳴く声はなんとも、耳心地がいい。

　アディオス、アミーゴ。恨うらみはないが死んでくれ。

「いやっはーっ！　俺の勝ちだっ！　ウスノロの雑魚どもがぁー！」

　俺は得意になって廃棄ボックスまで走った。上うわ蓋ぶたを開き、ゴミ袋を握りしめる。

　しょせんは薄汚い畜生どもよ。人間様の知略に勝てるはずがない。

　にゃーん！

「何ぃ!?」

　第三の伏ふく兵へいが姿を現した。

　廃棄ボックスが開くのを虎こ視し眈たん々たんと待ち、雨あま樋どいの中に埋伏していたのだ。

　正体は目を血走らせたミケ猫ねこだ。奴は全身をバネにして跳ちよう躍やくし、両手両足をまっすぐ伸ばして宙を舞まっていた。狙いはやはり俺の握りしめたゴミ袋だ。

「ちぃいいい！」

　猫の運動能力は並ではない。だが、俺の飢えもまた並ではなかった。

　足を踏ふん張ばって身体を開き、タイミングを計はかってショートアッパーを放った。

　驚くべきことに、ミケ猫は空中で回かい避ひ行動を取った。口くち惜おしいことに俺の拳打は空を切ってしまった。だが、拳風によって不届き者はひるんでいる。一時的にしろ、追おい払はらうのには成功した――が。

　カァー！

　死角から黒い斬撃が俺のゴミ袋を強きよう襲しゆうした。意識の外にいたカラスがクチバシを突きだしながら螺ら旋せんを描えがき、ゴミ袋に斜ななめの裂さけ目めを入れたのだ。

　この目まぐるしく変化する状じよう況きようの中で、突とつ如じよとして現れたミケ猫を陽動に使いやがった。

　敵ながら、あっぱれとしか言いようがない。

「ぬううう！　こっ、小こ癪しやくなぁっ！」

　抱かかえた袋がぴりぴりと破れ、自重によって崩ほう壊かいした。

　丸いバンズがこぼれ、ころころと転がり、砂地に散乱してしまう。

「俺だ！　全部、俺のもんだ！　てめえらのもんじゃねえ！」

　俺は両手を地面につけ、這はいつくばって威い嚇かくした。

　食い意地の張った醜みにくいケダモノどもはたじろいだ。睨にらみつけながらフゥーフゥーと鼻息を荒あらくし、けん制する。残念だが、俺には食べ物を分かち合うという発想などない。

　そんなのは弱者の考えなのだ。泥どろにまみれたバンズだが、洗えば食える。

　ならば我わが滋じ養ようのため、すべてを平らげよう。

「何やってんのよアンタ……馬ば鹿かじゃないの」

　不意に横から聞こえた人の声。

　ひどく懐かしく――聞き覚えのある声質だった。

　我に返った俺が振り返ると、

「サーファイア」

　意識せずとも、名前はすぐに口から出ていった。

　かつて――俺は〈ワンダーハルト〉で調子に乗ったとき、奴隷を買ったことがあった。

　その奴隷は哀あわれな浮ふ浪ろう者のような身なりをしていたが、心を奪われるほど美しい青あお紫むらさき色いろの瞳ひとみを持っていた。

　当時の彼かの女じよは十三歳さいだったか。

　容姿には恵まれていたが、身体つきは貧相で、性格も暗かった。

　だから俺にとって、お手伝いの子供という印象しかなかったのだが。

　そんな彼女が今では――大人のレディに変へん貌ぼうしていた。

　見事に熟した肉体をパリッとしたビジネススーツで覆おおい、ふわりとウェーブを描いた銀ぎん髪ぱつを肩かたまで伸ばして、麗うるわしくなびかせている。

　赤眼鏡のつるを指先で持ちあげつつ、サーファイアは冷れい笑しようを浮うかべた。

「お久しぶりね、ご主人様。しばらく見ない間に愉ゆ快かいになったじゃない」
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第３話　元奴隷ちゃんのバーガー屋さん







　鉄板の上でじゅわじゅわと焼けるパティ――平べったい挽ひき肉にくの塊をヘラでひっくり返す作業を続けていると、無む我がの境地に達しそうになる。

　俺おれの魂たましいは人の世から離はなれ、宇宙へと向かう。ダークマターと融ゆう合ごうしてレジの金を盗む算段を立てる。逃走資金をゲットし、毎日のつらいアルバイトからさようなら。そして偶ぐう然ぜんにもカジノで一発当て、ハッピーな豪ごう遊ゆう生活を送ることになる。

　ふふふ、最高だ。

　ルーレットをたった一回やっただけで、俺は勝ち組だぜ……。

「アカツキさん、次は揚げ物のやり方を覚えましょうね」

「はい」

　妄もう想そうから復帰。

　バイトリーダーのエリスティアさんに向け、俺はにこやかに返事をした。

　バイト生活三日目。

　俺の教育担当でもある彼女はきめ細かく、かつ丁てい寧ねいにアックスバーガーの調理工程を教えてくれた。パティの焼き方、ドリンクの作り方、専門用語の意味、具材とバーガーの組み合わせや商品に適した包装のやり方、などなど。

　そばかすが残るものの、茶色のショートツインテールが可愛かわいらしく、愛あい嬌きようのある快活な人だし、乳ち房ぶさは確実にＥカップを越えている。お尻しりにぴっちりくっついたタイトなスカートも、むっちりとしたラインを形成して実に魅み力りよく的てきだ。

　二十歳はたちの独身。

　素そ朴ぼくな顔立ちをした悩のう殺さつボディの優やさしい先輩。

　ステータスとしては、よだれが出るほどのものだ。

　平時であれば俺もまた、エリスティアさんを攻こう略りやく対象に入れただろう。

　しかし、彼女には恐ろしい闇やみのエピソードが存在する。

　自らの毛もう髪はつのみで編んだマフラーを元もと彼かれに贈おくった、という血も凍こおる逸いつ話わだ。

　スタッフ同士の会話から拾ったので、真しん偽ぎは未確定ではある。でも、今のところは非常に残念なことだが、お近づきになりすぎてはいけない女性だと判断した。

　適度に距離を取ってアウトボクシングをしないと、自由恋れん愛あいというリングではまたたく間にノックアウトされる危険がある。下手をすれば、生きては帰れまい。

「約三分でうちの店の名物、アックスポテトは揚げられます。分量や塩加減も大事ですので、しっかり見ていてください。あっ、この砂時計で揚げ時間を測ります」

　エリスティアさんは、茶色の土ど嚢のう袋ぶくろみたいな紙袋を持ち上げた。

　成型された白いポテトが、油の中に浸つかっているポテトフライヤーへと、ドサドサと落ちていく。

「うん。一度では、これくらいの量が限界です」

　くるっと砂時計が逆さとなった。

　そしてしばらくの待ち時間かと思いきや、時間は無駄にされなかった。

　エリスティアさんは空のバスケットをテーブルに並べていき、セットのドリンクの準備を整えた。注文票の確認も怠おこたらない。やがて揚げ時間がくると、黄こ金がね色いろに変わったポテトを貯蔵ボックスへと移動させ、塩を振りながらスコップに似た用具でかき混ぜた。

「ポテト、味見します？」

「え、いいですか？」

「普ふ段だんはだめなんですけど、アカツキさんってなんだか……欠食児童みたいな腹筋してましたから、特別ですよ。うふふっ」

「俺、ちゃんと誰もいない男子更こう衣い室しつで着替えましたけど？」

「……」

「……」

「食べないんですか？」

「頂きます」

　あっぶねえ。今のは完全にクリンチされていた。両りよう腕うでを押おさえこまれていたのだ。

　あと一歩遅ければ、至近距離からのボディブローを喰くらうところだった。

　しかしこれで、エリスティアさんはハイレベルなテクニカルボクサーだということが、はっきりとした。

　こんな田舎いなか女みたいなピュアな顔をしておきながら、正体はＳ級ストーカーなのだ。

　のぞきという罪が明らかになったにもかかわらず、動揺もまるで見られない。この笑え顔がおの裏にはいったいどんな怪かい物ぶつが潜ひそんでいるのか。想像するのも恐ろしい。

　だが、なぜだ。

　新人アルバイターにすぎない俺がなぜ、ロックオンされたのだ。

「では、失礼して」

　不安な気持ちを押し殺し、揚げたてのポテトをつまんでみる。

　うん。表皮はカリカリとしているが、中はほっくほくでうまい。下味となっている混合調味料が舌を刺さすような味ではあるが、ジャンクフードとしては文句なくおいしい。
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「おいしいです」

「よかったです。私、たくさん食べる人が好きなんです。アカツキさんは何か嫌きらいな食べ物とか、ありますか？」

「いやぁー、俺はなんでも食べますよ」

「じゃあ例えば、私のシャツとか下着とかはどうです？　ミキサーにかけてペースト状にしたものなら、パンと一緒に食べられますか？」

「ははは、雑談はまた休きゆう憩けい時間にしましょう。注文したお客様が待ってますから」

　今のは凶きよう暴ぼうな右ストレートだった――かわさなければ死んでいただろう。両頬の肉が持っていかれるほどの暴風が全身を突き抜けた感覚がある。

　仕事で一番重要なのは人間関係なのだが、俺はバイト生活三日目にして、バイトリーダーに底知れぬ恐きよう怖ふを感じていた。植物繊せん維いから作ったからといって、衣服は食べるためのものじゃないよね。人間の胃袋では消化できないからね。

　光のない濁にごったヤンデレ目の先輩から離れ、焼き物係からポテトの揚げ物担当になった俺は、ひたすらフライヤーを操あやつることになった。

　一人前が約百五十グラム。

　五人前くらい一気に揚げられる。回転率を速めるためだ。

　揚げたあとも天板に埋まい没ぼつした魔石の温熱効果、現代風に言いい換かえれば熱放射装置で高温を保つが、一定の時間が経たつと冷めてしなびるので、捨てる仕組みになっていた。

　バーガーの具材も、廃棄率が高い。

　やたらにあるメニューはバーガーだけで、びっくりの二十品目。

　これが作り手の手間にもなって提供の遅さに繋がり、コストにもなっている。

　特にいけないのが、店側が需じゆ要ようと供給を読みきれていない感があることだ。

　だから日持ちしない余った材料が大量に生まれ、捨てるはめになる。

　衛生的ではあるのだが、不合理にも感じる。

　まあ、まかない代わりに廃棄の食品を食えるので、助かっているのだが。

「アカツキ、ちょっと来なさい」

「あっ、わかった……」

　このアックスバーガーの経営者、サーファイアがキッチンの裏側の通用口から顔をのぞかせ、ちょいちょいと手招きした。

　ついてこい、という感じで促うながされる。

　従業員用の細い通路を移動して、社長室とプレートの掲かかげられた小こ奇ぎ麗れいな部屋へと。

　この店舗はアックスバーガーの本店らしく、事務所としても使われているらしい。

「何か用？」

　俺の問いには答えず。

　執しつ務む机づくえに座すわったサーファイアは一呼吸すると、俺をまっすぐ見つめた。

　そうしてゆっくりと、もったいぶりながら過去を反はん芻すうするように話しかけてきた。

「不思議なものね……昔は富ふ豪ごうだったアンタが今では薄はつ給きゆうのアルバイター、そしてあたしは五店舗のバーガーショップを経営するやり手の実業家……」

「最近、経営危ないらしいじゃん？」

　俺は捨て新聞を娯ご楽らくとして読んでいるので、アックスバーガーの業績が芳かんばしくないのをよく知っていた。

　一年くらい前までは庶しよ民みんの味として人気を集めたが、客足に陰かげりが見えるらしい。

　指し摘てきに対してサーファイアは顎あごを引き、うつむいて上半身をぷるぷると微び動どうさせていた。

　そして、机の上に両手を組んだままつぶやく。

「……ぶち殺すわよ」

「ごめん」

　端たん的てきな恫どう喝かつには明確な殺意がこもっていたので、即そく座ざに謝罪した。

　なんだろう。俺の中にあったサーファイアのイメージとそぐわない。

　数年前の彼女は確か――もっと弱々しい存在だった。

　奴ど隷れい出身ということもあって、臆おく病びようで内気な女の子といった具合で。

　屋や敷しき内ないではきょろきょろと周りの人間の顔色を窺うかがい、メイド仲間に疎そ外がいされるとトイレにこもり、逆に優しくされても信じきれずに距離を取る。

　お手伝いの雑務や皿洗いに励はげんでいる、か細い背中しか覚えていない。

「アンタを雇ったのは……奴隷時代の借りを返すためでもあるわ。辱はずかしめを受けたとはいえ、多少の恩義があるもの」

「辱めって？　俺は別にお前になんかした記き憶おくないんだけど」

「はぁああああああああーっ!?　何言ってんのぉ！　ほら、あれよ。あたしを買ったとき……ふっ……ふっ、服を……脱ぬがしたじゃない！　あっ、あああたしの身体を……あますところなく、全部見たじゃない！」

「そりゃあだって、商品として買ったんだから物に傷がないか調べるよね」

「ちょ、人を物扱あつかいなんて最低ね！　このクズ！　人でなしっ！」

「でも、みんながやってることだし、健康診しん断だんみたいなもんだよ。てか、俺以外がお前を買ってたら、もっとひどい目に遭あってたんじゃない？　こういうこと、あんまり言いたくないけど……ほら、オシベという股こ間かんが、メシベという股間に直ちよく撃げきする的な感じの」

「くううう……むかつくぅっ！　遠回しのようで遠回しじゃないのが余計に腹立つぅ！」

　サーファイアは握り拳を机の上に乗せ、歯ぎしりしながら真っ赤な顔で俺を睨んでくる。

　奴ど隷れい制せいは俺が決めたわけじゃないし、購こう入にゆうしただけなのに逆さか恨うらみされても困る。

　というか。

　異世界のルールに対して、俺は異を唱えたりはしない。

　政治家でも革命家でもない一いつ介かいの商人風ふ情ぜいが、やれることも少ないだろう。

　精々、奴隷解放運動に加わるくらいが関の山だ。

　でも、この街にそうした気運はない。

　あくまで世の変革は民衆が決めるものだと思う。部外者の俺が決めるものじゃない。

　とはいえ――この世界の奴隷制はやや変わっている。

　期間制の労働奴隷とでもいうべきか、一定の期間、雇こ用よう主ぬしの下で労ろう役えきをこなしたあとは市民権を得るシステムだ。

　現にサーファイアも奴隷から、一ひと角かどの実業家までのしあがっている。

　スタートは違っても、チャンスは誰にでもあるということだ。

　確か彼女の出自はここから遠く離れた狩猟部族の――なんだったっけか。

　ダークエスカルゴ……いや、ダークエルフだったか。あんまり興味なかったから聞き流していてよく覚えていないが、異種族らしく長耳がぴょこんとして可愛らしい。

「まあ、いいわ。アンタに頼たのみたいことがあるの」

　頼むと言いながらも、サーファイアは部屋の隅すみにある観葉植物に視線を向けた。

　ヤシの苗なえ木ぎを見ているわけではない。

　青紫色の瞳はぼんやりとして、思案顔となっている。

　頼むと言いながらも、迷っているのだ。

　察するに経営の相談だろうか。俺には一応、経営者として生きた五年間がある。

　荒あら波なみのような生き方ではあったが、参考にしたくなるのもわかる。

　それならそれで、早く言ってくれればいい。

　今後はアックスバーガーの経営コンサルタントとして寄生――じゃなくて、尽じん力りよくする用意はできている。

　サーファイアも女性らしく、美しい姿に成長した。

　パートナー的な存在になってもいいかな、というか、毎日きゃっきゃうふふする相手としては不足のない器量がある。

「頼みたいことがあるんだろ。なんでも言ってくれよ」

　両手を大きく開き、優しい顔を作って促してみると、彼女は目をぱちくりさせた。

　なんでもお見通しなのね、とばかりにふっとサーファイアの口くちの端がゆるむ。

「ありがとう。じゃあ、頼めるかな」

「もちろんだ。三日間も飯が食えた……一宿一飯の恩っていうのかな……俺にできることなら、やるよ」

「そう、じゃあ」

　ようやく覚かく悟ごが決まったのか、サーファイアは机のひきだしから非合法な金属製の武器を取りだし、ゴトッと執務机の上に置いた。

　それは握りに適した形状であり、火薬を爆ばく発はつさせて弾だん丸がんを飛ばし、対象を殺害する代しろ物もの。

　――拳けん銃じゆうだ。

「これで、あたしのライバル店のオーナーを消してきてほしいの」

「え？」

「わかってるわ。仮に失敗しても、腕うで利ききの弁護士はつけるから」

　神しん妙みようにうなずき、熱のこもった瞳を向けられる。

　にこっと、相手に安心感を与あたえるための綺き麗れいな微び笑しようが口くち許もとに広がった。

　俺はごくりと唾つばを飲んだ。

　両手の平を突つきだしながら首を横に振ふりつつ、後退する。

「ちょ、ちょ、ちょっと待って。なんか、おかしいよね？　違くない？　なんか違くない？　どうして殺やっちゃうっていう方向になるっていうか。飲食店として勝負しようよ。新メニューとか開発したり……経営戦略とか、そういうので勝つべきじゃないの？」

「勝てないわ。奴やつにはベルーガ伯はく爵しやくの後うしろ盾だてがある。圧あつ倒とう的てきな資本には、勝てないのよアカツキ。このままじゃ、あたしの大事なアックスバーガーがつぶされちゃう……だからこうするしかないの。殺るしかないの」

「でも、それって……まっとうな商売人のすることじゃないと思うんだけど？」

「だったら、どうしろっていうのよ……指を咥くわえて店が潰つぶれるのを待てっていうの!?　こっちだって、あたしと従業員の生活がかかってんのよ！」

　怒いかりが爆発した。サーファイアは鬼おにの形相で激げき怒どしていたが、その頬にポロッと涙なみだの粒つぶがこぼれた。悔くやし涙だ。サーファイアは顎先に垂れた液体を見てハッとし、ゴシゴシと袖そで口ぐちで涙をふくと、俺から表情を隠すようにうつむいた。

　サーファイアは殺人教きよう唆さをするほど、追いつめられている。

　とても五店舗のオーナーとは思えない。

　感情が収まってくると、口を開けば泣なき言ごとのような――恨み言のような世情が出てきた。

　ガルムンガルドはここ数年で飛ひ躍やく的てきに発展し、飽ほう食しよくの都となった。

　交易のおかげで得た富を、大衆が美食に捧ささげるようになったせいだ。

　供給過多になった食糧は人々の創そう意い工く夫ふうによって新しい料理へと生まれ変わり、新規のレストランが毎日のようにオープンするようになった。

　民衆は飽あきっぽく、流行を追いかけ、消費していくのに慣れてしまった。

　新しいものがもてはやされる時代でアックスバーガーは手軽さを売りにし、馬車に乗りながらでも買い物できるドライブスルーによってひとときの隆りゆう盛せいを得た。

「卑ひ怯きようよ！　他人のアイディアをパクるなんて！」

　栄光も長くは続かなかった。

　ライバル店のバーガーショップ、ブンドリヤもまたドライブスルーを始め、資本力に物を言わせた価格の安さによって客足を奪われてしまった。

　調子に乗って、店舗を展開しまくったツケもたたった。

　十店舗もあったアックスバーガーも、今では五店舗まで減少している。

　しかも、どの店も徐じよ々じよに赤字となり。

　起死回生を狙った新メニューも不評で、経営は火の車だという。

「なるほど、話はわかった。でもさ、ドライブスルーって……俺が私物のノートに書いといたやつだよな。お前も俺からパクッてるじゃん」

「ナンノ話デスカ？」

　指摘にサーファイアは急にカタコトになって、サッと目を逸そらした。

　俺は日本での記憶を忘れないため、現代知識をノートに記録していた。

　ドライブスルーはまだ、この世界では登場していないはずだ。

　俺のノートをこの元メイドは盗み見みたのだ。

「いや、俺のアイディア帳だよ」

「知りマセーン」

「なんか、おかしいと思ってたんだよ。いきなりバーガーショップが現れたんで」

「退職金ですぅー。いきなりアカツキ・グループが倒とう産さんしてみんな失業しちゃったんで、あたしはお屋や敷しきにあったノートをもらっただけですぅー。労働への適正な対価ですぅー」

「お前なぁ……」

　肝きもの太さに呆れつつも、仕方ないと思ってしまう。

　アイディアというものは、いつの時代も盗まれやすいものだ。

　何より、サーファイアをふくめたメイドたちが路頭に迷ったのは俺の失態のせいだ。

　助けがいるのなら、助けてやりたい。

「とりあえず、そのブンドリヤってのを調べたいな……これも何かの縁えんだし、俺は経営の立て直しなら協力するよ」

「ふぅん……アルバイトから社員を狙ってるの？　それともお金？　あたし、今は全然お金持ってないわよ。銀行だって貸してくれなくなったもん」

　俺の腹の底を見み透すかそうと、目を細めるサーファイア。

　ここは信用してもらうためにも、正直にうちあけるとするか。

「いや、純じゆん粋すいにお前のためだよ。凄すごいなサーファイア。俺はお前を見くびっていたよ。奴隷の身分から、こんなに立派な店をいくつも構えるなんて信じられない。本当に、称しよう賛さんに値あたいするよ」

「えっ、うっ……ばっ、ばばばっかじゃないっ！　その、アンタのノートのおかげでもあるわけだし……それに……あたしだけの力じゃなくて……」

　褒ほめ言こと葉ばが予想外だったのか、頬を桜色に染め、指先を胸の前でつんつんとぶつける。

　照れながら、何かをつぶやいた。

　――がいたから。

　かすれて聞こえた声。どこかで聞いた女性の名前。

　順当に考えて、彼女を引き取った養母だろうか。

　泣いてばかりだった一人きりの少女は、家族を見つけていたのだ。
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　敵情偵察を開始する。

　まずはライバル店である、ブンドリヤの外観を下見してみよう。

　開放的なオープンテラスは敷しき地ちが広く、家族連れも足を運びやすい。

　長方形の店舗は派手めのデザインで、よく目立つ。

　屋根は明るい赤を使った日干し煉れん瓦が。

　外がい壁へきの漆しつ喰くいも真新しく、前面部がガラス張りで店内の様子を眺ながめることができる。

　カウンターの従業員は飛び回っていて忙いそがしそうだが、メニューは見やすく配置してある。

　店内では行列ができ、ドライブスルーのコーナーでも馬車が団子になっていた。

　ガルムンガルドの大動脈である国道に隣りん接せつしているので、立地もいい。

　更さらには、外向けの宣伝もしっかりしている。

　店と道路の境界線に立てられたポール旗にはキャンペーンが告知されており、広告塔とうに描かれたベーコンバーガーは飛とび跳はねていて実にうまそうだ。

「火を放ちましょうアカツキ。店から油を持って来たわ」

　物もの陰かげに隠れていたのだが、背後から物ぶつ騒そうな言動。虐ぎやく殺さつ思考のサーファイアは青紫色の瞳を殺気でらんらんと輝かがやかせ、一斗と缶かんを大事そうに胸むなもとで抱えていた。

　敵を焼しよう却きやくする方向でいきたいみたいだが、人としてアウトだ。

　それに同業である以上は競争相手の優すぐれているところは認め、取りこんだ方がいい。

「相手の商品を食ってみようぜ」

「はぁあああああ!?　毒を盛られたらどうするのよ！　それぐらい平気でやるクソ溜めの中のクソみたいな奴らよ！」

　口くち汚ぎたないサーファイアの精神世界ではブンドリヤがどうなっているのかわからないが、俺には普ふ通つうのハンバーガーショップに見える。

「わかったわ。からめ手で行けってことね。そうね、店の前で大おお騒さわぎして醜しゆう聞ぶんを流しましょう。ドブネズミの肉を使ってるとか、病気肉を使ってるとか、そういう感じの難なん癖くせをつけましょうか。うふふっ、高度な情報戦になってきたわね……って、えぇー、ほんとに食べるのー？　やめましょうよー！」

　わめく声を無視して、俺は店の敷地に足を運んだ。

　ガラスのドアを押し開ひらき、行列に並んでみると、床ゆかには進行方向を示す黄色いテープが貼はられていた。

　きちんと人並びを整理できるようにしてあるのだ。

「しっかりして、いい店だな……」

　つぶやきながら、店員さんの頭上にあるメニューを眺める。

　そこには、圧あつ倒とうされるほど品数があった。

　肉の種類はビーフ、チキン、ポークといったスタンダードなものだけではない。

　魚ぎよ介かい類るいから羊肉や馬肉――異世界ならではの食材、魔ま物ものの肉までパティになっていた。

　バンズに至っても大麦タイプやゴマ入りタイプ、マフィンもあれば白米や野菜でサンドする方式まで、客の好みに合わせて自由に選べるようになっている。

　これは迷う。

　行列ができているのも、うなずける。

「すいません、失礼ですけど……一番人気のあるものってなんですか？」

　列が進み、俺の順番がきた。せっかくなので主力商品を知るべく尋たずねると、額に玉の汗あせを浮かべた店員のお姉さんは疲つかれた顔で返答した。

「そうですね、グレートブンドリバーガーになります」

「じゃあそれを二つ頂けますか」

　なけなしのバイト代の前借りだ。

　使うのはちょっともったいない気がしたが、美味を求めよう。

「こちらでお召めしあがりですか？」

「はい」

「注文、入ります。Ｇニィー！」

　パッと見、アックスバーガーと従業員の数はそう変わらないが――品数は四、五倍。

　混雑のせいか、スタッフの歩行速度も半はん端ぱない。

　少し待たされたがバーガーが完成し、トレイで渡わたされた。

　サーファイアは傘かさ付きのオープンテラスの一席に陣じん取どり、不ふ機き嫌げんそうに頬ほお杖づえをついていた。

「絶対にまずいに決まってるわ。きっと常習性のある違い法ほうなクスリとかが入ってるのよ。そのサンプルを持って保健所に駆けこみましょ」

「お前、憎にくしみと猜さい疑ぎ心しんにまみれすぎだろ」

　包み紙を解いてバーガーを口に入れる――うん、うまい。

　バンズはふっくらして柔やわらかく、分厚いパティからは大量の肉にく汁じるが飛び散る。焦こげ目めのあるベーコンにはコショウがいい具合にふりかかり、絡からまるチーズと調和している。

　挟はさまれたトマトは薄うす切ぎりだが、それなりに酸味を残しているし、添そえられたレタスはややへたっているが、口内を爽さわやかにしてくれる。

　全体的には、一口でうまいと思わせるほど濃のう厚こうな味つけだ。

　歯型がついた挽き肉の断面を眺めると、白い線が走っていた。

　そうか、肉のつなぎに牛ぎゆう脂しを練りこんでいるのだ。

「……大きさがあるな」

　手にずしんとくる重量も見事だ。しかも一個二百イードルという安さなのに、一食をまかなうことができるサイズとなっている。

　ざっとだが、我らがアックスバーガーの二倍近いボリュームがある。

　原価を考えると、元が取れるかどうか危あやうい。

　客寄せ商品にせよ、大おお盤ばん振ぶる舞まいといえる。

「くっ……」

　食べながらも、悔しそうに顔を歪ゆがめるサーファイア。

　このお得感のある商品に対たい抗こうするのは難しい。

　――が。

「やっべ、これ、まっじぃ」

「あはは、ふざけて変なの混ぜすぎなのよ。新しいの買いましょ」

　ブースを横切るカップルの男の方が、バーガーをポイッと放ほうり捨てた。

　ダストボックスには、食い残しのバーガーが山積している。

　口に合わないのは組み合わせが多すぎるせいで味が喧けん嘩かし、濁ってしまうせいだろう。

　いわば生クリームハンバーグカレー味み噌そ風味みたいなものか。

　個々の味がよくても、組み合わせが悪ければ食えたものではない。

　消費者のニーズに応こたえるためと聞こえはいいが、過か剰じような品数に対応するためにはその分、労力もかかる。

　人員も少なく、オーバーワーク気味だった。

　肝かん心じんの具材も作り置きだろう。

　野菜類の食感から、新しん鮮せんさが失われているのがわかった。

　客に遊び心を提供するためとはいえ、飽食の時代を感じさせる。

「どうなのよ、アカツキ……感想としては」

「お前のところは、手て堅がたく小規模にやってけばいいんじゃないか？　独自路線で。ここと合わせて品数を増やして競争しても、自じ滅めつするだけのような気がするぞ」

「だめなのよ。そりゃあコストを下げれば経済的かもしれないわ。でも、これ以上お客さんを取られたら、店の売り上げは減っていき、最後は煙けむりみたいに消えちゃうわ。結局、負けを認めたらあとはやられるだけよ」

　サーファイアはパンッと両手を打ち鳴らした。終しゆう了りようを意味する仕草。

　一定の客足を確保しなければならない、というのはよくわかる。

　個人経営と違ちがって、サーファイアは従業員を雇やとう立場だ。

　店の形態は訪おとずれる客数に合わせて造られるものだし、資金難ならそう簡単にスタイルを変えられないだろう。

　ならば――攻こう勢せいが必要不可欠だ。イベントを起こし、キャンペーンを打ち、目新しいものでお客さんを呼びこまなければならない。

　流れを引ひき戻もどすには勢いが大事だ。

　何か、きっかけでもあれば楽でいいのだが。

「オーウ、サーファイアさんではありませんか。ミィーのショップに来て頂けるなんて嬉うれしいデース」

　ひょうきんな大声が近くから。間延びしていて、甲かん高だかい声質。

　真っ赤なスーツを着た金きん髪ぱつ碧へき眼がんの青年が大げさに両手を広げ、喜色満面で佇たたずんでいた。

　整せい髪はつ剤ざいで固めたのか、異様に角ばった四角形の髪かみ型がたをしている。

　なんていうか、人類にはまだ早いのでは？　と思わせる前衛的なセンスだ。

　左右には護衛なのか、黒ずくめのスーツを着たグラサンたちを連れている。

「うげえっ、イルラス」

「ついに……ミィーとの間のラブが芽生え始めたんデスネ。オッケェーイ、今すぐにウェディングタァーイム」

　言動から目を合わせたり、みだりに近づいてはいけない人種だと一発でわかるが、スーツの左胸にある刺し繍しゆうには双そう頭とうのワシの紋もん章しようがあった。

　有名なので俺も知っている。ガルムンガルドの有力貴族であるベルーガ家のものだ。

　察するところ、この奇き人じんはブンドリヤのオーナーなのか。

　でも、意外なことにサーファイアはライバルから好かれているようだ。

　イルラスは黒服から花束を受け取ると、堂に入った所作でひざまずき、紳しん士しぶって胸に手を当てて求きゆう婚こんしている。

　結構周りの視線が集まってきているので、関係ない俺もなんか恥はずかしい。

「ちょ、勘かん弁べんしてよ。アンタと結けつ婚こんなんてしないから」

「ノォー。ミィーは金持ちデース。女の子はみんな、マネーが大好きデース。つまり、サーファイアさんもミィーが大好きデース。パーフェクトな理論デース」
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「うわっ、何その限りなく頭の悪い理り屈くつっ！　女の子を馬ば鹿かにしすぎでしょ！」

　サーファイアの腕うでを取るイルラス。強ごう引いんにどこかへ連れて行こうとしている。

　やれやれ、と俺はわかりやすく肩をすくめた。

「待ちな」

「アカツキ！」

「おおっと、誰だれデスカァー？」

　敵意のこもった視線が俺を射い抜ぬく。

　視界に俺の存在が入っていなかったようだが、まあいい。重要なことだけ告げる。

「イルラスさんよぉ……まだ、結ゆい納のう金きんが払はらわれてないぜ。俺は過去にはサーファイアの保護者だった。つまり、仁義を通せば一千万イードルは俺に支し払はらう必要がある」

「オーウ、一千万をアナタに払えばサーファイアさんはミィーのモノに？」

「そうだ。さっさと耳をそろえて払ってもらお……ほぐべぇ！」

　不意打ちをもらう。あろうことか、自力で拘こう束そくを逃のがれたサーファイアのアッパーカットが俺の顎を捉とらえたのだ。

　足先を宙に浮かべた俺は吹ふっ飛び、空いているテーブル席に背中から激げき突とつした。

　ボウリングのピンみたいに椅い子すが弾はじけ飛び、周囲の客たちが騒そう然ぜんとし始める。

　背骨が折れたかと思うほどの苦痛が、俺の身体をしびれさせた。

　目に火花が散り、胸がつまって息苦しい。

　突っこみにしても強すぎないかな。死んじゃうよね？

「アカツキぃ！　ピンチなあたしをちゃんと助けなさいよっ！　アンタ、ヒーロー役を舐なめてんのっ!?」

「こっ、このパワーがあるのなら、俺は不必要なのでは……？」

「デンジャラスデース……」

　痛む背をなで、足もとをふらつかせながらも俺は立ちあがった。

　ほんの軽めのジョークで、全然本気じゃなかったのにひどい。

　いや、もしも一千万がもらえたら……うん、べっ、別にもらわないよ？　でも、想像するのは自由だし、どうしてもって言われたら考えるけど。

「大体ねぇ！　あたしにも好みってものがあって……あっ」

　憤いきどおっているサーファイアは怒りのオーラをみなぎらせていたが、ふっと正気に返ったのか真顔になった。何かを思いついたのか、俺につかつかと近寄って、これみよがしに腕を絡めてくる。

　肩かたにまでこてんと頭が乗った。そのまま、密着。

「イルラス、アンタとは結婚できないわ。既すでにあたしはこの人のモノだもの」

「ええっ!?」

「ホワッツ!?」

　うちあけられた仰ぎよう天てんの事実に男二人は揃そろって驚きよう愕がくした。

　俺たちが戸と惑まどっていると、サーファイアは矢や継つぎ早ばやにたたみかける。

「既に『ピィー！』しちゃったし、最近じゃ『ピィー！』に飽きちゃって『ピィー！』も試ためしてるし、加えてマンネリ防止のために『ピィー！』もしてるし、もうあたしの身体は一いつ片ぺんの隙すきもなくこの男のモノにされちゃってるわ。つまり『ピィー！』な関係ってこと？　だから悪いけど、諦あきらめてね。あたしは『ピィー！』の奴隷になってるから」

「オォーノォー……」

「おぉい……公衆の面前だぞ……」

　蒼そう白はくになったイルラスは額に手を当ててふらつき、ぺたりと尻しり餅もちをついた。

　おおよそ年とし頃ごろの婦女子が、人前で口にしてはいけない内容だった。

　そのすさまじい淫いん猥わいさに俺も聞き耳を立てていた観客もドン引きしていたが、サーファイアにあけすけなほど想おもいを寄せていた彼かれは大ダメージを受けたようで、恋こい心ごころはクラッシュし、放心状態になってしまった。

　お付きの黒服に心配そうに肩を揺ゆすられ、何かしら耳もとで励まされている。

　勝った、というサーファイアの満足げなドヤ顔。

　貞てい節せつと倫りん理り観かんを失ってまで、いったい何に勝利したというのだろうか。

「オー……ケィ……これはミィーのラブをゴッドが試してるんデスネ……大だい丈じよう夫ぶデース。心配しないでくださいサーファイアさん。ミィーは負けまセーン。ラブパワーは無敵デース……たとえ、元もと彼かれに調教済みという傷があったとしても、愛してみせマース」

　膝ひざをガクガクとぐらつかせながらも、イルラスは己おのれの震ふるえる足を叩たたき、自分を鼓こ舞ぶして身体を起こした。

　なんとか立ちあがったものの、まだまだ腰こしが引けている。

　されども――碧へき眼がんだけは再び生気に満ちて鋭するどくなり、眼力を増していた。

「サーファイアさん。ミィーの女め神がみ……たとえ、アナタがどんなに汚れようとも……ミィーの傍にいてくれたらいいのデース。ミィーはつまらない過去など気にしまセーン」

「あたし、言こと葉ば遣づかいおかしい男は無理なの。マジで気持ち悪いし、口も利ききたくない」

　俺おれがそこまで言わなくても、と制止したくなるほどサーファイアはバッサリいったが、イルラスは逆風に負けずに胸を張った。

「大丈夫デース……ミィーも伯はく爵しやく家けの長子として、お嫁よめさんのためならたゆまぬ努力しマース。でも、まずはそこの男を倒たおすことが先デース」

　ぎらっと俺を見るイルラス。

　不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵と対決するかのように、メラメラと闘とう争そう心しんの炎ほのおを噴ふん出しゆつさせている。

　ちょっと待って。

　俺、無関係だよね？

　ビシッと人差し指を向けられた。

「デュエルデース。タコ焼きボーイ」

「え……俺のことを知ってるの？」

「当たり前デース。流星のように現れたアカツキ・グループのボスであり、フルーレ王女様に禁断のタコールを食べさせた大罪人の名を知らない貴族など、いまセーン。外に出向いてみるものデスネ。こんな珍ちん獣じゆうにまたお会いできるとは思ってもいなかったデース」

「フルーレ王女……」

　俺を破は滅めつに追いやったお姫ひめ様さまの名前。

　苦い味が口の中に広がり、奥おく歯ばがギリッと鳴る。

　胃い袋ぶくろの下から、ヘドロのように暗い感情がじわじわと昇のぼってくる。

　一人の単なる好すき嫌いのせいで、俺はすべて奪うばわれ、ホームレスへと追いこまれた。

　ひもじい思いもした。寝ねるところにも困った。道を歩けば通行人にも蔑さげすまれた。

　常に明るくいようと思っていても、つらい記憶を消すことなどできない。

「オーウ、目つきが変わりましたネ。謀む反ほん人にんの目をしてマース。そんなに中央地区を追いだされたのが悔しかったんデスカ？　残念無念デース」

「てめぇ……ぶん殴なぐるぞ」

　黒服たちがバッと俺たちの間を塞ふさいだ。懐ふところに手を入れる。

　きっと、拳銃かナイフを握にぎりしめている。

　だが、そんなことは関係なかった。

　面と向かって侮ぶ辱じよくされて、黙だまってなどいられるか。

「もう一度、言いマース。デュエルデース、タコ焼きボーイ。サーファイアさんの愛をかけてバトルデース」

「とりあえず、勘かん違ちがいを訂てい正せいしておくが、俺は別にこいつとイイ仲ってわけじゃねえ。お前さんの勘違いだよ」

「えっ、ちょ……」

　誤解を解こうとすると、サーファイアはむっとする。

　不機嫌な顔つきで「ふんっ」と鼻風を吹かし、顔を逸らす。

　求愛を断るにしても、俺をダシするのは勘弁してもらいたい。

　イルラスはわかってないな、と言わんばかりにオーバー気味にため息をついた。

「ふぅううう……もはや、真しん偽ぎなど関係ありまセーン。それにミィーには、王族の血がちょっぴりと流れてマース……フルーレ王女はミィーの遠とお縁えんでもあり、あなたの憎き仇かたきの血デース。今度はサーファイアさんを奪ってやりマース」

　イルラスは自分の胸を親指で示し、ふふーんと嘲ちよう笑しようしてくる。

　この言動は、俺を煽あおるためだとわかっている。

　それでも、怒りがくすぐられてしまう。

「てめえ……ッ！　上等じゃねえか！　やってやらぁ！」

「オーケィ。ではバーガー勝負デース！」

「よし、最後までどっちが立ってられるか決けつ闘とう……えっ？　バーガー？　バーガーで勝負すんの？」

「当たり前デース。ミィーは血ち生なま臭ぐさい勝負はノォーデース。殴り合あいなど文明人のすることではありまセーン」

　オーノォーと両手を開き、肩をすくめるイルラス。

　えっ、バーガー勝負ってなんだ？

　味で決めるとかそんな感じなのだろうか。

　なんか料理漫まん画がみたいな展開になるの？

　おいしいものを作っとけば全部解決する感じ？　マジで？

　ていうかさ、なんでお前の有利な土俵で俺が勝負してやんなきゃなんないの？

「うーん……バーガー勝負かぁ……俺、タコ焼き屋なんだけど……」

　腕うで組ぐみして俺が困こん惑わくしていると、サーファイアがずいっと前に出た。

「じゃあ、あたしからもいい？　イルラス、アンタがアカツキに負けたらこの店を解体して更さら地ちにして。っていうか、アックスバーガーの各店てん舗ぽから半径五キロ以内で営業しないで。ぶっちゃけ、競合してて邪じや魔まなの」

「えっ？」

「オォー、大貴族のミィーが負けるはずがありまセーン。その程度、オーケィデース」

「じゃ、誓せい約やく書しよを書いて」

「イエス」

　イルラスはさらさらとサインした。

　うーん、いいのかな？　いいのかなこれ？

　バーガー勝負で負けたらブンドリヤは立たち退のきすると、ガチでサインしてるぞ。

　こいつ、物わかりよすぎるっていうか、太っ腹すぎないか。

　てかいつの間にか、俺が勝負するのが既き定てい路線になってない？

「ミィーが勝ったらラブを手にする。そういうことでオーケィデスネ？」

　誓約書を書く途と中ちゆう。

　キラッと目を輝かせたイルラスが了りよう承しようを求めると、サーファイアは首しゆ肯こうした。

「うん。でも、愛って形がなくて、尊いものだから誓約書に書かなくてもいいわよね？　書くなら勝負なしにするけど」

「そうデスネ……実にもっともデース。では、勝負は一週間後デース！　ハハハッ！」

　イルラスは踵を返し、高笑いしながら去っていった。

　姿が消えるのを確かく認にんして、俺はサーファイアに顔を向けて確認を取る。

「なぁ……負けたときって、特に何もしなくてよくなってない？」

「そうね。でも、勝ったらあっちは立ち退いてくれるわ。最高の展開よ」

　邪じや悪あくな表情でサーファイアはほくそ笑えんだ。

　心の底から嬉しそうだった。

　あいつはふざけてはいたし、勝負のために挑ちよう発はつもしてきた。

　でもなんだろう――釈しやく然ぜんとしない。

　冷静に考えると商売では別に汚きたないことされてないし、あっちはごく普通に営業しているだけだ。仮に俺が勝ったとしても、こんなハメたみたいなやり方でブンドリヤを追おい払っていいのだろうか。

　しかも、根本的な解決にもなっていない気がする。

　そう思っていると、サーファイアは最高のほほえみを俺にくれた。

「アカツキ、ありがとう。あいつをつぶす機会をくれて感謝してるわ。こうなったら色いろ仕じ掛かけでアンタを鉄てつ砲ぽう玉だまにするしかないと本気で思ってたもの」

　おっと……ひょっとしてだが――こっちが悪者側なのではないだろうか？







第４話　それぞれの事情







　決戦まで残り六日。

　勝負のためのレシピを考えつつ、俺はアルバイトに精をだしていたが、店内には噂うわさが広がっており、スタッフの面々は激げき励れいの言葉をくれた。

　特に俺の教育担当のエリスティアさんは、前にもまして絡んできた。

「バーガー勝負だなんて、大変ですねアカツキさん。それで、私も応おう援えんのために手作りチョコ作ってきたんです。糖分って脳の働きにいいらしいですから。さぁ、食べて下さい。あっ、変なものは入ってませんよ」

「ありがとうございます。あっ、エリスティアさん。肩に何かついてますよ」

「え？」

　顔が逸れた瞬しゆん間かん。

　菓か子し皿ざらに乗っていたハート形のチョコを全てまとめてポケットに入れ、エリスティアさんの何もついていない肩をぱっぱと空いた手で払った。

　チョコには百パーセント、俺の知りたくない何かが混入していると判断した。

　何か微び妙みように血液っぽいっていうか、赤黒い部分があったし。

「取れましたよ。んっ……あむっ……チョコ、おいしいです」

　頬ほおをふくらませ、何も入っていない口をもにゅもにゅさせる。

　ブツはあとでカラスにでもやるか。

「ありがとうございます。優やさしいんですね、アカツキさん。よかったら今度……軽くでいいんですけど、同どう棲せいしませんか？　二人でトイレに入ったり、ペアルックを着たり、二十四時間単位でべったりくっついて過ごしませんか？」

「ご厚こう意いは嬉しいんですけど、ちょっと忙しくて時間が取れなくて……すいません」

　エリスティアさんのテクニカルブローは相変わらず強力だ。

　なんだろう。通常なら女の子に好意を寄せられて物もの凄すごく嬉しいはずなのに、喜びを上回るおぞましい何かが感じられるのだ。危険危険危険、やばいから関かかわるな、すり寄れば死ぬぞ、という理性の警告は決して無視できるものではない。

「そうですか、気が変わったらいつでも言ってくださいね。私、すっごく尽つくす方ですよ。ていうか、いつも尽くしすぎてしまって……」

　思おもい悩なやむように下を向くエリスティアさん。

　胸の下で腕をクロスさせ、豊満なおっぱいをすくいあげて強調する形にしている。

　なるほど、ぶるんとした乳ち房ぶさは男の気を惹ひく素す晴ばらしい武器だろう。

　しかし、その光がない瞳ひとみに囚とらわれると、常とこ闇やみの世界に引きずられていくリスクがある。

　ああ、食虫植物に誘さそいこまれるハエはこんな気持ちなのだろうか。香かおり立つ甘あまい蜜みつを舐めたいと思うものの、舐めた瞬間に肉体は捕ほ縛ばくされ、溶とかされて養分になるのだ。

　早く誰か――別のターゲットが定まってくれないかな。

　どういうわけか、この店って他に男性スタッフがいないんだよね。

　在ざい籍せきしているのは、女性スタッフばかりだ。

　あ、これが理由かな？　男は全員、食べられちゃうのかな？

「私と付き合ってくれる男の人はみんな、病院送りになっちゃうんですよね。どうしてなんでしょう。愛することが罪なんでしょうか……最初の彼なんて、不思議なことにミイラになって死んじゃったんですよね」

「あはは、そろそろ仕事も終わりですね。なんだか疲れたなー！」

　俺は淫いん魔まの化け身しんであるエリスティアさんから、急いで背を向けた。

　表情筋がぴくぴくと痙けい攣れんしているのを見せないためだ。肉にく食しよく獣じゆうは獲え物ものの〝怯おびえ〟を敏びん感かんに察知する。弱よわ味みを見せたら最後、食われるのみだ。

　ほんとやばいなこのバイト先。もう辞やめようかな。

「でも、アカツキさんがブンドリヤに負けたら困りますよ。店の経営も危うくなるだろうし……私にとって、ここほど働きやすいところはないんです。あっちはお店や制服が綺き麗れいなだけで、時給のわりにはとても忙しそうですし……私は向こうに行きたくないです」

　ふとしたつぶやきは、彼かの女じよの本音だったのだろう。

　ドライブスルーからオーダーが入ってくる。ベーコンアックスバーガーセット三つ。

　揚あげたポテトをかき混ぜながらも、エリスティアさんは不安そうな面おも持もち。

　俺も手早く、バーガーの組み立てを開始する。

　アルバイトからすれば時給は重要なものだが、労働効率もそうだ。

　低賃金で重労働など誰もしたくない。やりがいとか生きがいとか小こ奇ぎ麗れいな言葉を紡つむいでも、手に入るお金の差異や労働量は他と比ひ較かくしてしまうのが人情だ。





◇　◆　◇






　バイトが終わると俺の路上生活が再スタートする。

　夕暮れに染まる街を歩き、恋こいキングという偽ぎ名めいを使って袋ふくろにつめた廃はい棄きバーガーを浮ふ浪ろう者に配った。

　廃棄品とはいえ、商品を配っているのが俺だとバレるとまずいからだ。

　実のところ俺は情報を集め、脱だつ走そう奴ど隷れいさんとペテン師さんを探そうと考えていた。

　あの二人には世話になったし、あの惨さん劇げきの日から顔を合わせていない。

　友達として、行方が気になっていた。

「あの二人、どこにいったかなぁ……」

　流る浪ろうの民たみたちは公園や川沿い、あるいは裏路地や鉄道の高こう架か下したなどの都市部のすきまに入りこんでいる。バーガーを渡しつつ話してみると都市環かん境きよう局きよく風紀課、通つう称しようモーニングスターたちは精力的に動いているようで、暮らしの上での危機を訴うつたえてきた。

　聞くところによると、奴やつらの手口はえげつない。

　まず、ホームレスたちを仮設住居に収容する。

　次に社会復帰の手助けをするためとそそのかし、国家と提てい携けいしている企き業ぎように安価な労働力として無理やり派は遣けんするのだ。

　ホームレスに職を与あたえるというのは表向きには聞こえがいいが、その代わりに立場は一いつ般ぱん市民から奴ど隷れいに降格させられ、本人の意思は奪われる。

　期間は一年。

　超ちよう低てい賃ちん金ぎんの労働となる。

　国政事業の旗を掲かかげているため、職業選せん択たくの自由もない。

　完全な労働奴隷だ。

「おいおい、ブンドリヤもリストに入ってるじゃねえか」

　ホームレスから譲ゆずり受うけた資料に目を通し、顔をしかめる。

　モーニングスターは強制収容する前にも、自発的処置を促うながすためと銘めいを打ち、斡あつ旋せん企業先の詳しよう細さいを示したパンフを配布していた。

　奴らも多少は世間の目を気にしている、ということか。

　企業名の羅ら列れつを読み取ると、バックに貴族階級がくっついている産業が多かった。

　ブンドリヤの方は店舗ではなく、食品加工のための生産工場に配属されるようだが。

「どの世界でも、弱者は食い物にされる定めか……二人とも、無事でいてくれよな」

　俺が河か川せん敷しきのホームレスになっていた期間は三年ほどか。

　追手に怯える日々でもあった。

　指名手配は半年くらいで終わったが、人目を忍しのび続けた。

　もう表立って追われてはいないのだが、逃とう亡ぼう者しや生活はかなりこたえた。

　今思えば、さっさと他の街に逃にげればよかったかもしれない。けど、何かの拍ひよう子しで財産を取とり戻せるんじゃないか、という未練が捨てきれなかった。

　俺は愚おろかなことに、あの理り不ふ尽じんで何もかもを失ったことを信じられずにいたのだ。

　そんなとき、偶ぐう然ぜん出会った二人は逃亡者の俺を密告せず、匿かくまって優しくしてくれた。

　タコ焼き店の再建も手伝ってくれ、商売を再び始めることができた。

　結局、失敗には終わったが、自分だけの店を持つことの喜びは何物にも代えがたい。

　サーファイアの店で働くのが嫌いやなわけじゃない。

　雇こ用ようされているというのは、安心感がある。

　でもやっぱり――俺は自分のタコ焼き屋をやっていたかった。

　最初に〈ワンダーハルト〉でタコ焼き屋を始めたときはここまで思わなかったが、やっているうちに俺は自分の商売をこれにしようと決めていた。

　気き恥はずかしいが、母さんがタコ焼き屋をやっていたことも影えい響きようしている。

　俺のレシピは母さん直伝のものだ。これが一番、自分の口に合ってるし、お客さんに食べさせたいと思うタコ焼きなのだ。

　ちなみに隠かくし味あじとして、エビ粉とタコの煮に汁じるを使っている。

　エビ粉を用いると風味が増すし、タコの煮汁は味に一体感を与えてくれる。

　調理法そのものが、俺と元いた世界を繋つないでいる大切な思い出でもあった。

「店主」

　鉄道の走る陸橋の下を歩いていたところで、張りのある呼び声。

　トンネルの向こう側の暗がりに人ひと影かげが立っていた。

　暗くら闇やみに隠れてぼやけているが、シルエットからして騎き士し装しよう束ぞくだ。

　こつこつとロングブーツの靴くつ音おとを鳴らし、俺の近くに寄ってくる。

　街灯の光に照らされると、一気に姿が鮮せん明めいになった。

　深しん紅くを基調とする服装を身にまとった女騎士だ。

　ヘルムの前面にある目ま庇びさしにより、顔の上半分が隠れている。

「久しぶりだな」

「ええっと」

　どなたさまでしたっけ――言いかけたセリフは口にださなかった。

　客商売をしている以上、顧こ客きやくの顔は脳みそに刻んである。

　大丈夫。よく見れば思いだせるさ。あっ、ヘルムで見えねえんだった。

「私だ」

　俺の態度から何かを察知したのか、女騎士はクスッと笑った。

　ご丁てい寧ねいにヘルムの留め金を外してくれる。

　首が回った。薄うす暗くら闇やみの中をふわりと金きん髪ぱつの束が舞まう。素す顔がおが露あらわとなった。

　一度も見たことのない顔だったが、ずっと見ていた顔がそこにあった。

「もしかして、衛兵さん……？」

「見み違ちがえただろう？」

　おっしゃる通り、再会した彼女は以前の野や暮ぼったい恰かつ好こうではなかった。

　背には権けん威いを象しよう徴ちようする緋ひ色いろのマントがばしりと決まっていて、上等な布地が使われた長衣の上にはこれでもか、と磨みがかれたピカピカの胸当てが存在感を主張している。

　他にも腰こし回まわりや両りよう腕うでが光こう沢たくの美しい装そう甲こうで覆おおわれていたが、女性的なスカートが華はなやかで、均整の取れた肉体を優ゆう雅がに飾かざり立てている。

　女衛兵さんは女騎士さんに華か麗れいにジョブチェンジ。

「驚おどろきましたよ……そのきらびやかな服装もそうですが、素顔だって初めて見ますから」

「むっ。そうだったか？」

「そうですよ」

　こういっては、あれだが。

　何度も頭の中で思い描えがいたことのある彼女の顔は、あやふやなものだった。

　改めて、その美び貌ぼうを拝見すると――俺のイメージをはるかに超こえたものだとわかる。
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　騎士として凛り々りしくも気品があり、淡緑色エメラルドの瞳が色あざやかな美人さんだ。

　俺みたいな男が気安く話しかけていいものかと、思うほどに。

「川からどこへ移動したんだ？　急に店が消えてびっくりしたぞ」

「あっ、ああ……事情があってその……店は閉めてしまいまして」

「そうか……私も勤務地が変わって、なかなか通えなくなってしまってな。昨日も足を運んでみたのだが……張り紙もなしに跡あと形かたもなく消えたから、心配してたんだ」

「はははっ……すいません」

　まさか役所に店をぶっ壊こわされたとは言えない。

　あれ、でも女衛兵さん――じゃなくて。

　女騎士さんは「今までのようにここには来れん」とか言ってなかったか。

「でも、騎士さん、もう店に来れないようなことをおっしゃってませんでしたっけ？　てっきり、俺は別れの挨あい拶さつかと」

「なんだそれは。そんな意味で言ったわけじゃないぞ」

「えっ？」

「仕事が忙いそがしくなるから、しばらく来れない、という意味だ。いや実際……どうなるかわからなかったか。すまない。生来、私は口下手でな。あんまり店の前で長居するのも失礼だと思って……許してくれ」

　誤解だったのか。

　どうやら、俺は早はや合が点てんしていたようだ。

　常連客が俺を見捨てていないと知って、心の底から嬉しくなった。

　でも、その喜びも一いつ瞬しゆんのことで。

　女騎士さんの発した次の言葉により、冷や水を浴びせられた。

「それで、いつ店を再開するんだ？　今度は中央地区から近いところだと嬉しい」

「え……ま、まあ、資金を貯ためてからになりますね」

　資金。自分で言ったが、現実を思いださせる言葉だった。

　今度こそ、まともな正規の店を構えなければならないだろう。

　違い法ほう営業して、また壊されたら終わりだ。うかつな真ま似ねはもうできない。

　けど、一軒の店を構える資金を集めるとなると、何ヵ月かかるだろうか。

　半年か――一年か。

　下手をすれば、もっとかかるかもしれない。

　現状では、女騎士さんの住む場所に店を構えるのは不可能に近い。

　金持ちばかりの集まる中央地区の地価はとんでもないのだ。

　テナントを賃ちん貸たいするにしても、相当な覚かく悟ごが必要だ。

　今の俺では、とてもじゃないが期待には応えられない。

「あ、あ、ああっ、すまない。気楽に言ってしまって。君はかつて成功者だったから、すぐに元の金持ちに戻るかと思ってな……ああ、そうだ。中央地区は難しい。あそこで暮らすにはお金がかかりすぎる。私も苦しんでいるんだ。慣れていないし、私は庶しよ民みんの出だから名門出の同どう僚りようの話にもついていけないんだっ！」

　俺の翳かげった表情から勘かん付づいたのか、女騎士さんは両手をばたつかせた。

　おろおろとしながらも、場を取り繕つくろうように早口でまくし立ててくる。

　彼女には彼女の事情があるようだ。

　そして、俺の背景も知っていてくれたのか。

　なら、いつまでも情けなく、辛しん気き臭くさい顔を見せるわけにはいかない。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。また、俺もすぐ成りあがってみせますから。金は天下の回りものです。うまく流れに乗って返かえり咲ざいてやりますよ。中央地区にも、再出店してみせます」

「そ、そうか……今はどうしてるんだ？」

「アックスバーガーってところで働いてます」

「なるほど、元気そうで何よりだ。なんだか、平へい助すけ……おっと、すまない」

「いえ、平助でいいですよ。呼び捨てでいいんです。俺も、こうしてあなたと話してみたいと思っていたんです」

「あ、ああ……そ、そうか……その、私もいつも陽気に話しかけようと思ってたんだが、この通り粗そ忽こつ者ものゆえについぶっきらぼうになってしまって……何か無礼があったらいかんと会話を最低限にしてしまっていたのだ。許してくれ」

「いいんですよ。俺も――」

　雰ふん囲い気きが軽くなり、雑談に花が咲さき、会話が弾はずんだ。

　彼女の名前はルビアという。

　出身は農村部。人よりも身体能力が高かったため、冒ぼう険けん者しや稼か業ぎように身を投じ、モンスタースレイヤーとして経験を積んでいったが、街の華やかさに惹かれて衛兵に就職した。

　女性率が極きよく端たんに低く、気苦労の多い仕事であったが、街の平和を護まもっているという使命感が彼女の誠実な本ほん性しようと適合した。

　生と死を分ける怪かい物ぶつ退治で鍛きたえた下積みもあり、上官の勧すすめで騎き士し認にん定てい試験を受けて合格し、晴れて中央地区で貴族階級を守護する騎士となった。

「私もまさか、貴族に仕える騎士になるとは思ってもいなかったんだがな」

「ははは、でも立派な職業だと思いますよ」

　貴族か――俺を破滅させたお姫様の顔が一瞬だけ脳のう裏りをよぎったが、打ち消した。

　階級だけで人をくくるのはよくない考えだ。

　それに俺にとって、権力者とは取り入るべき存在だった。

　薄うすっぺらい笑みを浮うかべてゴマをすり、味方につけて成功を目指したのだ。

　ルビアさんの門出を素す直なおに祝福しよう。

「それにしても、衛兵から出世して騎士になるなんて凄すごいです。何か、お祝いの品でも用意できたらよかったんですが」

「そう気を遣つかうな……いや、私はな、平助の方が凄いと思っているんだ」

「俺なんて、たいした者じゃないですよ」

「いやいや、もっと自信を持て。私は平助が色んな物を都市に普ふ及きゆうさせるのを見てきたんだぞ？　功績はちゃんと知っているんだ。またカツ丼どんや天てん丼どんを路上販はん売ばいしたりはしないのか？　衛兵の仲間は勝手に商売をしているお前を捕つかまえようとしていたが、お前はいつもうまく逃げていた」

「あははっ……俺も無む茶ちやをしてました。懐なつかしいな」

「ああ、それで今度こそ、とっ捕まえてやろうとしたら急に屋台を引きだし、かと思えば誰かのつぶれかけの店を買収した。丼どんぶり物ものの流行がすぎれば、次はためらいなくピザ屋を始めた。みんな、驚いたよ。あいつはびっくり箱みたいな奴だって。私も同意見だった。だから私はお前の店をずっと探し、通い続けたんだ。ファンになったんだ」

　熱っぽい口くち振ぶりで語られたのは、俺の異世界での歴史だ。

　ルビアさんが俺のところに通ってくれた理由の種明かしでもある。

　落ちこんだ気分のせいか、後ろめたさが先立つ。

　何もかも俺の力ではない――元の世界から持ってきたレシピを利用しただけだ。

　元をただせば誰かのアイディアであり、自分のものなんて一つもなかった。

　全部、模も倣ほう品ひんだ。

　この事実は誰にも明あかしたことはない。

　見くびられるのが怖こわかったからだ。

　知らない土地で自分の弱さを見せることは、たまらなく恐おそろしかった。

　本当はわかっている――俺は料理人としての腕は三流がいいところ。

　天才でも秀しゆう才さいでもなく、平へい凡ぼんなのだ。

　この世界の人がまだ知らない、そんな些さ細さいな利点を生かしただけだ。

「ルビアさん……俺は」

　彼女に何もかも告白したい衝しよう動どうに駆かられた。

　結局、俺は何者でもなかったのだと。

　たいしたことはないのだと言いたかった。けれど、言えなかった。

　俺は彼女の尊敬を受けていたいのだ。失望させるのが怖いのだ。

　彼女の期待通りの人間でなくても、彼女の憧あこがれのままの人間でいたい。

　そんなズルさが、まだ俺には残っている。

「また私を驚かせてくれるのを勝手に期待しているぞ……何か、食材で足りないものがあったら、いつでも言ってくれ。私に狩かれない生き物はこの世にいないからな。どんな魔ま物ものでも斬きりさばいて持ってきてやる」

「えっ、あ、はい……ありがとうございます」

　なんだろうか――ルビアさん。

　今、ちょっと殺気立っていて怖かったんだけど。

　爽さわやかな顔をしながらも、結構やばいこと言ったような気がする。

　ルビアさんが口にしたような魔物肉――異世界食材は確かにモンスターからも採取できるし、その希少性から金持ちの間では高級食材として出回っている。

　でも、俺は積極的には手をつけなかった。

　食材の性質がよく分からないので、俺の持っている現代知識が通じないからだ。

「そうだ。私の名めい刺しを渡わたしておこう。私たちはもう友達だしな！」

「え、ええ……」

　勢いよく差しだされた名刺を受け取る。

　ルビア・シャーリット。

　住所まで載のっている。

　こんな個人情報をいいのか。

「気軽に屋や敷しきに遊びに来てくれ。最近はメイドのキャッシーしか会話する相手がいなくて寂さびしくてな！　おっと、長話をしてしまったな。では、さらばだ！」

　ぶんぶんと手を振ふって去っていく。

　子供のようにはしゃぐ姿は、普ふ段だんの物静かなイメージからかけ離はなれていたが、素すの一面に触ふれることができたと思うと、なごやかな気持ちになった。

「ルビアさんか……ようやく、名前を知れた」

　感かん慨がい深ぶかい。

　何年も前から、俺が気になっていた人だ。

　ひょんなことから、親交が深められたのはありがたい。

　もしかすると。

　誠実で謙けん虚きよなルビアさんだからこそ、言わないだけで。

　あのとき、お姫様に殺されかかっていた俺を裏口に引っ張りこみ、助けてくれた恩人なのかもしれない。

「アカツキ」

　入いれ替かわるように、また誰だれかに呼ばれた。

　振り向むくとサーファイアが両足を少しだけ開き、足を突つっ張ぱるような変な格好で眉み間けんにしわを寄せながら腕組みしていた。

　じいいいいいっと俺の顔を見つめ、ぷくっとお餅もちみたいに頬ほおを膨ふくらませている。

「んっ、ああ、なんだよ」

「別に……バーガー勝負なんだけど、詳細が決まったから教えようと思って探してたのよ」

「そうか。でもなぁ……ちょっと、行きたいところがあるんだが……」

「そこまで送ってあげるわ」

　後ろをくぃっと親指で示す。四輪二頭立ての箱型馬車が道路に停車していた。

　年老いた御ぎよ者しやが帽ぼう子しを取って挨拶してくる。

　専用の馬車持ちとは、さすがチェーン店の経営者だ。

　行先を告げて俺おれが乗りこむと、横に腰こし掛かけたサーファイアが説明を始めた。

　建前は共同キャンペーンという名目の勝負となる。

　アックスバーガーの本店に近い、国立公園の噴ふん水すい広場でキャンペーンは開かい催さいされる。

　無料配布というエサもあるので、大勢の人が集まるだろう。

「お題は『また食べたくなるバーガー』よ」

「なんだ。『おいしいバーガー』じゃないのか？」

　わかってないわね、と言わんばかりに片目が閉じられる。

「あっちはお金に任せて、最高級の希少食材と腕うで利ききのシェフを集めるのよ。単純な味勝負なら絶対に負けるわ。高級レストランと大衆食堂、どっちも無料なら、あたしは高級レストランに行くもの」

　道理ではある。

　安い食材を工く夫ふうしておいしく作るのは否定しないが、当然のことながら金をかけた方がおいしいものを食える率があがる。

　生産者が手て間ま暇ひまをかけた食材を用いることができるからだ。

　職業料理人が高級食材を用いて作ったハンバーガーＶＳタコ焼き屋が安い食材で作ったハンバーガーか。

　こんなの情報戦だけで敗北だよ。

「大だい丈じよう夫ぶよアカツキ。秘策があるわ。このお題をふっかけたのはあたしだもの」

「ん？　何か手があるのか」

「ええ、このちょっと特とく殊しゆなところで入手した黒い粉をバーガーに振りかければあら不思議、食べた者に異常な興奮と常習性を植えつけることができるの」

　ひらひらとパケットを取りだすサーファイア。にひひっと口角を歪ゆがめている。

　瘴しよう気きが漂ただようドス黒い粉末は黒くろ胡こ椒しようであると思いたいが。

「うん……そういうダーティな手はやめようぜ……」

「なんで？　勝つためよ？」

「勝てばいいってもんじゃねーだろ。子供も俺たちのバーガーを食べるかもしれないんだぞ。自分でさえ食おうと思わないものを、人様に食わせようとするんじゃねーよ」

「うぐっ」

　説教がこたえたようで、サーファイアは喉のどをつまらせた。

　それでわかってくれたかと思いきや。

「あっ、あっ、あああ、アンタだって、廃棄品をホームレスに配ってたじゃない！」

「それとこれとは」

「違ちがわないもん！　食中毒になることだってあるもん！　だから廃棄してるんだもん！」

　指を突きつけられての指し摘てきは、可能性としてはゼロではない。

　弱いところを突かれた俺も、黙だまるしかなかった。

　それに廃棄品とはいえ、店の物を配っている事実は後ろめたい。

　サーファイアに言い聞かせるにしても、時間を置いた方がいいだろう。

　なんか癇かん癪しやく起こして、そっぽを向かれているしな。







　時間が経過し、ホームレスの収容施し設せつ『慈じ愛あいのシェアハウス』に到とう着ちやくした。

　見かけは木造の二階建てのアパートメントだ。

　ただかなりボロい。

　看板もかくんと斜ななめにずれているし、壁かべに穴が開いていたのか、四角い薄うす板いたで補強した跡あとがたくさん見られる。

　住宅街の外れにあるせいか、漂っている空気はどうも暗くて陰いん気きだ。

　ホームレス仲間だった二人について、寮りよう母ぼに尋たずねてみた。

　人相を話してみると脱走奴隷さんらしき人物、風邪かぜをひきそうにない大おお柄がらの筋肉ダルマの方は心当たりがあるという。

「そうねえ……裸はだかの変態大男のことなら、よく覚えてるよ。多分だけど、ブンドリヤの工場に派遣されたねえ……最近、あそこは人手が足りないみたいでねえ。ああ、うん。そうそう、住みこみさ。どこもそうだよ。尞には短期間しかいれないからね」

　寮母に礼を言って、廃棄バーガーを差しだす。

　肥満体のババアはバーガーをひったくると、粗そ雑ざつな手つきで包装紙を剥はがし、むしゃりむしゃりと食い始めた。

　さすがホームレスたちの牢ろう獄ごく長ちようだけあって、メンタルが強い。

　俺は馬車に戻もどったが、郊こう外がいにあるブンドリヤの工場に向かおうか迷った。

　群ぐん青じよう色いろの空には夜が忍び寄よってきて、黒に塗ぬりつぶされつつある。

　ほの暗い夜道では、街灯につけられた魔石が淡あわい光を放射し始めていた。

　今から行っても、工場は稼か働どう時間外か。

「ホームレスだった頃ころの友達なんて、放ほうっておけばいいんじゃないの？　まあでも、敵の本ほん拠きよ地ちを偵てい察さつに行くってのは悪くないわね……今日はもう夜よる遅おそいし、明日にしましょうよ」

　あふっ、とサーファイアは口くち許もとを手で押おさえてあくびをした。

「まだ俺もホームレスみたいなもんさ。住む家もねえからな」

　形だけ嘆なげいてみたが、路上や店てん舗ぽの隅すみで寝ねる生活は慣れたものだ。

　繁はん華か街がいには公衆浴場もあるし、たまに安宿も利用するので不自由はない。

　俺の気楽な思いをよそに、サーファイアは同情を寄せるように気の毒そうな顔をしていた。ややあって、伏ふし目めがちに申し出てくる。

「だったら、その……あのね、あ、あ、あたしの家の……クローゼットを貸してあげるわ！　でも、アンタがあたしにいやらしいことする可能性を考こう慮りよして、粘ねん着ちやくテープでぐるぐる巻きにするけどいいわよねっ!?」

　それは世間では監かん禁きんと呼ぶ。ノーサンキュー。
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　翌日。サーファイア邸ていのクローゼットから解き放たれた俺は拘こう束そくを解かれ、郊外にあるブンドリヤの食品工場に向かうことになった。

　手足を強ごう引いんに折り曲げられたまま放りこまれたので、身体の節々が悲鳴をあげている。

　ありがた迷めい惑わくという言葉が、ここまで身にしみたことはない。

　昨晩は宿しゆく泊はくへの拒きよ否ひを示した俺だったが、御者の爺じいさんが突とつ然ぜん、上着を脱ぬいで闘神のごとき筋肉を誇こ示じし、サーファイアの屋敷に泊とまることを強要したのだ。

　――お嬢じよう様さまの厚意を無下にする下げ郎ろうは許さぬ。

　言葉が発せられると、爺さんの姿は煙けむりみたいに消えた。

　背後からドスッと手刀を喰くらったことだけはわかったが、それで俺の意識は飛んだ。

　気がついたときには闇やみの中に閉じこめられていて、どうすることもできなかった。

　待たい遇ぐうには悪意しか感じなかったが、頼たのもしい部下を持ってやがる。

「アカツキ、昨日はごめんね。セガールは普段は温和なおじいちゃんなんだけどさ」

「なんか妙みように頼もしい名前の人だな……てかお前の家、めっちゃくちゃ広かったな。ま、俺は部屋も貸してもらえず、狭せまい密室空間につめこまれたけどな」

「うぅー……ごめんって」

　馬車の車輪がからからと回る単調な音を聞きつつ。

　蛮ばん行こうの反省を促す意味もふくめて、俺は不ふ機き嫌げんを装って窓の外を眺ながめた。

　気持ちのいい日差しを浴びながら、馬車は街かい道どうに沿って走っている。

　住宅が密集した都市圏けんから離れれば、肥ひ沃よくな大地を活用した穀倉地帯に入る。市民の胃い袋ぶくろを支える麦の畑は穂ほ首くびを伸のばしていた。春を過ぎれば収しゆう穫かくとなろう。

　作物の収穫高は年々上じよう昇しようしており、開かい拓たく地ちは拡大している。

　繁はん栄えいは富を生む。未いまだに好景気が続いている貿易都市ガルムンガルド。

　いつかは栄えい華がにも終わりがくるかもしれないが、それはまだ先か。

「あの家はその……メイドのみんなで住もうと思って、無理して買った屋敷なんだけどさ……部屋に女の子の私物が残ってるし、恥はずかしかったの」

「……メイドのみんな？」

　聞き捨てならない言葉。振り向いて、首を傾かたむけた。

　悪気はないとわかっているので、そろそろ許してもいいか。

　膝ひざの上に丸めた拳こぶしを置き、身を縮めていたサーファイアはパッと顔を明るくする。

「ほらほらっ、アカツキが雇やとってたメイドさんたちよ。最初は助け合っていたのよ。あたしのお店を手伝ってくれたし、共同経営者にもなってくれたんだ」

　まだ年若いサーファイアの事業が躍やく進しんできたのは、周囲の助けがあったから。

　予想はしていたが、気になることがある。

「そのメイドたちはどこに行ったんだ？」

「ほら、アカツキさ……気立てがよくて可愛かわいい子ばっかりメイドにしたじゃん」

　顎あごを指先で擦りながら思い返す。

　確かに富ふ豪ごうだった頃は、召めし使つかいには死ぬほど金をかけた覚えがあった。

　一時期はアイドルオーディションばりに厳選したっけ。

「アックスバーガーが調子よかったとき、みんなでパーティーとか行ったらさ、びっくりするくらいモッテモテでさ……この間、最後の一人もお嫁よめさんに……ちょっと経営が傾くと、女の子はすぐに保身に走るっていうか……家庭という名の守りに入るのよね」

　瞳に哀あい愁しゆうを帯びさせたサーファイアは窓の向こうの景色を眺め、ふっとニヒルに笑う。

　アックスバーガーの経営は厳しく、銀行から多額の借り入れをしている。

　堅けん実じつな方向に人生の舵かじを切るのは自然な流れか。

「それで残ったのはお前だけか……言い寄った男たちの気持ちがわかるよ。いくら美人でも、性格が灰色オオカミみたいな女には近づかないもんな」

「アカツキ、言葉は慎しん重ちように選んだ方がいいわよ。あたしの機き嫌げんを損そこねすぎれば、アンタも女の子になるわ」

　半眼で嗜し虐ぎやく的に笑い、逆さにした手をゴキリと鳴らす。

　急所を握にぎりつぶす動作は真に迫せまっている。

「悪かった」

「謝罪はいいからさ。男として、率そつ直ちよくにあたしを褒ほめてみなさいよ。じゃないと、機き嫌げん直さないからね」

　ぶすっとして挑ちよう戦せん的てきな注文をつけてくる。

　褒めろ、か。

　サーファイアにも甘えたい心でもあるのか、肩かたを揺ゆらしてそわそわしている。

　恥ずかしいが、お嬢様のリクエストなら致し方がない。

「まあ……俺はサーファイアのこと、親しみやすい美少女だと思うよ。目鼻立ちが美形なのに可愛らしくて、活発で明るい雰囲気を漂わせているし……さらさらとした髪が艶つやっぽくて、いい匂においがたまらない。張りのある小麦色の肌はだも健康的だし、女らしいボディラインもそそる」

「アンタ、変態じゃないの」

「おぃ！　てめえが率直に褒めろって言ったんだろうが」

「うそうそ、アカツキも健全な男性だから多少は理解するわ。でも、パーティーなんか行かなきゃよかったわ。イルラスに目をつけられるし、最悪よ」

「そういう風に出会ったのか……でも、あいつって大だい財ざい閥ばつの息むす子こだろ？」

　旦だん那なとしては良質な物件だ。

　サーファイアは気だるげにひらひらと手を振った。

「あいつみたいなボンボン、嫌きらいよ。奴がブンドリヤを始めたのも、あたしと出会ってからなのよ。商売の邪じや魔まをして、あたしの気を惹ひこうとしてるの。子供っぽいクズよ」

「まあおかしな髪かみ型がたと考え方をしていた奴だったけどな」

「変なのにモテるのも困ったものよ……自画自賛になっちゃうけど、ようやく自分が綺麗になってきたと自信が湧わくけどさ。昔は全然、モテなかったし」

「そうか？　それなりだったと思うけど」

　美少女奴隷だったからサーファイアを買ったので、間ま違ちがいない。

「はあ？　昔のアンタ、あたしを買ったくせに全然興味なさそうにしてたじゃん。今だから言うけど、あれ、かなり悔くやしかったのよ……」

　過去を思いだしたのか、気落ちして目線が床ゆかに落とされる。

　俺はフォローしようかと思ったが、口をつぐんだ。

　当時、俺はサーファイアを購こう入にゆうしていかがわしいことをしようと思っていた。

　けれど、俺の良心がロリに手をだすとまずいよ、と警告したからやめたのだ。

　その事実をうちあけていいものか、迷うな。

　俺はちゃんと幼いお前に欲情していたよ――だめだ。

　この言い方は事案になる。完全に死球デツドボールだ。

　それにしても、少女だったサーファイアにも女としてのプライドがあったのか、知らなかったぜ。

「サーファイア、その」

「いいわ。慰なぐさめなくても。よくよく思いだしたら、アンタは外げ道どうだったもの。たまにメイドたちを引き連れて、一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったりしてたわよね？　あれって、集団で何してたの？」

「何もしてないよ」

「へえ？　今のは即そく答とうだったわね」

　下心を責めるための、ピリッとした空気が俺を圧あつ迫ぱくしてきた。

　だってさ、だってさ、気立てのいいメイドさんがたくさんいたらさ、調子こくよね。

　背中くらい流してもらうだろ。だめだって、そっ、そこは自分で洗うよ！　的な展開がやりたいよね。紳しん士しの仮面を装着しながらも、不意に凶きよう暴ぼうな一面をチラ見させて「うわっ、ご主人様の凄いですぅ」みたいに驚かせたいのが男の本質じゃないか。俺は間違ってないはずだ。誰だってやるはずだ。俺だってやった。

　でも、案外ノーリアクションだったなぁ……。

「いやらしい」

　返す言葉がない。

　身の置きどころを探して何気なく前方の遮しや光こうカーテンをめくると、目的地が見えてきた。

　ブンドリヤの生産拠きよ点てんだ。

　食品工場はなだらかな丘きゆう陵りようの上に建てられている。

　遠目からでも敷しき地ちが広大で、建物がそれなりに立派なのがわかる。

「お嬢様、見学は受け入れられないそうです」

　しばらくすると、門前で馬車が停車した。御者さんが振り返って声をかけてくる。

　カーテンの脇わきから、食品工場の守衛が立っているのが見えた。

　一いつ般ぱん開放がされていないのなら、正せい攻こう法ほうでの様子見は難しいか。

「アカツキ、手はあるわ。こんなものを入手したもの」

　固定椅い子すの下のひきだしから、サーファイアは真っ白な作業着を取りだした。

　ちょうど、工員の出勤時間だ。それに紛まぎれていくというわけか。

　不法侵しん入にゆうか――ますます悪者サイドになってきたが、まあクリーンな勝負に徹てつする必要もないし、俺もホームレス仲間の様子を知りたいので目をつぶろう。







　食品工場の生産工程には機械が入っていたが、やや人力に頼たよる方式を取っていた。

　天てん井じようの吊つり看板の案内によれば肉類、チーズ、野菜、ポテト、バンズなど、下処理する加工場は部門ごとで各かく棟とうに分かれているようだ。

　移動するふりをして廊ろう下かを歩きながら見物したが、だだっ広い作業場では百人を越こす作業員が縦横に並んでいた。

　手さばきは無む駄だなく、効率よい。

　手回し式のミートミンサーで潰つぶされた挽ひき肉にくは、型に入れて成型されている。

　レタスは手作業で虫や泥どろを調べたのち、芯しんや変色した部分を取り除き、カッティング。

　ジャガイモはピーラーで剥むき、網あみ目め状じようのカッターにかけて大おお鍋なべでザバっと下した揚あげ。

　一度工場でポテトを揚げるのは、店舗での調理時間の短縮のためだろう。

　完成した加工品は次々に出しゆつ荷か用の紙かみ袋ぶくろにつめられていく。

　情報収集をかねて、俺はポテト棟で作業することにした。

　水洗いされたジャガイモに傷いたみや汚よごれがないか仕分けする仕事に就つく。

　人員は毎日のように変わるらしく。

　製造責任者らしき腕わん章しようをした人は、うろうろしている俺たちを新人と思ったようで、なんの違い和わ感かんもなく仕事をわり振ってきた。

　雑な人員管理で助かった。

　周りを観察しながら作業をしていると、いくつかわかったことがある。

　まず、どの作業員もキビキビと仕事をこなしているが、目が死んでいる。

　全身をすっぽり覆うレインコートに似た作業着は、目め許もと以外に露ろ出しゆつはない。

　よって表情はほぼ見えないのだが――動作がロボットっぽくて、生気が感じられない。

　和気あいあいとした雑談もなければ、淡たん々たんと作業だけが進められている。

　無む駄だ口ぐちが厳禁だとしても、共同作業の合間に意思疎そ通つうの目配せをしたり、肩を揺すって合図したり、ほほえんだりすることもあるはずだ。

　それらの人間味がまるでないのが、とてつもなく怖い。

　ここまで実直に仕事一筋になっているのは不思議だ。

「アカツキ、そろそろ動きましょう」

　ポテトを揚げる作業をやっていたサーファイアが近寄ってきた。

「ああ、どこに行く？」

「建物の見取り図を見つけたんだけど、本館棟に試作室があるらしいのよ。恐らく、あの馬ば鹿かが勝負用の新作を作ってるはずだわ」

「行くか」

　ジャガイモから手を離し、急に持ち場から離れても誰も注意してこない。

　みなが我関せずといった態度で、黙もく々もくと作業に集中している。

「サーファイア、なんかここおかしくない？」

「そうね、久しぶりにぼっち気分だったわ」

　サーファイアは作業員たちに果か敢かんに声をかけていたが、ことごとく無視されていた。

　ちょっぴりと涙なみ目だめになり、目許をごしごしと袖そででぬぐっている。

　過去のつらい人生経験を思い返しているのか、悪いことしたな。

　早歩きで本館棟に向かっていると、壁付けの拡声器からチャイムが聞こえた。




『ただいまより、お昼のシャワーの時間になります。従業員の皆みなさまは作業の手をとめ、集会場までいらっしゃってください。繰くり返します。お昼のシャワーの……』




　機械音声での呼びかけが、場内に響ひびき渡る。

　一いつ斉せい放送だったようで、各棟から作業員たちがぞろぞろと外へ出てきた。

　建屋の周りで隠おん密みつ行動中だった俺たちは生いけ垣がきに飛びこみ、身を潜ひそめた。

「アカツキ」

「ああ……」

　違和感の正体が確信に変わった。

　作業員たちの足並みは乱れがなく、速度も一定なのだ。

　これは尋じん常じようなことではない。

　個々の人間性がまったく排はい除じよされているようで、奇き怪かいな光景だ。

「ゾンビの群れかよ」

「気味が悪いわね……」

　渡り廊下を歩く作業員たちは一か所に集められている。

　行き先である集会場は、体育館のようなカマボコ型。

　数百人は楽に収容できそうな大きさだ。

「様子を見に行ってみるか」

「ええ」

　集会場内に入るのは危険だと考えたので、こそこそと裏手に回りこんだ。

　のぞき見できそうな換かん気き窓を見つけたが、高い位置にあった。

　つま先立ちしたとしても、俺の身長では届かない。

「アカツキ、下になりなさい。あたしが上に乗るから。社長命令よ」

「いいけど……交代だぞ」

　立場的に上なのはサーファイアではあるのだが、俺も譲ゆずれない。

「はぁ？　か弱い乙おと女めであるあたしを踏ふみ台だいにする気？」

「じゃあ、しっかりと中で何が起こっているか、教えろよ」

「任せなさい。女の子に踏んづけられるのはアンタも嬉うれしいでしょ？」

「んなわけあるかよ」

　ため息を漏もらして四つんばいになり、踏み台となる。

　ズシッと、サーファイアの体重が背中にのしかかってきた。

　一応は気を遣って靴くつは脱いでくれたようで、触れ心地から足裏の形がわかった。

　重さ的に四十キロ台か。うん、この重量はやっぱりきつ……あれ、あっれれれー？

　案外、悪くないぞ？　女の子の全体重が背中にきていると思うと悪くない。

　決して不快ではなく、なんだろうか。

　むしろ――気持ちいい？

　理解した瞬しゆん間かん、稲いな妻ずまが脳みそをスパークさせた。

　快楽の奔ほん流りゆうがしびれとなり、背骨を駆け抜ぬけて腰こしの付け根をぶるぶると震ふるわせる。

　カッと開眼した俺は、光ひかり輝かがやく黄金の門を幻視した。

　もしや、このミステリアスな感覚が天国へと繋つながっているのか？

　布地を通して、サーファイアのほんのりとした体温が伝わってくる。

　見る方向を変えようと足をずらすので余計に肌が接せつ触しよくし、こそばゆくて、なんとも言えず気持ちいい。

　なるほど、わかったぞ。わかってきた。

　美少女の安全を任せられている愉ゆ悦えつ感と、足あし蹴げにされる屈くつ辱じよく感が交こう錯さくし、未知なる快感へと昇しよう華かしているんだ！

　こんなの俺、知らないよ。知らなかったよ。

　あっ、ああ、だめ、だめだよ。いけないよ。

　こんな、こんな、みだらな感情はだめだ。

　でも……でも、冷静に考えて、もっと刺し激げきを受けるにはどうしたらいいんだろうか？

　はしたないかもしれないが、一気に身体を反転させるのはどうだ。

　そして、俺の魔のピラミッドを踏みつけてもらうべきか？

　俺の敏びん捷しようさなら、一いつ瞬しゆんでブリッジ姿勢に移行できるはずだ。足裏が動く瞬間を狙ねらい定め、タイミングを合わせてくるりと回れば、きっとうまくいってしまう。

　ああ、でも、トレビアンを踏まれるなんていけないことだ。

　でも、もう、もうっ！

「アカツキ、これ、やばいわよ……」

「ああ……やばいくらいの快感だ……次はブリッジだ……」

「はっ？　言葉で説明しづらいから、ちょっとアンタも見てみなさいよ」

「え、ああ……」

　サーファイアが退いたことで快感は去った。物もの凄すごく残念なようで、どこか安心したような気持ちになりながらも、俺は入れ替わることにした。

　彼女は賢かしこいことに壁に手をつき、しゃがんだ。

　指をくいくいさせ、両りよう肩かたに乗れと示す。

　そうだよね。わざわざ豚ぶたみたいに四つんばいになる必要はないよね。

　俺はほろ苦い思いを飲みこみ、サーファイアの両肩に素足を乗せ、窓をのぞいた。

　――そこには。

「む……」

　集会場に整列した作業員たちは、赤い光に照らされていた。

　天井から放射されるスポットライトを浴び、ぱっくりと口を開けて突っ立たっている。

　ひと目で、まともな状態じゃないことがわかった。

「……魔ま法ほうか」

　俺も詳くわしく知らないが〈ワンダーハルト〉の魔法体系は魔石が根本になっている。

　魔石を術師が加工し、魔ま力りよくの方向性を決め、神秘の力として顕けん現げんさせるのが一いつ般ぱん的てきだ。

　推測するに、これは洗脳系の魔法をかけているのだろう。

　深層意識に暗示を刷りこみ、行動を術者の意のままにする黒魔法だ。

　壇だん上じようには、イルラスと黒服たち。

「みなさーん。今日もブンドリヤのためにたくさん働くのデース！　一日二十四時間、限界までお客様の笑え顔がおを集めるために働くのデース。労働こそが至上の喜びデース。喜んで働いているだけなので、残業という概がい念ねんは弊へい社しやにはありまセーン。だから、残業代も払はらいまセーン」

　とんでもない暴言をメガホンで叫さけんでいる。

　あんな適当な感じで、暗示がかかるのかよ。

　けど、実際に不満顔をしている人も見当たらないし、不平をつぶやく人もいない。

　おぼろげな疑念が、一つの結論に至った。

　そうか、ブンドリヤは闇の魔法を駆く使しする暗黒企き業ぎようなのだ。

　商品を格安で提供できるはずだ。従業員に正当な報ほう酬しゆうを払わなければ経費は浮く。

　奴ど隷れいを使し役えきし、洗脳し、無理やり労働させることで繁栄しているのだ。

「おや……」

　集まった作業員たちの群れの中に、見知った顔を見つける。

　ごつい身体つきなので一発でわかった。筋肉ダルマのホームレス。

　作業員と化している脱だつ走そう奴ど隷れいさんだ。

「賃金は一日、一万イードルデース。でも、寮りよう費ひと食費と管理費が九千九百九十イードルかかるので、皆さんには差引き一日十イードルだけお渡ししマース。納なつ得とくの報酬デース」

　どういう精神状態なら、そんな賃金計算を弾きだせるんだろうか。

　貧困者搾さく取しゆとは、許せねえな。

　あの野や郎ろうを叩たたきのめしてやりたい。

「オォーウ！　曲くせ者ものがいマース！　ひっ捕とらえてくだサーイ！」

　イルラスの目線がぴくりと動いたかと思えば、こっちを指差して叫ばれる。

　まずい。怒いかりで身を乗りだしすぎた。

「サーファイア！　逃にげるぞ！」

「えっ、う、うん……ふわっ」

　ジャンプして着地し、急いで逃とう走そうしようとしたが出で遅おくれた。

　体勢を崩くずしたサーファイアが足をもつらせ、倒たおれかけたのだ。

　腕うでを取って支え、再び前を見ると。

「……おおう」

　黒服たちが集合していた。グラサンを光らせ、物静かな佇たたずまいで退路を塞ふさいでいる。

　うん、こういう対人戦せん闘とう部隊の人たちって行動が速いよね。

　それが仕事だもんね。わかる。わかるよ。





◇　◆　◇






「お茶を淹いれマース。最高級のティーをご馳ち走そうしマース」

　本人はこう言っているが、お茶を淹れているのは黒服の人だ。

　その人もその人でどういうセンスなのか、スーツの上にウサギ柄がらの白エプロンをつけて給きゆう仕じしている。ごついおっさんのエプロン姿はきついが忍にん耐たいだ。

　俺とサーファイアは捕とらえられたものの、拘束もされずに応接間に連れてこられた。

　柔やわらかい黒くろ革かわのソファーに座すわらされ、普ふ通つうにもてなされている。

「お茶ちや請うけはいかがデスカー？　クッキーは？」

「イルラス、歓かん迎げいしてもらう必要はないわ。すぐに帰るもの」

「ＨＡＨＡＨＡ、そんなつれないこと言わないでくだサーイ。せっかくなので、勝負で使う新作バーガーもご馳走しマース」

「おいおい、いいのかよ」

「イエス。タコ焼きボーイ。ミィーはあくまでジェントルマン。正々堂々、戦うだけデース。隠かくし立だてなどしまセーン。手の内もお見せしマース」

「何それ。あたしたちを舐なめてるの？」

「ノォ！　ミィーは敵に敬意を払っているだけデース。お二人がミィーの本拠地に忍しのびこんできたのはミィーが脅きよう威いだと思ってるからデース。光栄デース」

　けらけらと陽気に笑う。

　自分のところの従業員にやっていることは外道なのに、親しげに笑いかけてくる。

　変な二面性でもあるのか。だが、性格に表裏があるようにも見えない。

　やがて黒服の人がドーム形の銀蓋クロツシユで覆おおった皿と、ミルクティーを運んで来た。

　蓋が開くと、蒸気が舞まった。ふわっとした白いベールが消えると、焼き立てのかぐわしいハンバーガーが現れる。

「黄金牛のサーロインステーキバーガー。白トリュフとガーリックソース添ぞえデース」

　こんなん絶対うまいじゃん――単語の羅ら列れつだけで、俺はうちのめされた。

　サーファイアもひくひくと頬を波打たせている。

　恐おそれてもいられない。味見をしなければ。

　ずっしりくるバーガーを二人で抱かかえ持ち、互たがいに目配せしてからかぶりつく。

　――電でん撃げきが走った。

　重じゆう厚こうな肉の旨うま味みが舌を刺激し、脳みそに快楽物質を送り込む。

　渇かつ望ぼうするようにむさぼり食った。うんめえ、これ。すんげえうめえ。たまんねえわ。

　まず、やばいのがパティだ。これが凄すごい。

　一センチを越えるほどの厚いステーキ肉なのに、トロけるような舌した触ざわりだ。

　ブチュッと噛かむと、熱い肉にく汁じるが大量に口内になだれこむ。牛肉は味に溺おぼれてしまいそうなほどの深いコクを秘ひめていた。硬かためのバンズが柔らかな肉の代わりに噛み応えを与あたえ、香かおり高たかいガーリックソースのよい受け皿になってくれている。

　半分ほど食べると、シャキッとしたリーフレタスのさっぱり感が助かる。

　ピリリとした刻み玉ねぎもまた、食欲を誘さそう材料だ。ほのかに香る白トリュフの匂いは例えるのが難しいが、天然のバターのようなまろやかさがある。

　最高レベルのバーガーだ。

　こんなの俺の人生で食ったことない。

「うん……これ、うまい……てかジャンクフードにはできないほど、うまくない……？」

「一個五万イードルデース。これを当日は三百個ほど用意しマース」

　庶しよ民みんには手が届かないほど、値段が高い。

　勝負に使う費用はしめて千五百万イードルか。郊外なら家が一軒建つほどの金額だ。

　まさかそんなものを無料でばらまくとは、思いもしなかった。

　逆に言えばそれだけ、この勝負にかけている。

　並なみ大たい抵ていのバーガーでは、太た刀ち打うちできまい。

　食べ終えると、悄しよう然ぜんとしたサーファイアはすくっと立ち上がった。

「化け粧しよう室しつ貸して」

「ブルース、案内して差しあげなサーイ！」

「イエッサーボス」

　黒服に案内され、青い顔をしたサーファイアはふらふらしながら部屋の外に出ていく。

　かなり、精神にダメージを受けている。

　気持ちはわかる。レベルが違いすぎるのだ。

　イルラスは紅茶を口にしながらサーファイアを見送り、姿が消えると密談でもするかのように前のめりになった。

　陽気さを打ち消して、真しん剣けんな面おも持もちで手を組み、俺おれと向かい合う。

「タコ焼きボーイ。実力差は歴然デース。なので、勝負はなしということにしませんか？　サーファイアさんを説得して頂きたいのデース」

「あ？　なんでだよ」

「ミィーはこれ以上、サーファイアさんが傷つく姿を見たくはないのデース。魅み力りよく的てきな女性は力のある男のモノになるべき……勿もち論ろん、タダでとは言いまセーン。あなたにはマネーを差しあげマース」

　パチンッと指が鳴る。

　黒服がアタッシュケースを運んできて、パカンと上蓋を開いた。

　そこにはぎっしりとつめこまれた紙し幣へいの束。数千万イードルはありそうだ。

「ちょいと理解できないんだが……こんだけ金がありあまってるのに、なんで従業員には分けてやらないんだ？」

「オウ、労働奴隷のことデスネ……ミィーも心を痛めてマース。でも、彼かれらのことを考えてしていることデース」

「魔法で操あやつって、低賃金で強制労働させてるのにか？」

「タコ焼きボーイ。彼らは悲しい人たちなのデース。自じ堕だ落らくでだらしなくて、国のために働こうとしない哀あわれな落らく伍ご者しやたち。余分なお金を与えてしまえば、ギャンブル、タバコ、酒、それにいかがわしい店の女の子のために使ってしまう……ミィーは大貴族の一員として心を鬼おににして、国家の事業に協力してるのデース。

　知っているとは思いマスガ、一年間、きっちり労働させて勤勉さを身体に叩きこみ、社会復帰の手助けをする事業デース。そのために衣・食・住はきちんと提供していマース」

　表面上は思いやりのある、相手を納得させる耳心地のよいことを謳うたっている。

　騙だまされてはいけない。

　人のためと言いながらも利益を搾取し、慈じ善ぜん事業をしているつもりなのだ。

「ふざけんなよ。人が身を削けずって稼かせいだ金だ。どう使おうが自由だろうが。それに他人の意思を奪うばい取とって私腹を肥やしている奴やつが、綺き麗れい事ごとを言ってんじゃねーよ」

「ふーむ。見解の相そう違いデスネ……しかし、大貴族であるミィーにその啖たん呵か、サーファイアさんがあなたのことをラブる気持ちがわかりマス」

「あいつ、別に俺のこと好きじゃないと思うぞ。俺を鉄てつ砲ぽう玉だまにしようとしてたし」

「フッ……まあいいデース。勝負を楽しみにしてマース。勝つのはミィーデース」

「ああ、それなんだけどさ……お前、別に勝ったところで何も得られなくないか？　こう言っちゃなんだがサーファイアにデートしろとか、一晩ともにしろとか、結けつ婚こんしろとか、なんで要求しないんだ？」

　思っていた疑問をぶつけると、イルラスはオーノォーと両手を開く。

「ミィーがあくまでほしいのはピュアなラブデース。そんな考えるのもおぞましい腐くされ外道な方法では得られまセーン。実に気持ち悪いデース」

「やめろ、俺の心の方が汚れている流れにするな」

「貴族の男は強く、そしてジェントルでなければいけまセーン。サーファイアさんに力を見せ、心から屈くつ服ぷくさせてこそラブが得られるのデース」

　敵ながら、矜きよう持じがあるというわけか。

　でもライバルになるバーガー店を開きまくって、サーファイアの店をつぶそうとするのはひんしゅくを買うだけだと思うけどな。

　己おのれの経済力を見せるため、との言い分はあるのだろうが。

「じゃあさ、俺が勝ったらお前んとこの奴隷を洗脳から解放してくんない？　俺の知り合いがいるし、ほぼ無給で強制労働ってのは、やっぱりよくないと思うんだ」

「これはサーファイアさんの愛をかけた聖戦デース。なぜそんな条件が入るんデスカ？」

「勝つのがお前ならさ、別に負けたときのこととか、どうでもよくない？　大貴族なら器を大きくしてくれよ」

「ふむ……では、オーケィデース！　勝負を楽しみにしてマース！」

　親指を立て、にっこりするイルラス。

　こいつなんか性格が悪いとか良いとかそういうのじゃなくて、単にアホで世間知らずなだけかもしれない。

　まあいいか。俺に都合がよければそれで。







第５話　マーケティング・ハンバーガー







　勝負は三日後に迫った。

　今日はアックスバーガーの本店はお休みとなった。

　サーファイアが俺に休日を与え、調理場で試し行こう錯さく誤ごする機会をくれたのだ。

　おかげさまで、バーガーの試作品作りに集中することができた。

　イルラスの黄金牛のサーロインステーキバーガーは手ごわい。

　一口目で確実にうまいと言わせる、採算度外視のハンバーガーだ。

　同じ材料を用いて勝負はできない。予算的にも不可能だ。

　勝ち目があるとしたら、お題である『また食べたくなるバーガー』を活いかすしかない。

　そもそも、勝負に豪ごう華かなバーガーをだして、それで終わりというわけにもいくまい。

　経営が傾いているアックスバーガーに必要なのは一回食べたらもういいや、と思われるものではなく、リピーターを作るための新商品だ。

　お題にはきっと、客足を取り戻もどしたいサーファイアの願いもこめられているのだろう。

「……まあ、こんな感じだな」

　作ったバーガーにかぶりつき、味見してみる。

　パン生き地じが硬いかな。少し手間になるが、蒸むし系の柔らかめのバンズでいくか。

　パリッとした焼き目のあるバンズも合うだろうが、俺の理想だとふわっとして白くて、食べやすい方がいい。

「ねえアカツキ、あたし……考えたの」

　どんよりと、黒雲を背負ったサーファイアが勝手口から現れた。

　ろくに寝ねていないのか、目の下にクマができてしまっている。

　勝負に負けると、サーファイアはかけがえのない愛を提供することになる。

　――という建前はともかく。

　商しよう売ばい敵がたきと新商品で対決して負ける、というのはまずい。

　公おおやけの場での敗北はこれから店をやっていくうえで、致ち命めい的てきな痛手となる。

「なんだよ」

「これ見て……」

　銀色の調理台の上に、パサッと地図が広げられる。

　市内の地図だ。道路に赤い線が走り、矢印が付いている。

　途と中ちゆうで×マークまであった。

「奴らの材料輸送ルートを分ぶん析せきしたの……これらのＡ地点Ｂ地点Ｃ地点から荷を積んだ馬車が走りだすと思うわ。このポイントで爆ばく破はするの。大だい丈じよう夫ぶ、人通りがもっとも少ないところを選んだわ。被ひ害がいも減るし、既すでに爆ばく薬やくは購入したわ」

「おい、お前。最初から最後まで商品で勝負しないつもりかよ」

「だってあたし、料理人じゃなくて商売人だもん。アカツキだってそうでしょ？　お金を稼ぐためにメニューを開発して、飲食店で収益をあげているだけでしょ。それを妨ぼう害がいしようとするイルラスはどんな手を使っても蹴け落おとすべきよ」

　目にあまるほど、ダークサイドの思考だ。

　ここは注意しておかないと。

「サーファイア、利益は大事だが、それだけを考えるな。飲食店をやるなら、うまいものを作ろうとする料理人としての精神を忘れちゃだめだ。金に目がくらむと低コストにこだわって品質を下げるようになるし、衛生面も雑になる。最悪、残飯利用とかするようになっちまうぞ」

「むう……案外、その辺りの感覚はまともなのね」

「当たり前だ。てか、なんでお前はハンバーガー屋を始めたんだよ。俺のノート見たからって、さあやってみようとはならないだろ」

「うっ……そういうの、しゃべんなきゃいけない場面？」

「あいつがバーガー屋を始めた理由はお前をつぶしたいからだったぞ。心を弱らせて、屈服させたいんだ。そんな奴に負けないためにも、芯の通った答えが聞きたいな。言っちゃ悪いが、金のためだけってのも、味気ない」

　金を手に入れるために商売をする。それは誰だれだってそうだ。

　好きだから、これしかないから、生活のためだから――どんな答えも正解なのだろう。

　でも、動機が弱ければ今回のことを乗りきっても、これからの競争に勝てなくなる。

「まっ、いいわよ。あたしがハンバーガー屋を始めた理由を教えたげる」

　もったいぶって、さらさらの髪房をふわりとかきあげる。

　銀糸が散ったみたいで綺き麗れいだけど、ここは厨ちゆう房ぼうだから三さん角かく巾きんとかしてくれないかな。

　俺も髪かみの毛けを落とさないようにバンダナを巻いてるくらいだし。

「もったいなかったからよ」

「うん？」

「くず肉を集めて固めて……すりつぶせばハンバーグになるでしょ。アンタの屋や敷しきでメイドとして働いてたとき、ご招待したお客様たちがたっくさん食べ残してた。高級な食材をね。お腹なかがぺこぺこだったあたしはいけないと思いながらも、綺麗なところ切り分けて、パンと挟はさんで食べてたの。それがハンバーガーの始まりよ。アンタのノートで完成形を知ったわ……そう、あたしもアンタと同じで残飯漁あさりだったわけ。満足？」

「……使用人には飯を充じゆう分ぶん食わせてたと思っていたんだがな。すまない」

　目が届いていなかったのは、認めるしかない。

　力を抜き、壁かべにもたれたサーファイアは肩かたを持ちあげて落とした。

「いいわよ。当時のあたしは愛あい想そがなくて、食事もみんなと一緒に食べたくなかっただけ。自じ業ごう自じ得とくだったの。それに、あの頃ころのアンタは商売で忙いそがしそうだったし、家でうじうじしてたメイドのことなんて、気にもしていなかったでしょうしね。でもね……あたしもアンタと同じ経営者になった途と端たん、残飯を捨てまくってんの。あははっ、笑えるでしょ。もったいないとかそんなこと思ってたくせに、軽けい蔑べつしてたアンタと同じことしてるの……馬鹿みたいでしょ？」

「――」

　皮肉な話だった。

　飲食店をやる以上、廃はい棄き品はどうしても出てくる。

　もったいないと思っても、商売のためには切り捨てなければならない。

　俺もジレンマに苦しんだものだ。

　食品は衛生的であるべきで、それが信用に繋がる。

　けれども、昨今のグルメ情勢では過か剰じよう供給がよしとされている。

　常にフレッシュで、驚おどろきがある新メニューがもてはやされるからだ。

　そんなブームが輝く一方で、大量の売れ残りや失敗作といった暗い影かげも生まれている。

「なんか、疲つかれちゃった……お店、閉めよっかな。仲の良かったメイド仲間もいなくなっちゃったし……あんまり借金を抱えると、街角に立つことになっちゃいそうだし」

　投げやりな声は敗北を見み据すえていた。諦あきらめが暗くなった表情に滲にじみ出でている。

　商売は途中で引き返すこともありだ。

　自分の失敗を認め、やり直すのも勇気が必要だとわかっている。

　だが。

「じゃあさ、アックスバーガーを俺にくれよ」

「え？」

　ポカンとした顔。

　サーファイアは意味を徐じよ々じよに理解していくと、みるみるうちに怒ど気きを瞳ひとみに浸しん透とうさせた。

「ふざけないでよ」

「ふざけてないさ。俺が立て直すよ。そんなあっさり投げだすようなボスじゃ、働いてる従業員も頼りにできねえだろうしな」

　鼻歌を口ずさみながらパティを焼く。

　鉄板の上でじゅうじゅうと焼ける肉の塊かたまり。

　やっぱり肉は合あい挽びきがいいかな。サーロインの旨味に勝つには相乗効果がいい。

「くっ……あ、アンタに何がわかるのよ……あたしだって、頑がん張ばってきたのよっ！」

「お前の経験した苦労なんて、お前にしかわからないさ。だが、俺なら勝負もしていないのに負けを認めたりなんてしない」

「はぁ？　アカツキはそもそもタコ焼き屋さんが専門でしょ！　バーガー作りなんてしたくもないくせに！」

「一応、プランがある」

「むうっ……」

　がるるるっと、噛みついてくるサーファイアの口くち許もとにフォークを運ぶ。

　突とつ端たんには、パティのひとかけらが突つき刺ささっている。

　あんぐりと開いた口がパクッと閉じた。もぐもぐと肉を咀そ嚼しやくし、飲みくだす。

「エビ？」

「ああ、エビとビーフの合挽きパティだ。残り物を再利用してみた」

「うん……ビーフの中に粗あら切ぎりしたエビの味が混じって面おも白しろいけどさ……これで勝てるの？」

「無理だな」

「無理なの!?」

「まず、奴のバーガーは高級食材を重ね合わせた最高級品だ。倒すにはこんなちょっとした工く夫ふうじゃ勝てない。だが、やろうと思えば色々と手はある」

「……勝てる？」

　すがりつくような、弱気な態度は庇ひ護ご欲を誘う。

　たまに言動が悪あく魔まのようだが、容姿だけは天使なのだ。

　吊り目だから一見して強気に見えるけど、しゅんとするときのギャップも素す敵てきだ。

「勝つさ。奴との勝負に勝ったらお前の愛は俺のものだ。たっぷりとお前の味をベッドという皿で堪たん能のうさせてもらうぜ。へへへっ……」

　舌をわざとべろんとさせながら、女性的なふくらみやキュッとしたくびれ、それに太ももを舐め回まわすように視姦しにかかる。

　サーファイアは赤面し、顔を逸そらした。

「う、うん。わかった」

　おっと……悪ふざけのつもりだったのだが、真ま面じ目めに受けとめられてしまった。

　後ろ手を組み、もじもじしながら身じろぎしている。期待と熱情を混ぜこんだ目がしっとり潤うるみ、チラチラとこっちを窺うかがっている。

　なんだろう。

　うまくいったら幸せな家庭を作ってしまって、俺の野心が消えそうな気がするな。





◇　◆　◇






　港に隣りん接せつしている大規模市場には、グランド・マーケットという名がついている。

　この日、俺が訪おとずれたのは百以上の露ろ天てん商しようが密集しているそんな場所。

　やや雑然としているが、扱あつかわれる品数は膨ぼう大だい。人種も多様で熱気はむんむんだ。

　一応、市場では扱う品物の種類によって、エリアごとに仕切られているが、人も物も入いれ替かわりが激しく、正確な品数は誰にもわからないという。

　ちょっとした名物として。

　物売り商人たちが様々な手法を取り、消費者の関心を引き寄せようとする。
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　大声で呼びこみをするのは共きよう通つう項こうだが、中には珍めずらしい愛あい玩がん動物や使役する猛もう獣じゆうを店先に置いて触ふれさせたり、手品まがいの炎ほのおの演出を用いる者もいる。

「うわーっ、混こんでるわね」

「ああ、活気があるな」

　ついてきたサーファイアはキョロキョロとして、落ちつきがない。

　微かすかに頬ほおに赤みが差している。人の熱気とざわめきが気分を高こう揚ようさせているのだろう。

　大規模市場の特別な空気感は、足を踏み入れなければわからないものだ。

「なんか、色々と見てると、買っちゃいそうになるわ」

「気持ちはわかるよ」

　ここでは、ほぼなんでも手に入る。

　新しん鮮せんな食材は当然として、手に入りにくい医薬品から掘ほりだし物ものの骨こつ董とう品ひんまで。

　怪あやしげな彫ちよう金きんの施ほどこされた刀とう剣けんを買ってみると、古代のドワーフが造った伝説の武具だったという仰ぎよう天てん記事まで過去にはあった。

　揃そろわぬものはないとまでうたわれた青空市場であり、都市最大の観光名所でもある。

「市場巡めぐりも金があれば楽しいんだがな」

「一応聞いておくけど、バーガーの具材を探しに来たのよね？　多少なら、あたしもお金は出すわよ」

「助かるよ。まあとりあえず、材料を見つけないとな」

　前から流れてくる人波を避けながら、サーファイアに答えた。

　相変わらずお祭りみたいな人口密度だ。

　道いっぱいに人、人、人。

　油断すると、歩行者と肩をぶつけそうになる。

　視界も狭せまいし、目当ての品物を探すのも苦労しそうだ。

「ちょ……あふっ……まっ」

「あー……わかったよ」

　サーファイアはうまく人を避けられないようだ。

　移動する観光客に押おされて遠ざかってしまうので、きゅっと手を握にぎる。

　小さくて柔らかく、すべすべの指に触れると、こいつも女の子なんだなと再さい認にん識しきする。

　いや、見た目がそうなんだから当然なんだが、やっぱり触れると実感がある。

　どこを触さわっても、ふにふにしてるし。

「あっ……ありがと」

「いいさ。まず……わかっているのは肉の味では勝てねえってことだ。あいつの黄金牛のサーロインステーキはうますぎる。歯がなくても噛めそうな柔らかさは凄い」

「じゃあ、こっちも同じ黄金牛でいく？」

　黄金牛――厳密には、高タンパク質の飼料を与えた肥育牛のことだ。

　昔、俺は〈ワンダーハルト〉の異世界食材となる動物種について調べたことがある。

　確か黄金牛は霜しも降ふりがつきやすい肉質を持ち、しかも脂し肪ぼうは香り豊かで、赤身は赤子すらも飲みこめる柔らかさという、驚異の牛だった。

　外見上は三本角を持ち、黄色の体毛を備えていたと思う。

　異世界におけるブランド和牛みたいな扱いか。

「んー……まあ、あそこの肉屋を見てみろよ」

「んっ」

　俺が指で示した家か畜ちく商に、サーファイアは視線を転じた。

　店先には縄なわで縛しばられたヤギ、竹たけ籠かごに入った鳥、異世界系の発光色を持つ大トカゲなど。

　店の奥おくには目玉であろう黄金牛――うつ伏ぶせになって、モォと鳴いていた。

　首から下げた看板によれば一頭一千万イードル。桁けた外はずれに高い。

　精肉屋を探せば、部位だけを買うこともできるだろう。あるいは他の業者との共同買いも可能かもしれない。けれど、どこまで安くなるのか。

　こっちの資金では、購こう入にゆうは難しい。

「あれは買えねえだろ。別の手段を考えるしかない」

「盗ぬすもうってこと？」

「いや、そうじゃなくてだな……なんかお前いちいち、犯罪方面にいくよな」

「もったいぶってないで、さっさと教えなさいよ」

「肉を食うときって、どうやって食う？」

「焼いて……ソースつけるか、お塩で食べるかな」

「そうだな。つまり、味つけだ。俺はそっちにこだわるつもりだ。今回はハンバーガー勝負でもある。肉質で勝負するだけのステーキ勝負じゃないんだよ」

「ふぅん……考えてるのね」

　ハンバーガーに合うソースとなると、思いつくのはトマトケチャップ系。

　特にガルムンガルドでは、近年まで砂糖が希少な時代があったせいか、ソースは甘あま口くちが好まれる傾けい向こうがある。でも、グルメ時代を迎むかえて住民の味覚は育ってきたのだから、一いつ辺ぺん倒とうを逆手に取って、辛から口くちに寄せてみてもいいはずだ。

「あたし、バターの入ったソースがいいわ。濃のう厚こうでおいしいもん。ソース探しをするのなら、調味料専門店を回りましょう」

「そうだな」

　加工食材を売るエリアに進む。

　区切られた境界線を越こえると、様々な商品が視界に入った。

　麻あさ袋ぶくろにつめられた脱だつ穀こく済みの米類、禽きん獣じゆうの塩しお漬づけ肉、網あみザルに入ったドライフルーツ、天てん井じようから吊つるされた魚ぎよ介かい類るいの乾かん物ぶつ、などなど。

　俺は調味料の専門の店で立ち止まり、平台を物色した。

　フードを目ま深ぶかに被った店主はやる気がなさそうで愛想はないが、品物は悪くない。

　手前のテーブルでは粉末状になった香こう辛しん料りようや乾かん燥そうした豆類、それに香こう草そうが口の開いた袋につめられている。

　量り売りなのだろう、店主の膝ひざもとでは真しん鍮ちゆう製の天てん秤びんが傾かたむいていた。

　単純な感想になるが、店にはインドカレーが作れそうなほどスパイスがある。

　バックスペースにある段状の陳ちん列れつ棚だなも目を惹ひいた。

　立ち並ぶガラス瓶びんの中身は、加工済みの発はつ酵こう調味料だ。

　製品パッケージやロゴは見ているだけで楽しい。

「アカツキ、どれにする？　これなんかいいんじゃない？」

　サーファイアが手にしたのは、地元メーカーのハンバーグソース。

　庶民の舌には慣れた味ではあるが、市し販はん品ひんではありきたりだと思われてしまう。

　それに実のところ、俺はどんな物を使うかは決めていた。

　西洋世界に驚きを与え、新しん機き軸じくを備えた料理を俺は知っている。

　そして、呼び名もまた共通していた。

「醤じやんってありますか？」

「あるよ――って。平ちゃん？」

「あれっ、ペテン師さんじゃないですか」

　思いがけない場での再会に、互いに顔を見合わせた。

　フードを後ろに下げた店主は河川の民ホームレスであり、仲間であったペテン師さんだったのだ。

「平ちゃん。タコ焼き屋さんじゃなかったっけ？」

「寄り道してるだけですよ。ペテン師さんこそ、スパイス専門店で働いているなんて知りませんでしたよ」

「ここは実家でさー……色んな臭においがつくとモテないから、あまり好きじゃないんだけどね。でも、今は世の中が物ぶつ騒そうだから避ひ難なん中なんだ。そっちはきっちり、別の女の子を捕つかまえたみたいだね」

　サーファイアと繋つないでいる手を思いだす――恥はずかしくなって手を離はなそうとしたが、ぎゅうううっと握あく力りよくが増す。

「別の女の子……？」

「うっ、ペテン師さん。俺、商談に来たんですけど」

　冷たく刺すような不ふ穏おんな気配が、横から発せられている。

　女騎き士しとなったルビアさんのことは、今でも好きだ。

　急成長したサーファイアにも魅み力りよくを感じている。

　まだ結論は出せないので、できれば先送りしたい案件なのだ。

　ペテン師さんは男女の機き微びを察知し、道どう化けのように大げさに肩を躍おどらせる。

「おおっと、野や暮ぼだったかな。ま、これもいい機会だ。なんでも融ゆう通ずうしてあげるよ。醤だったね。東方の騎き馬ば民族の出身者が作ってくれたのがあるよ」

「ありがとうございます」

　醤といえば――中ちゆう華か。

　俺が作るのは中華風バーガーだ。

　先人の知ち恵えとレシピを活用して、俺はのしあがってきた。

　イルラスの暗黒企き業ぎように蹴けりを入れられるなら、喜んで現代知識を使おう。





◇　◆　◇






　パンパンッと、クラッカーの炸さく裂れつ音おんが青空に鳴なり響ひびき、紙かみ吹雪ふぶきが舞った。

　ついに勝負の日がやってきた。

　会場である国立公園は普ふ段だん、都市に緑と安息を与える静かなスポットなのだが、それが今では集まった群衆の喧けん騒そうに満ち、一段と賑にぎやかな場所に変わっていた。

　名目上はブンドリヤとアックスバーガーの新商品体験キャンペーン。

　街角でランダムに選ばれた一いつ般ぱん審しん査さ委員に勝負用のハンバーガーを配布し、味を確かめてもらってから、最後はどちらかの投票箱に使用済みチケットを入れてもらう仕組みだ。

　だが、無料バーガーが食える、との都合のいいところを切り取った情報が集まった人々の会話から聞き取れた。

「だいぶ……人が多いな」

「多いわね」

　俺のつぶやきに横に立つサーファイアが同意する。

　あてがわれたブースから見る限り、人々の数は配布数をゆうに越えている。

　一応、バーガーは前日チケットとの交こう換かんと告知しているし、看板で無料なのは限定品だけだと記してあるのだが、予想以上の反はん響きようだ。

　多分だが、よく事情を知らない物見遊ゆ山さんの人も来ているのだろう。

　勝負は重要だが、足を運んでくれたお客さんも放置できない。

　だから、こういうときのために他の有料商品を用意してある。

　しかも全品、半額セールだ。

　サーファイアの了りよう承しようを取るのは疲れたが、せっかくバーガーを求めて来てくれているのだ。安価で提供してＰＲした方が長い目で見ればよいと思った。

　いわゆる、損して得を取る場面だ。

「さぁって……みんな、準備はできてるかな？」

　銀色のヘラをくるっと手の中で回転させた。

　後ろを振ふり返かえり、集まったアックスバーガーのお手伝いスタッフに向き直る。

　代表してか、ヤンデレ店員のエリスティアさんがスッと前に出てきた。

　氷の彫ちよう像ぞうのような無表情が、背筋をゾッとさせる。

「アカツキさん、オーナーとの間に赤ちゃんができて認にん知ちを迫せまられた結果、しょうがなくこのバーガー勝負に参加したという噂うわさは事実ですか？　私のことは遊びだったんですか？　あんなに愛し合ったのに、私を裏切ったんですか？　白い砂すな浜はまで愛を語り合ったひとときは全部、まがいものだったんですか？」

「エリスティアさん。サーファイアとは再会して一ヵ月も経たってません。初日で愛の共同作業をしたとしても、医学的に赤ちゃんは確かく認にんできない期間です。バーガー勝負は相手に難なん癖くせをつけられた結果です。エリスティアさんとは愛し合ってませんし、白い砂浜も近くにはありません」

「……」

「……」

　俺は平静を保って対応した。

　妄もう想そう癖へきのあるエリスティアさんの静止した目には、シャドーがかかっていた。

　人形のように視線にブレがない。有う無むを言わせぬ暴圧が俺の両りよう肩かたを重くする。

　頑張れ、俺。ここが辛しん抱ぼうのしどころだ。

　ヤンデレさんの言い分に動どう揺ようしたり、目を逸らしたりすれば肯こう定ていしたことになる。

「なるほど……アカツキさんの言い分は、よくわかりました」

　エリスティアさんはぬるりと、距きよ離りをつめてきた。

　対たい峙じは至近距離になった。鼻先さえぶつかり合いそうなほど、近い。

　格かく闘とう漫まん画がのメンチの切り合いみたいなポージングでお互たがいに固まる。

　やがて、エリスティアさんが後退して顎あごを引いたことで、冷ひや汗あせまみれの俺はからくも勝利できたと安あん堵どした。

「どうやら私の誤解のようですね。すいません、勝負の前に熱くなってしまいまして……アカツキさんを見てると、なんだか下腹部も熱いんです。どうしてだと思います？」

「そうですか、熱があるのはいいことです。我々にとっても楽しいイベントにしましょう」

「アカツキさんってスルーする能力、意外に高いですよね」

　関かかわりたくなかったので聞こえなかったふりをし、他のスタッフと最終確かく認にんをする。

　屋外出店でも、準備は万ばん端たんだ。

　フィールドが変わっただけだ。基本的に普段通り動けばいい。

「みんな、俺は新人バイトだけど、今回の勝負は店のために頑張りたいと思ってる。だから、協力してほしい。勝負に勝てば時給もアップするって、オーナーのサーファイアも約束してくれたんだ」

　俺のお願いに女性スタッフたちは、軽い笑えみを見せてうなずいてくれた。

　オーナーとバイトリーダーを除いて、常識人が多く助かった。

「さてと、まず……ん？　なんだ？」

　規定時間が間近に迫ると、両陣じん営えいを隔へだてて存在しているお立ち台に変化が起こった。

　ガルムンガルドのマスコットキャラである【爆ばく食しよく君くん】が出現したのだ。

　パッと見、二足歩行するデフォルメされた豚ぶたなのだが、血まみれの頭部にナタが刺さっていた。身体も『ロース』とか『バラ』とか、食肉用の部位が示されていておどろおどろしい。

　賑やかし要員なのだろうが、サービス精神はなく、立ったまま微び動どうだにしなかった。

　眺ながめているとチラッと顔が向き、なんか俺にガンをつけてくる。

　なんだ？　俺が動くと目線で追ってくるぞ。

　もしかしてだが、同類を見つけたとか思ってんのか？

「アカツキ、あのデカい豚と知り合いなの……怖こわいんだけど」

　サーファイアも異変に勘かん付づいたようだ。お立ち台を盗み見みしながら、両手で自身の身体を抱だきしめ、ぶるっと震ふるえて恐きよう怖ふ心しんを訴うつたえる。

「わからん。だが、異様なほど迫はく力りよくがあるな」

　俺はハンカチで頬の汗をふいた。

　夜道で遭そう遇ぐうしたら絶ぜつ叫きようしてしまいそうな外見ではある。

「エリスティアといい、アカツキって変人に好かれるわよね」

　小声での指し摘てきは、俺おれも知りたくなかった現実だ。

【爆食君】の動きに目を奪われていると、その傍かたわらに司会らしきゴシックドレスの女の子が現れた。

「はぁーい！　みんなぁー！　こんにちはぁー！　今日はタダ飯を食いに集まってくれてありがとね！　私は大食いアイドルを目指したんだけど、途中で体型維い持じがきつくなって普ふ通つうのアイドルに転向したミニ☆ミィちゃんでーす！　今日は街のバーガー屋さんが対決キャンペーンをやると聞いて駆かけつけてきましたー！　でも、体重管理が大変だから一口食べて無難においしいって言ったあとはジャーマネに食べさせますけどよろしくね！」

　わあああああ、と盛りあがる観衆。

　俺にはどこが受けているのかわからない。自分に正直なのが好こう感かん触しよくなのか。

　無む駄だな陽キャラが現れたことで、陰いんキャラの【爆食君】の気配が薄うすれたのは助かるが。

　それにしても、アイドルまで呼ぶとはイルラスも豪ごう気きなことだ。

「さて……そろそろ、やるか」

　俺は中ちゆう腰ごしになって鉄板に火を入れた。揚あげ物の温度も安定している。材料の下ごしらえは終わっているし、緊きん張ちよう気味のスタッフには調理工程を予習させてある。

　数百人が列を成すのはプレッシャーだ。俺だって物もの怖おじする。

　だが、やるしかない。

　勝負さえ始まれば、普段の仕事とそう変わらないとわかるだろう。

「オォー！　タコ焼きボーイ！　ようやく、この日が参りましたネ。見てくだサーイ。既にミィーのバーガーショップには行列がたくさんデース！　それに比べてこっちはすんごく少ないデース！」

　案の定というか、定番の行動というか、イルラスが現れた。

　スーツ姿のままで、本人は調理するつもりはないようだ。

　そういや、こいつには食に携たずさわる者としての雰ふん囲い気きがまったくない。

　バーガーのアイディアさえ、他人任せのような気もする。

　されども向こう側の横断幕に刻まれた文字はさすが、インパクトのある謳い文句だ。




『世界最高級！　黄金牛のサーロインステーキバーガー！』




　集客効果は抜ばつ群ぐんだった。二百人規模の行列ができている。最さい後こう尾びには看板持ちがいるし、赤帯のベルトを伸のばしたガイドポールで誘導している。

　素す直なおに上手だと思う。

　天幕の下では、雇やとい入れただろうコックたちが洗練された動作でバーガーを焼いている。

　統とう率そつが取れているし、へラの動かし方も野菜の切り方も流りゆう麗れいだ。

　まあ、これまでも散々手の内を見せてくれたのだ。

　今いま更さら、慌あわてふためくことじゃない。

　こっちの事情も教えてやるか。

「俺のところは、お客さんが来たら整理券を配っているんだよ。予想時間を伝えて、なるべく列は作らないようにしているんだ。てか、長時間の並びはお客さんのストレスになる。あんまり待たせすぎると、すいてるこっちに流れてくると思うぞ。ほら見ろよ」

　向こうの列から出てくる数人を指差した。

　イルラスも振り返り、ぺたんと額に手を当てる。

「オーケィ……やりますね、タコ焼きボーイ。すべては計算尽ずくだったわけデスカ」

「いや……別に計算はしてないぞ。食べる人の立場で考えてるだけだし。ああやって、行列を作るのも流は行やってる感じがしていいけどな」

　無料でも、並ぶのは大変だ。

　疲れ果はてて、こっちにこない可能性も考えたからこそだ。

　何よりも一いつ般ぱんの審しん査さ員いんが一個目で満腹になるのが怖い。

　無料なら二個目も手をだすと信じるしかない。

「それじゃあ、勝負してみるか」

　俺もまた横断幕を引き、掲かかげた。

　俺が掲げるインパクトはわかりやすい。




『世界一辛からいエビチリバーガー～辛さはご自由に選べます～』




　辛から味みだ。

　スパイスたっぷりの刺し激げき的てきなバーガーとなる。

　これならお客さんに選せん択たくの自由と遊び心を提供できる。

　段階を提示することで、チャレンジャーというリピーターを獲かく得とくできるはずだ。

　横断幕を見たイルラスは気が抜ぬけたように口許をひくっと動かし、腹を押おさえて爆ばく笑しようした。

「ＨＡＨＡＨＡ、ミィーは甘あま党とうデース。単に辛いバーガーだなんて……」

「おぉ！　これめっちゃくちゃうめえぇえええええええ！　たまんねえぞっ！」

　俺の仕込みであるペテン師さんが、大声をあげた。

　いの一番にバーガーを受け取り、それとなく感想を述べてくれている手はずなのだが、どうも調子がおかしい。

　ペテン師さんは叫さけびながらも膝をくの字に曲げ、がくがくと震わせ始めた。

　ショックを受けて腰こし砕くだけになった仕草だろう。かと思えばバッと後方に上体をのけ反らせ、全身を振しん動どうさせながら両手を天に伸ばした。意識が天上界に旅立ったのだとポージングでわかるが、立ったままビクンビクンしてるのはめちゃ怖い。

　できれば、病院送りにされそうなアクションはやめてほしかった。

　こんなに奇き抜ばつなことは頼たのんでないし、周りのお客さんも引いてるから逆効果だ。

　かといって――この期ごに及およんで、やめてくれとは言えない俺は見守るしかなかった。

　要望通り、ペテン師さんが感想を述べ終えるのを待つしかない。

「ふっ、はあああああ！　辛いだけじゃねえ！　噛かみ応ごたえがぷりっぷりだ！　そしてミルキィー！　あますところなくジューシィ！　めくるめく味のカーニバルや！」

　語ご彙いが悲しいくらいに乏とぼしい。

　やっちまった。完全に人選を間ま違ちがえた。

　言動からして賢かしこそうに見えたのだが、もしかして馬ば鹿かなんじゃないだろうかこの人。

　こんなの仕込みって一発でバレてしまう。

　まあ実際、俺が仕込んだんだけどさ。

「うまくいってるわ、アカツキ」

「は？」

　サーファイアにぱちんっとウィンクされる。

　三角巾を頭に巻き、エプロン姿になってオーナー自ら働いてくれているのは助かるが、こんなんでうまくいくはずが。

「おっ、なんだあれ。あっちに行ってみるか」

「まあ、空いてるし、先にこっちでもいいわね」

　――あった。

　どっちつかずだったお客さんが、続々と歩み寄ってきている。

　どうやら、愉ゆ快かいな見世物と思ってくれたようだ。

　ペテン師さんは逆立ちして頭を地面につけ、そこを基点にしてぐるぐると旋せん回かいしている。

　なんだこの技わざ。この人はなんなんだ。

「辛さはどんな感じで選べるんですか？」

「あ、ええっと……いらっしゃいませ。辛さは五段階になっておりまして、お勧すすめはレベル二ですね。ピリ辛でおいしく食べられます。もしも、世界一に挑ちよう戦せんしたいのでしたらレベル五となりますが……こちらのメニューはかなり舌に刺し激げきのあるものとなりますので、辛さに自信のある方のみ配布しております」

「あんまり辛いのは子供が無理なんですけど」

「甘口ソースもご用意しております。レベル一はお子様でも安心して召しあがって頂けるマヨネーズ仕立てのエビマヨバーガーとなっております。その他、有料でございますが、辛さを和やわらげるソフトクリームも販はん売ばいしておりますよ」

　接客をしながら調理を手伝うのは手間ではあるが、お客さんが来てくれるのは嬉うれしい。

　厨房はそれこそ、火が付いたように忙しくなった。

　調整の辛味ソースが命なので、配分は絶対に間違えてはいけない。バーガーの組み立てが崩くずれるのもよろしくないし、丁てい寧ねいに仕事をこなす必要がある。

　アックスバーガーの全ぜん店てん舗ぽから集めたスタッフは十名ほど。

　指示通り、滑なめらかに動いてくれている。

　店舗とそう変わらないシステムだと体感で理解してくれたようだ。

　こうなれば、あとは販売するだけだった。

「……って、もう在庫切れ？」

「はい。今ので終しゆう了りようですね」

　エリスティアさんが、空箱を見せてくる。

　あっという間に、勝負用の三百個は配り終わった。

　しかしながら、祭りの賑やかさに吸い寄せられたお客さんがどんどんつめかけてくる。

『配布終了』のプラカードを掲げたあとにも、別のバーガーセットを破格の価格――通常の半値で販売する。

　アックスバーガーは一いつ般ぱん的てきなバーガーだが、味が悪いわけじゃない。

　イベントを機会に、味をもう一度知ってもらうべきなのだ。

「君、エビチリバーガーのことで詳くわしく聞きたいのだが、いいかな」

　順調にお客さんをさばいていると、美食家みたいなややこしそうな人まで来た。

　厳いかめしい顔をした羽織袴はかまの大おお柄がらな老人。

　なんかどこにでもいる食にうるさいっぽい人だ。クレーマーかな？

「チリソースのかかったエビの剥むき身みだけかと思えば、肉厚なパティになっていた。驚いたことにエビとビーフの合挽きだ。無難にエビだけにしようと思わなかったのかね？」

「エビだけも考えました。けど、まだこの地域のハンバーガーは成型されたビーフのイメージが強いです。だからビーフの挽ひき肉にくを繋ぎにして旨うま味みをだしつつ、プリプリ感が味わえるようにエビを粗あら挽びきにしました」

「バンズを焼きパンではなく、蒸むしパンにしたのは辛いソースを楽しませるためかね？」

「ええ、肉は辛く熱く、その代わりパンはほんのり甘あまくするイメージですね。辛い刺激だけでは偏かたよりますし、甘さがあってこそ、辛さがわかると考えました。ちなみにバンズにも、香こうばしさが出るようにエビ粉を混ぜています」

「ソースには乾物の味もしたが――」

　おや、かなり講こう釈しやくを求められるんだけど。

　具材を入れた理由から、スパイス配合率まで客が問うのはおかしくないかな。

　なんか、隠かくし味あじまで突っこんで聞かれるんだけど。

「うむ、なるほど、そういうことか」

「いいえ……」

　十分以上の立ち話を終え、ようやく納なつ得とくして去っていく粘ねん着ちやく質しつなクレーマー。

　てか、あいつ唇くちびるが真っ赤だったし、『レベル五デス』を食ったせいで味がわかんなかっただけかもしれない。豆とう板ばん醤じやんに加えて激げき辛からトウガラシソースが山盛りぶちこまれているから、悶もん絶ぜつして錯さく乱らんしてたのかも。

「アカツキ、そろそろ投票時間になりそうよ」

「あ、ああ……なんかドッと疲れたな……」

「あっちにいるイルラスの馬鹿、鼻高々で勝った気でいるけど大だい丈じよう夫ぶなの？」

「どうかな。あとは仕込みがうまくいってるかどうかだな」

「仕込み？」

「平ちゃん、うまく仕込んできたぜ！」

「頑張ったぜ！」

　後方にある茂しげみから、見知った男たちが現れる。

　ペテン師さんとモヒカン頭の拳けん闘とう士しさん。

　その他、ぞろぞろとホームレス仲間があとに続いてくる。

「ありがとう」

「ちょっとアカツキ、仕込みって何よ？　あたしは聞いてないわよ。どういうこと？」

「そのまんまの意味だよ――困っていた俺を助けてくれた脱だつ走そう奴ど隷れいさんがブンドリヤの食品工場で洗脳されてるし、今回は大勢の人の人生がかかってる。だから、俺は手段を選んでいられなかったんだ」

　訝いぶかしげな表情で、サーファイアは俺の顔を凝ぎよう視しした。

　やましいことを追つい及きゆうするように。

　ああ、やるべきことはもうやってしまった。

　工場で魔ま法ほうを見たときから、俺はおちゃらけた勝負で済ますつもりがなくなったのだ。

「いくよぉぉおおおおおお！　さぁー！　どっちが勝ったかなぁー！」

　司会が叫ぶ。設置された壇だん上じようで投票結果が出ようとしている。

　三百人の投票の結果がそこに示されていた。




　ブンドリヤ　七十九票

　アックスバーガー　二百三票




　端は数すうは無投票ということだろう――俺の勝ちだ。

「ノォオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」

　向こうの陣営から聞こえてきたイルラスの大絶叫。

　本来なら痛快な出来事のはずだが、サーファイアは軽く一いち瞥べつしただけで、俺に疑ぎ惑わくの目線を向け直した。まるっきり喜びが見られない。

「アカツキ、どういうこと？」

「奴やつのバーガーは最高級だ。味では勝てない。無論、奴にも隙すきはあった。サーロイン自体がバーガー向きというよりもステーキ向きだ。単体で食った方がうまい代しろ物ものだ。でも、やっぱり俺のエビチリバーガーは奴に劣おとるんだ」

　それは単純に素材の比ひ較かくになってしまうことでもあった。

　審査員が大衆なのだ。庶しよ民みんは高級なものに弱い。日常生活で体験できないものに弱い。

　俺が提供した辛味は、まだ簡単に人が味わえる範はん疇ちゆうなのだ。

　真正面から戦えば、勝機はなかった。

「俺も食ったけど、あの坊ぼつちゃんのバーガーはうまかったよ。でも、嘘うそじゃなくて、平ちゃんのバーガーもかなりうまかった」

「ありがとうございます、ペテン師さん。でも、俺は俺のバーガーだけじゃ……到とう底てい勝てないと思ってしまったんです」

「アカツキ……なら、どうやって勝ったのよ？　買収でもしたの？」

　答えを教えてやるのにためらいがあったが、もう勝負はついた。

「お客さんの印象を操作したんだ……」

　わけがわからない、という顔のサーファイア。

　ペテン師さんが補足する。

「もしくは票の誘導ってわけさ。俺が仲間と一いつ緒しよにこういう噂を流してやったんだ。奴のバーガーは一個五万イードルもかかっている。今回のお題は『また食べたくなるバーガー』だ。けど、奴は二度と食えないバーガーを提供してる。大商人や貴族どもしか口にできないものだ。これは庶民を馬鹿にしてるんじゃないか。もてあそんでるんじゃないか？

　貧民に施してやって、浅ましさを笑うためにわざと無料にしてるんだ。気分が悪くてうまくなんかねえ。俺たちは遊び道具じゃねえ。その点、アックスバーガーは金かね儲もうけするつもりだ。新作をばらまいてるけど、真ま面じ目めに商売もやっている。配布が終わったら知らん顔のブンドリヤとは違ちがう。俺たちを見てくれている……ってな」

「それって、情報戦で……バーガーの味とは関係ない事こと柄がらじゃん」

「だが、聞いた方はそれらしく聞こえるのさ。そして感情の持ち方で、食べ物の味も変わる。俺たちが勝つには、奴の傲ごう慢まんさを攻せめるしかなかった。サービスを充じゆう実じつさせ、お客さんのストレスを減らすしかなかったんだ」

「楽しい勝負だったぜ、平ちゃん。さすが元大商人だな」

　褒ほめられても、それほど嬉しくはなかった。

　勝つには清せい濁だく併あわせ呑のまなければいけなかっただけだ。

「サーファイア。これでアックスバーガーは最高級品に勝った新メニューを手にしたし、邪じや魔まだったブンドリヤも立たち退のいてくれる。俺は工場に捕まった仲間を苦境から助けられる。万ばん事じ解決だ」

　上うわっ面つらだけの言葉は自分でも、白々しいとわかっていた。

　結局、俺は味で勝負しなかった。

　悪いことをしたと思う。でも、俺は勝ちたかった。

　なんとかサーファイアと脱走奴隷さんを助けたかった。

　料理人としての俺は三流だ。

　最高食材を組み合わせたバーガーに大逆転できる工く夫ふうなんてできない。

　作れるのは〝まぐれで勝てても不自然じゃないハンバーガー〟だけだったんだ。

　それだけができたなら、あとは工作で勝つしか方法がなかった。

「でも、なんか、納得がいかない。あたし……アカツキがそんなことするなんて、思ってもいなかったもん。きちんと、勝ってほしかった」

　サーファイアは俺に悲しそうな目線を向けると、この場にいたくないと伝えるようにプイっと顔を背そむけて静かに歩きだした。

　俺の目から逃のがれるため、あえて人ひと混ごみに紛まぎれていく。

　きちんと勝ってほしかった――胸に刺ささる言葉だ。

　俺はサーファイアの信しん頼らいを失ったのか。散々、善悪を説いておきながら汚きたない手を使ったのだから、当たり前の話でもある。

　困ったとき、自分の都合で悪事を働く人間が信じられるわけがない。

　心にぽっかり穴が空いたような心持ちになった。

　孤こ独どく感だけが押おし寄よせてくる。

「平ちゃん。気にするなよ。お嬢じようちゃんは仲間外れにされたみたいで、びっくりしてるだけさ。きっと、心の整理がついたらわかってくれるはずだよ」

　慰なぐさめを受け、俺は首を横に振った。

　この計画を事前に話さなかったのは、サーファイアに薄うす汚よごれたことをしてほしくなかった俺のエゴだ。

「ええ、そうかもしれません……でも、いいんですよ。形だけでも勝ったんですから。勝たなきゃ失っていくだけなんです。それに俺はただで勝てるとは思ってません……」







第６話　逆転への道







　日中は、アックスバーガーでハンバーガーを調理する。

　夕方から夜よる遅おそくまでは、建築現場のバイトで建材を運ぶ。

　朝は新聞配達にも励はげむ――睡すい眠みん時間を惜おしみ、がむしゃらに働くことで金を稼かせぐ。

　すべてはタコ焼き屋を開業するためだ。労働は地道だが、確実な方法だ。

　そんな生活が二週間ほど経つと、ルビアさんが俺を訪ねてくれた。

　豪ごう華かな騎士装束のまま、庶民が集つどう店に来たのでびっくりしたが、昼飯はまだということで、俺はバーガーセットを携えて近場の国立公園に足を向けた。

　この間の対戦会場だったところは、嘘のような静けさに満ちていた。

　二人でベンチに腰こしかけると、ルビアさんは腕うで組ぐみをして愚ぐ痴ちりだした。

「平へい助すけ、アックスバーガーは五店舗もあって全部回ってしまったぞ。大だい盛せい況きようだし、人ばかりでお前は見つからないし、とても困ったぞ」

「すいません……なんかエビチリバーガーが新聞記事に載のったみたいで、誇こ大だい広告されて軽く流行になっちゃってまして」

「それなんだが、私の主君である大公閣下がな……実はお忍しのびであの会場に訪おとずれていたのだ。平助のバーガーをとても褒めていて、新聞社に働きかけをしたようだ」

「ええっ、そうだったんですか！　あっ……一応、その新作バーガーを持って来たんですけど食べます？　辛さは控ひかえめですけど」

「ありがたい。当日は大公閣下の護衛もあって、食い逃したのでな」

　紙かみ袋ぶくろを手て渡わたしながら、俺は記き憶おくを掘ほり返した。

「ってことは……会場にルビアさんもいたんですか。あれ、おかしいな、それなら俺、気付くと思うんですけど……すいません、見み逃のがしたみたいですね」

「いや、私は着ぐるみ姿だったから無理はない」

「着ぐるみ……？」

　思いだす。会場で見かけた着ぐるみはあの不気味な一体だけだ。

「えええええっ、もしかして【爆食君】の中身はルビアさんだったんですかっ!?」

「ああ、あの中は暑かったよ。視線を送っていたのだが、やはりわからなかったか」

　熱視線は嫌いやがらせだと思っていたので、できれば一声かけてほしかった。まあでも、陰かげながら見守ってくれていたのだから、ありがたい事実だ。

「さて、私も空腹だし……頂いていいかな？」

「はい」

　二人で手もとにあるエビチリバーガーにかぶりつく。

　うん、とろみのある辛めのソースがおいしい。

　豆板醤とケチャップの組み合わせがいい。細かく刻んだネギも歯は応ごたえのある食感をくれるし、ニンニクやショウガといった香こう味み野菜が風味豊かだ。

　ビーフとエビの合あい挽びきパティは悪くないが、ずっと試食しているとエビを集めて固めたフリッタータイプのモノが懐なつかしくなる。

　サクサクに仕立てたものも、歯は触ざわりが楽しいものだ。

　調理工程もシンプルになるし、油の味を強くすればよりジャンクっぽくできる。

　流行が去ったら二種類売ってみて、売れ行きのいい方を残すべきかな。

「うまい。私は舌が馬鹿でな……あまり、たいそうな味はわからんがうまいぞ」

「いいんですよ。おいしいと思ってもらえれば充じゆう分ぶん、嬉しいんです」

「そっ、そうか……しかし、イルラス・ベルーガも困ったものだな。美食家の閣下にあんなものを食わせるなんて、お咎とがめを受けるだろう」

「あんなもの……とは？　すげえうまいバーガーだったじゃないですか？」

「うまくとも、内容に虚きよ偽ぎがあれば人は怒おこるだろう。なんでも、黄金牛ではない肉を使っていたそうだ。白トリュフも香こう料りようだけで、別のキノコを代用していたと」

「へえー……全然、気付きませんでした」

　となると――勝負をやめたがっていた理由がわかる。

　コストを削さく減げんしようとしたのだろう。手を引けと言われたとき、見せられたアタッシュケースの札束もフェイクだったのかもしれない。

　俺たちに試食させたのはハッタリ用ってことか。

　まあ、よくある手だ。

「民たみのほとんどは気付かなかったが、わかる者はわかったと思うぞ。平助、もっと自分のことを信じた方がいい。お前がいたずらに民の心を煽あおるのもまた見み抜ぬいておられたぞ。そんなことをしなくても、勝てたはずだ」

　俺は指についたポテトの塩しお粒つぶを舐なめとった。大公閣下はおしゃべりでもあるのか。

「ルビアは綺き麗れいな人ですね」

「んなっ!?」

　ルビアさんは手に持っていたバーガーをぽろりと落とした。

　驚きよう愕がくしたのも束つかの間ま、ひくひくと広がっていく口くち許もとを隠すように顔を横にずらした。

「褒めても……何もでんぞ。その、ちなみに……私のどんなところが綺麗と思う？　ぜ、ぜひ、平助の口から……きっ、聞かせてくれ」

「いや、すいません。その、今のは、心の綺麗な人って意味でして……」

「そっ、そうか……そうだよな。ははっ……そ、そうでもないぞ。わ、私は結構、欲望だらけだぞ……ははははっ」

　泣きたいのをこらえているように見えたが、俺の気のせいだろう。

　ルビアさんほど容姿に恵めぐまれた人ならば、賛辞など聞きき飽あきているはずだ。

　それよりも。

「ルビアさん。俺はですね……どんな手を使ってでも、勝利するつもりだったんです。だから、ああいう手を使いました。結局、俺は根が商売人なんですよ。まず、成功ありきなんです。じゃないと、自分の商品をお客さんに食べてもらえないじゃないですか。商売なら、勝たなきゃだめなんです」

　本心をうちあけたあと、自分の語気が強くなっていたことに気付いた。

　こんな言い訳めいた考えのせいで、サーファイアとはほとんど口を利きけていない。

　俺は薄汚れている。清らかになれない。人をだし抜くことばかりを考えてしまう。

　ルビアさんにも、侮ぶ蔑べつされてしまっただろうか。
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　そうなれば何もかも諦あきらめて、商売に集中して――そうやって歩んでいくしかないか。

「ふむ、それもそうだな！　ならば、よく勝ったな平助！」

　予想外にも、ばしんっと力強く肩かたを叩たたかれて褒められた。

　あれ――なんか、あっさり呑みくだされちゃってる感じ？

　マジかよ。俺の葛かつ藤とうはなんだったんだよ。

　懐ふところが深いよ、この人。背景に後光が射さして見えるよ。

　なるほど、これが大将の器うつわか。

「だが平助、お前は顔色が悪いぞ。疲つかれてないか？」

「開業資金を貯ためてまして……まあ、必要な労働ですから」

「バーガーで成功したではないか？」

「アックスバーガーが勝っただけで、俺が成功したわけじゃないですからね。てか、俺はバイトですから、恩おん恵けいとかはそれほどないですね」

「なんだそれは！　いかん、いかんぞ。功績にはしかるべき報ほう酬しゆうが支し払はらわれるべきだっ！　お前は大物を討うったのだから、取り分を多くもらわねばならん！」

「大物って……俺は別にサーファイアから何かをもらうつもりはないんですよ。実は――」

　これまでの経緯をかいつまんでルビアさんに話した。

　過去にサーファイアを奴ど隷れいとして扱あつかい、つらい目に遭あわせてしまったこと。

　にもかかわらず、野垂れ死にしそうなところを助けてもらったこと。

　バーガー勝負に参加したのは罪つみ滅ほろぼしをするためであり、恩返しをするためでもあったこと。

　こくこくと相あい槌づちを打つルビアさんだったが、興奮は冷めない。

「やはり自分の店を持て平助っ！　うむ、それが一番いい」

「いや、もちろんそうしたいですけど、簡単には」

「金などという、つまらんことを心配するな……ここに……うん、あったあった」

　ルビアさんは大だい胆たんにも胸きよう甲こうの留め具を外し、上着の谷間に手を入れ、ごそごそとやり始めたので目のやり場に困った。

　そうしていると、何か光るものを取りだした。宝石付きのペンダントだ。

　極ごく彩さい色しきに輝かがやく石――効果はわからないが、値打ちものだということだけはわかった。

　カットも美しいし、あざやかな光を放っている。

「冒ぼう険けん者しや時代に手に入れた古代の魔石だ。美術商の鑑かん定ていによれば、三百万イードルはするらしい。守護の力があるらしくて、私はお守り代わりに使っていたが、お前にやろう。売って金にするがいい」

「ルビアさん」

　差しだされた手を見つめた。輝く笑え顔がおは太陽よりもまぶしかった。

　喉のどから手が出るほどほしい大金だ。三百万もあれば開業できる。

　俺は雇われの身から一気に経営者にのぼりつめ、幅はば広ひろい世界で勝負できる。

　毎日、つらいアルバイトをしなくて済む。

　不自由な暮らしとおさらばできる。

　目を閉じて自分の店を持つことを夢想した。目を開けて現実を見た。

「受け取れません。俺はあなたが大事にしているものを奪うばいたくないのです」





◇　◆　◇






　貿易都市ガルムンガルドの南西部にある河か川せん敷しき。

　かつて貧しき民の村であったその場所は都市環かん境きよう局きよく風紀課、通つう称しようモーニングスターの蛮ばん行こうによって空き地にされたが、今ではひっそりと貨物用のコンテナが鎮ちん座ざしていた。

　ペテン師さん、脱走奴隷さん、そして俺は紆う余よ曲きよく折せつを経て、再び元の場所に集合できた。

　俺たちは二度も同じ失敗はしない。

　新たな拠きよ点てんは防衛力が格段に強化された。

　分厚い鉄板に覆おおわれたコンテナハウスは、まさに要よう塞さいそのものである。

　いかにモーニングスターといえど、容易には破は壊かいできまい。

「ふーん……でもさぁ、平ちゃん。もらうのが嫌ならその魔石をひとまず借りて、銀行で担保にして金を借りればよかったんじゃないの？」

「よせよペテン師。平助の男気の問題だ。余計なことを言うんじゃねえ。しかし、なかなかできねえことだぞ。見直したぜ」

　丸テーブルを囲み、タコ焼きパーティーをしながら事情を二人に話すと、ペテン師さんは建設的な代だい替たい案をだし、脱走奴隷さんは俺を手放しで褒めてくれた。

　コンテナの内部は密閉された空間ではあるが、天板はくり抜いて開閉式の採光窓にしているので光は入ってきている。

　カーテンもつけたし、カーペットも敷しいた。

　わずかながらも家具や生活用品をととのえると、居い心ごこ地ちもよくなってきた。

「めちゃくちゃ迷ったんですけどね……でも、脱走奴隷さん、コンテナなんてよく手に入れられましたね」

「ああ、ブンドリヤの工場から、ヘビーモス運送に転職してな。デカいモンスターの操そう縦じゆうなんて、やったことなかったが、意外に簡単でな。うまいこと廃はい棄き用のコンテナをここに転がせたよ。なぁに、どうせ捨てるもんだったから、いいだろ。助けてくれた礼だ。これは平助にやるよ」

「えっ？　マジですか。ありがとうございます」

　思いがけず、住む家をゲットできた俺はガッツポーズを取った。

　ちなみにヘビーモスとは、輸送によく使われている人慣れした魔ま獣じゆうだ。

　馬車の上位互ご換かんでもある。ようするに大型トラックみたいなものか。

　貨物を引く青あお肌はだのサイといった見かけをしている。

「でも、なんとか開業したいですね……できれば、タコ焼き屋で」

「平助はほんと、タコ焼きを作るの上手だもんなぁ……今日はふわふわした感じなのに、ほのかにカリカリ感が残ってて、しかも中がとろーりとしてうまい」

　タコ焼きを噛みちぎりながら、脱走奴隷さんがうっとりした。

　今日は山やま芋いもを掘ってきたから、ややふわふわな仕上がりになっているのだ。

「そういやよ。平ちゃん向けの新しい風がきそうだぜ。うまくやれば金になるかもしれねえぞ」

「え？　どういうことですか」

　ピックでタコ焼きを小皿に取り分けていると、ペテン師さんから意味ありげな言葉。

　彼かれは調味料屋の店主をまだ続けている。

　あまり働きたくないようだが、市場にいると世の情報が入ってくるのだろう。

「平ちゃんのタコ焼きはタコールを使ってる。言っちゃ悪いが……八本足のゲテモンだ。ほとんど馴な染じみがなくて、古くから食材としては敬遠されていた。だから、王女様につぶされちまったんだよな？」

「はい」

　事実確かく認にんだ。タコはこの世界ではタコールと呼ばれている。

　食用に使われて酢すダコや干しダコ、揚あげダコなど。

　漁師が食べる程度で、一般的な食材ではない。

　だが、俺おれは街のいたるところにタコ焼きチェーン店を展開するほど成功した。

　小規模な形態で出店しやすく、小麦粉とタコが安価で経済的だったこともあるが、お客さんが見慣れない食材を物もの珍めずらしがってくれたこともある。

　きっと丸い生き地じでタコを隠したことも、うまくいった秘ひ訣けつなのだろう。

　それが思いがけず、仇あだにもなったのだが。

「その王女様の後こう援えん者しやであるベルーガ伯はくがな。ガルムンガルドの最高権力者である大公と喧けん嘩かしちまったんだよ。そのせいで、諸しよ侯こうたちが王子派に鞍くら替がえし始めてるんだ。ああ、どこにでもある跡あと目め争いの政争だよ。元より、フルーレ王女はわがままで日ひ頃ごろのご乱行が悪評になっていた。何よりも、中立派の大公が王子派に流れたのは大きい。勢力図が変わってきているんだ」

「ベルーガ伯って……先日、俺と対決したあのアホのお父さんですよね？」

「ああ、あのアホが大公をキレさせるようなことをやらかしたらしい。美食家ってのは、神経質なほど食い物にうるせえからな」

　心当たりはある。

　先日の食品偽ぎ装そうが、意外な形で波は紋もんを広げているのだ。

「ペテン師よぉー。面おも白しろい話だが、おかみの事情なんて俺らには関係ねえだろ」

「まだ話は半分だ。茶々を入れないでくれよ。っでまあ、王子様はまだ十二歳さいだが、なんでも食べる寛かん容ようなお方でな。古い風習に固こ執しゆうし、食くわず嫌ぎらいをする姉のフルーレ王女様とは対極にある。王子様に忠誠を示すにはその作法に同調し、なんでも食べる方がいいのさ。賢い平ちゃんなら、どうしたらいいかわかるよな？」

「王子様の取り巻きに、タコ焼きを売り込めるってことですか」

　婉えん曲きよくな言い回しだったが、俺もようやく商売の匂においを嗅かぎつけた。

　そうだ、王おう侯こう貴族たちの権力闘とう争そうも一つの流れだ。

　流れに乗ればいいんだ。

　それが、利益に繋つながることなんだ。

「ああ、平ちゃんの言う通りだ。王子派のパーティーでなら、王女様の嫌きらいなタコ焼きも売れるはずだ。店を構える必要もない。機材だけなら安くつく。貴族なら金払いもいいはずだ。しかも、平ちゃんは敵対勢力であるフルーレ王女様の身勝手でつぶされた哀あわれな子羊だ。高こう慢まんちきな貴族どもも、体面作りのために力を貸してくれるはずだ。王子様に忠義を示すことができて、更さらには弱者救済の大義も掲げることができるからな」

「……なるほど、出張タコ焼き店は良案ですね。でも、一つだけ懸け念ねんがあります。王女様の身勝手にせよ、罪人になった俺が貴族社会に受け入れられるでしょうか」

　浮かれた気持ちを鎮しずめながら、慎しん重ちように聞く。

　唯ゆい一いつにして、最大の問題点だ。

「大だい丈じよう夫ぶさ。平ちゃんは多額の罰ばつ金きんを支払った。全財産を没ぼつ収しゆうという形でな。というか、元からあってないような罪だ。衛兵所でも聞いたが、もう追われてないよ」

　過ぎ去りし日のピンチが今、チャンスへと変わってきているのがわかった。

　ずっと待っていたんだ。巻き返せるときを。

　感かん極きわまりながら拳こぶしを固くし、立ちあがって吠ほえた。

「やってやりますよ！　絶対に成功してやる！　これからが俺のターンだっ！」







　俺の権力者に繋がるツテはルビアさんしかなかった。

　以前、聞き及んでいた彼かの女じよの住所に手紙を送ると、ルビアさんはわざわざ俺のコンテナハウスまで足を運んでくれた。

　招き入れて粗そ茶ちやをだし、俺が平へい伏ふくしながら王子派のお貴族様の靴くつを舐めしゃぶりたいと告げると、快い顔をしてくれなかったが、承しよう諾だくはしてくれた。

「いいだろう。話を通してやる。平助、頭をあげてくれ……お前の性せい癖へきには疑問が残ったが、パーティーなら毎月うんざりするほど開かい催さいされるので、かけ合ってみよう」

「ありがとうございますルビアさん！　もうアネサンと呼んでいいですか！」

「アネサン……ところで平助はいくつなんだ？」

「二十一ですけど」

「なんだと。十八くらいかと思ってたぞ……私と同じくらいかと」

「えっ？」

　しまった。

　俺の見立てでは同年代くらいだと思ってたんだが、失礼なことを言ったか。

「すいません。ルビアさんは大人びてるし、同じ歳かなと」

「いや、こちらこそすまない、年上だったのか……平助さんと呼ぼう」

「平助のままでいいですよ。俺の頼たのみを聞いてくれて、ありがとうございます。なんてお礼を言ったらいいか。俺にできることなら、なんでもしますよ」

「むっ……そ、そうか……その、なんでもとは……どこまで許容されるのだ？」

　どこまで、か。

　全ぜん裸らでグランド・マーケットを一周してこい、と命令されても俺は実行するだろう。

　瞳に真しん剣けんな光を帯びさせたルビアさんは、ジッと俺を見み据すえている。

　用よう途とを迷っているようで、長考。

　そんなに悩なやむほどのことを俺にさせるのか――怖こわくなってきたぞ。

「で、では、手を握にぎってくれないか……？」

「え、あ、はい」

　拍ひよう子し抜ぬけしながら手を差しだすと、ぎゅうと握られた。

　ルビアさんは両手を使っていて、上と下で俺の手を挟はさんでいる。

　なんか、レジの人が釣つり銭せんを渡わたすときみたいになったな。

　手厚いサンドがしばらく続く。ぬくもりが伝わって心ここ地ちいい。

　ふぅーっとルビアさんは深呼吸すると、手をゆっくり離はなした。

　頬ほおを紅潮させての色っぽい息いき遣づかいに、俺はドキリとしてしまった。

「ありがとう……で、では仕事に行ってくる！」

「いっ、いってらっしゃい」

「ああ」

　コンテナの出入り口まで、付つき添そった。

　やたらと爽さわやかなのにとても控えめで、可愛かわいい人だ。

　その後ろ姿が消えるのが名残なごり惜おしく、土手沿いを眺ながめながらボーっと立っていたら、不意に背中のうぶ毛が逆立った。

　禍まが々まがしい気配が、チリチリと皮ひ膚ふを突つき刺している。

　これは――殺気か。

「アカツキ」

「サーファイア……か、元気にしてた？　何か、怒ってない？」

　入いれ替かわるように現れたサーファイア。

　ルビアさんとの話が終わるまで、待っていてくれたのか。

　正面から向かい合うのは久しぶりだ。

　青あお紫むらさき色いろの瞳ひとみがギラギラと輝いているのが気になる。

　俺の思おもい違いじゃなければ、虎とらが獲え物ものを殺すときの目をしている。

　バーガー勝負のことで気まずくなり、避さけられていたのだが、仲直りしに来てくれたと信じたい。

　靴のつま先でグリグリと雑草をえぐっているので、イラ立っているっぽいけど。

「エリスティアに聞いたけど、バイト辞やめるの？」

「ああ、新しい商売の準備に忙いそがしくてな。世話になったな」

　ていうか、あのヤンデレさんが怖い。

　あのままだと、そう遠くないうちに包丁が俺の脇わき腹ばらに突き刺さる気がした。

「辞めないでよ。せっかく、お店がうまくいってきてるんだし……あたし、謝あやまるから。アンタを正社員にするから。お金もあげるから」

「経営難で借金してるんだろ。そっちの返済に回せよ」

「そう……じゃあ」

　スタスタと、家主の了りよう承しようもなしにコンテナの中に入っていく。

　ジャケットをバサッと脱ぬぎ、スカートのホックをパチンと外し、あられもないレースの下着姿となったので目を丸くした。

　何を考えているのか、そのまま俺のせんべい布ぶ団とんに入る。

「さぁ、約束通り、あたしの肉体を味わい尽つくしなさいよ」

「いや、別にそういうのもいいから。あれは冗じよう談だんだから」

　拒きよ否ひすると、サーファイアは激した。

「嘘よっ！　まず最初に『ピィー！』に及およんでから、ずっと『ピィー！』したあとに、ちょっとでも飽きてきたら今度は別の『ピィー！』にチャレンジしたりする気なんでしょ！　そんでもって『ピィー！』なプレイをやってみたりして、女の子を『ピィー！』な目に遭わせるのが男は好きだってエリスティアが言ってたもん！」

　やべえ。

　すんごい偏かたよった性知識が植えつけられている。

　エリスティアさん、純真な娘むすめになんてことを教えているんだ。

　確かに、俺の心に潜ひそむ欲望の権ごん化げであるダークドラゴンは悪あく食じきの怪かい物ぶつ――サーファイアが言ったようなことはやらないとは決して言いきれない。

　先ほど、わずかに見えた下着は純白で縁ふち取どりがレース仕立ての可愛らしいもので。

　デルタ地帯の面積はかなり少なかった。

　恐おそろしいことに、Ｔがバックしている感じの代物だ。

　布が尻しり筋すじにぴっちぴちに食いこんでいたし、はみ出る尻肉がたまらなかった。

「来なさいよ……この根こん性じようなし！」

　くるっと寝ね返がえりを打って背中を向ける。

　強気な口調だったが、俺が一歩近づくと、びくっと身が震ふるえた。

　うぶな娘が無理して誘ゆう惑わくしているだけだ。本気にしてはならない。

　なのに、どうして俺はハァハァと呼吸を乱しているんだ？

　ああ、落ちつけダークドラゴンよ――俺の暗黒面の化け身しんよ。

　哀れな生いけ贄にえの子に牙きばを突き立ててはならぬ。バーガー村を救ったのはお前の魔ま性しようの力ではあるが、罪なきメスを喰ろうてしまえば、自由に空を飛ぶことができなくなるのだ。

　男女交際という名の結界に封ふうじこめられ、いずれは家族で住める家とファミリー用の馬車を購こう入にゆうしなければならないのだぞ。

　俺はまだ冒ぼう険けんの途と中ちゆうだ。

　エンディングは時じ期き尚しよう早そう。家だってコンテナだ。

　ここは成人男性らしく、冷静に対処しよう。

「サーファイア、俺は無責任な行動はしないって決めてるんだ」

「……別に責任取ってとか言わないから。遊びでいいし、お礼だし」

　バチィン、と炸さく裂れつ音おんがした。

　ダークドラゴンの身を縛しばる理性の鎖くさりが外れたのだ。

　うぉおおおん、と暗黒の空に向かって咆ほう哮こうが放たれる。

　俺の血走った目が、サーファイアの盛りあげた布団の内部にある肢し体たいに注がれる。

　かけ布ぶ団とん越しでもわかるが、盛りあがった腰の曲線はそそるものがある。

　俺は本能の炎ほのおに焼かれ、寝ねている彼女に接近し、舌舐めずりしながら魔ま手しゆを伸のばそうとしたが。

　ギョッとした。

　身体が思うように動かなくなったのだ。

　圧力のかかっている方向に視線を移すと、あろうことか、俺の意思に反して左手が右手首をつかみ、ひねりあげていた。

　まさか――理性を失ったはずの俺にも、善なる心が残っていたのか。

「どうしたの……？　あたしの気が変わるかもしれないし……二度はないチャンスよ。気楽に遊べちゃうのよ」

「だ、だが……うぅう……んんんっ！」

　ねっとりした魅み惑わくの声が、耳に絡からみつく。

　俺は頭を抱かかえて身をよじり、苦く悩のうした。

　迷うな平助ぇ！　わかっているな。今のはブラフだ。男女のライアーゲームは既すでに始まっているんだぞ！　責任取らなきゃいけないに決まってるだろうがっ！

　落ちつけ――落ちつくんだ。頼む、落ちついてくれ。

　大和やまと男児が軽はずみにやわらの技わざを用いてよいはずがない。刃の下に心と書いて、忍しのびと読むのだぞ。耐たえるんだ。頑がん張ばれ、耐えるんだ。

　あぁあっ、うおおおっ、ち、ちっきっしょう！　こんなに見事に心に滑すべりこんでくるとはなんたる策士。後あと戻もどりできない道だとわかっているのにダイブしてぇよぉ！

「やっぱり、あの女騎き士しさんのことが好きなの……？」

　絶賛、葛藤中の俺へ、かすれた声での問い。

　口調は落ちついているが、長耳だけはぴこぴこと忙せわしなく動いている。

　嫉しつ妬としているのか――そんな、まさか。

「いや、それは……」

「アカツキ、仲良くしてたもん……あたし、ずっと見てたんだから」

　変に誤ご魔ま化かすのはやめよう。

　サーファイアも魅み力りよく的てきに育ったし、俺に好意を示してくれている。

　ルビアさんも俺の昔からの常連客で、聖母のように優やさしい人だ。

　どちらも素す敵てきな女性だ。

　想おもってもらえるのなら、俺はきちんと選せん択たくしなければならない。

　嘘うそ偽いつわりなく、男らしく、心のままに返答するんだ。

　俺は膝ひざをつき、諭さとすような顔を作ってサーファイアの枕まくらもとでささやいた。

「二人とも大事な存在なんだ。できれば同時並行でお付き合いしたい」

「死ね！」

　布団から飛びだしてきた握り拳が俺の顎あご先さきを捉とらえた。視界が急に白く染まった。脳のう震しん盪とうを起こした俺はどさっと倒たおれ、ぼんやりしながら己おのれの間ま違ちがいを悟さとった。

　あ、両方って選せん択たく肢しはやっぱりだめでした？

　ですよね。心に正直すぎるのも考えものだよね。

　怒いかり心頭のサーファイアは涙なみだ目めでぷんすかしながら身み支じ度たくを整え、コンテナから出ていった。下着姿は記憶に収めたので、無む収しゆう穫かくではない。

　ああ、でも、ちきしょう、惜しかったかな？





◇　◆　◇






　俺の出張タコ焼き店の話は、トントン拍びよう子しに進んでいった。

　特注した機材がバイト代で用意できた頃ころ、ルビアさんの口くち利ききによって王子派の交流会とされるパーティーに出店する好機に恵まれる。

　士気高こう揚ようのための月例会らしく、市民も参加できるから気楽にやればいいと言われたが、俺は久しぶりに蝶ちようネクタイを締しめ、燕えん尾び服ふくに袖そでを通した。

　コック装でもいいのだが、この方が調理しながら営業できると考えた。

「さぁーってと、頑張るかな」

　エプロンの紐ひもを結び、呼吸を整える。

　見上げれば、天てん井じようには水すい晶しようのシャンデリア。

　大広間の隅すみ々ずみまで敷かれた高級絨じゆう毯たんはふかふかで、踏ふみ心ごこ地ちがいい。

　パーティーの開催場所は中央地区の一流ホテル。まんま西洋風の古城といった外観だ。

　ひと目で上流階級とわかる、きらびやかな服装で着き飾かざった紳しん士し淑しゆく女じよが本日のお客様。

　等とう間かん隔かくに配置された丸テーブルの数は五十ほど。

　テーブル一つに五人だとして、二百五十人ほど集まっていることになる。

「結構……人が集まってるな」

　親しん睦ぼくが目的のせいか、食事はバイキング方式となっていた。

　配はい膳ぜん台の料理を自分のテーブルに運ばせるため、召めし使つかいをはべらせている人も見かけるが、数は少なかった。

　座すわってばかりいたら、他者と会話できないから当然かもしれない。

　壁かべ際ぎわには俺をふくめて、実演調理する料理人たちが横並びで控えている。

　ヘラを両手に持ち、塊かたまり肉にくを鉄板でジュージューと焼く者。

　見たこともない巨きよ大だい魚を手て際ぎわよく解体していく者。

　手回し式の搾しぼり器きで果実を潰つぶし、カクテルを作る者。

　実に手がこんでいるし、人も使っている。

「うーん、豪華だな……」

　大金があるところでは、美食が追求されるものだ。

　食べるということは多くの人間にとって、わかりやすい娯ご楽らくだ。

　扱っている食材はどれも、贅ぜいを尽くしているのがわかる。

　ちなみに俺は、

『タコールのスナックボール～マヨネーズソースと海かい鮮せんサラダ添ぞえ～』

　というプレートを配膳台に掲かかげている。

　宛あてがわれたスペースで普ふ通つうのタコ焼きを焼いているだけだが、パーティーの雰ふん囲い気きに合わせて名前を気取らねばならなかった。

　カツオ節と青あおノリはまあ海産物ではあるから、間違ってはいない。

「あら、珍めずらしい方がいらっしゃるわ」

「およしなさい、からかっては可哀かわい相そうな方よ」

「そうね。でもあんな物は食べられないわ」

「大丈夫よ、私たちが食べなくてもお金は払われるし、彼の面めん目ぼくは保てるって、パパが言ってたもの」

　ドレスを着た令れい嬢じようたちが遠巻きに俺を眺め、小鳥のようにさえずった。

　現状はおっしゃる通り、俺は可哀相な状態になっている。

　アピールのために焼き続けているものの、一皿もさばけない。

　焼き立てが命なので、時間が経過したものは足もとの容器につめている。あとで自分で食べるためだ。

　こういう事態も想定していたが、まさか実際にそうなるとは思わなかったぜ。

　タコに抵てい抗こう感があるのはフルーレ王女だけではない。

　この地方の伝承によると、タコールは女子供を襲おそう怪物とされている。

　見た目の醜しゆう悪あくさと吸きゆう盤ばんだらけの足が、イメージの悪さを手伝っているのだろう。

　高貴な身分の人は外聞を気にする。味よりも面子メンツだ。

　薄うす々うすわかってはいたが、そううまくはいかないものか。

「頂こうか」

「あ、はい。どうぞ」

　姿を見せてくれたルビアさん――気を遣つかってくれたのか。

　情けなく、恥はずかしい気持ちになりながらも小盛りの皿を手渡した。

「むむ……いつもよりも小さいな。でも、これなら一口で食べられる」

「ええ、鉄板のくぼみを小さくして、小玉にしました。今日はパーティーですから、みんな口許を汚よごしたくないでしょうし」

　見た目の派手さを求めてボリュームのある大玉にしてもよかったが、口に合わなかったら食べ残しも発生してしまうだろうし、他の料理を楽しむことができなくなる。

「なるほどな……うん、いつもより、うまい感じもする」

「ははっ、わかりますか。勝負のしどころですから、奮発して上等な小麦粉を使ってます。材料もこだわってますし、油も最高級のものを混合しました」

「カリッとして、香かおり豊かでいい感じだぞ」

「ええ、サクサク感が出るように油を多めにしましたからね。外側につやもでますし」

　生地を丸めて形を整えてから鉄板に油を注つぎ足たし、ボールをカリカリに揚げたのだ。

　小こ粒つぶでも印象に残るようにジャンクっぽく、濃こい味つけになっている。

「平助。もう一皿くれ。いや、ちまちましてないでもっと焼け」

「え、ええ……でも、無理は禁物ですよ」

「無理ではない。実のところ、大食い女と思われるのが嫌いやでセーブしていただけだ。このくらいのサイズなら五百個はいけるぞ。それとも、私の注文が受け入れられないのか」

「はっ、はい。わかりました」

　半信半疑のまま、タコ焼きを作っては手て渡わたす。

　ルビアさんはわんこソバのノリで、がつがつとむさぼり食い始めた。

　最初こそ、場を持たせてくれる思いやりに俺は感動していたのだが。

　おかわりの皿を突きだすスピードが高速かつ、目が据わっていたので、別に思いやりとかそういうのじゃなくてマジで大食いなのかもしれない。

　なんか「もっと早く」とか「全然足りないぞ」とかソースのついた唇くちびるで煽ってくる。

　余計な何かを考える暇ひまもなく、忙しくなった。

　そうして、俺がタコ焼き製造マシンと化していると。

「まあ、騎士様が召しあがっているわ」

「あのような高貴な方が夢中に……」

「俺も頂くかな」

　ルビアさんのすがすがしい食いっぷりは注目を集めた。

　引き寄せられるように、人だかりができてくる。俺の忙しさが倍加する。

　だが苦労など、商品がさばけると気にならない。

　ピックが荒あらぶる。カッカッカと生地をひっくり返す作業に集中した。

　黄おう褐かつ色しよくのタコ焼きを、タイミングを計りながら丸い形に変える。

　フォルムの均一化は大事だ。料理の見み栄ばえは誰だれだって気にする。

　焼きすぎて焦こげ目めをつけてはいけない。味に苦味が生まれてしまう。

「おいしい」

「まあまあ、ですわね」

「すまないが、タコール抜ぬきはできないかね？　それさえ入っていなければ、妻が食べてみたいらしくて。ああ……うん、タコールの煮に汁じるだけなら大だい丈じよう夫ぶだ。ありがとう。そちらのバラ肉の入ったものをもらうよ」

「私はもう少し油を控ひかえめにしたものがいいな。柔やわらかい感じがいい」

　要求に笑顔で細かく対応する。助手が欲ほしくなるくらいの大おお忙いそがしだ。

　せっかく来てくれたお客さんを待たせたくはない。

　必死で働き、売りきれた頃にはグロッキーになった。

　ちょうどパーティーも終わりかけだったので、無作法だとは思いつつも、壁際の間柱にもたれ、ずるずると座りこんだ。

「ふぅー……疲れた」

「お疲れかね」

　羽織袴はかまのデカい爺じいさんがぬっと現れた。

　この前のバーガー勝負のとき、多くの説明を求めてきた食通の爺さんだ。

　もう材料とか製法とかしゃべる気力はないのだが、座ったままでは失礼なので、立ちあがろうとした。しかし、片手を突きだされて制止される。

　そのままでいい、とのことか。

「アカツキ君、君も成長したね。以前よりたくましくなった。それに視野が広くなり、気配りができるようになった」
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「は、はあ……」

　全身を舐なめ回まわすように見られてからの発言。

　なんだ？　このおっさん俺をつけ狙ねらってるの？　若い肉体を狙ってる感じ？

　やめてくれよ。クレーマーからストーカーに変質するのは。

「味もよかったよ。君は世間に再び認められるだろう」

「はあ……ありがとうございます」

「最近の貴族の間ではチーズが流行している。タコ焼きにも合うはずだ」

　自己紹しよう介かいもなしに、言いたいことだけ言って去っていく爺さん。

　うーん……自分の好きな物をステルスマーケティングしていくタイプの困ったちゃんかぁ。話半分に聞いておこう。てか、なんだよチーズって。マルチーズみたいな愛あい玩がん犬けんになってから出直して来いよ。

「平助。大公閣下はなんとおっしゃっていた？」

　場から離れていたルビアさんが心配顔で歩み寄ってきた。

　あれだけ食ったのに涼すずしげな顔。健けん啖たん家かだな。

「え？　大公閣下ですか……すいません。俺、忙しくてパーティーの内容を聞いてる暇がなくて。壇だん上じようの演説はあまり聞けてなかったんですよね。なんか『フルーレ王女の時代は終わった』とか『次の王はアルス様』とか、そんな政治色の濃い発言は小耳に挟んでたんですけど」

「違ちがう。さっきお前と話したお方だ」

「さっきのなんか……一方的によくわかんねえこと語ってきた爺さんのことですか？」

「しぃーっ！　大公閣下だぞっ！」

　知らされた事実に血の気が引いた。

「そ、そうだったんですか……今度会ったら、速そつ攻こうで這はいつくばって靴を舐めます」

「平助、冗談はほどほどにしろ」

　あの爺さんそんなに偉えらい人だったのか――危ねえ、もう少しで「老人ホームに帰れよ」とか言っちまうところだったぜ。マジで危なかった。そうと教えてくれていたら全力で媚こびを売りまくったのに。あなたのワンワンです、とお伝えしたのに惜おしいことをした。





◇　◆　◇






　俺の出張タコ焼き店は大公に気に入られたことで、順調に販はん路ろを広げていった。

　出席するパーティーでは、俺の背景を知る人も少なからずいて、成功していた頃の知人に出会うこともあった。

　その中には昔の『暁あかつきの黄金タコ』の顧こ客きやくの姿もあり、復活を純じゆん粋すいに喜んでくれた。

　けれど。

〈フルーレ王女の暴ぼう虐ぎやくで事業をつぶされた可哀相な人が、めげずに頑張っている〉

　という役やく柄がらが求められることも多くあった。

　商売のためとはいえ、同情を買うのは心苦しい。

　タコ焼きが再評価されるためだと、割りきるしかないが。

「アカツキ君、また君が頑張ってて嬉うれしいよ」

「粗そ野やな態度が消えたね」

「前の君は物を売るのはうまかったけど、こんなに丁てい寧ねいじゃなかった」

　パーティーで人に投げかけられる賛辞。

　見ている人は――見ている。

　失敗や悪いところは、人の記き憶おくに残りやすい。

　丁寧な仕事と平身低頭を心こころ掛がけ、ドサ回りをし続けた。

　そうして実績を積みあげていくと――ステップアップもできた。

　パーティー会場だけでなく、都市のイベントにも参加できるようになったのだ。

　儲もうけたお金で移動式屋台も購入できた。

　俺の商売はまさに、波に乗っていた。

「はぁーい！　いらっしゃい、いらっしゃいーっ！」

　今日の仕事先は競馬場。

　楕だ円えん形けいの広場で馬を走らせ、到とう着ちやく順位を予想して賭かけをする公営競技施し設せつだ。

　俺にあてがわれたスペースはトンネル型の通路口。側そく壁へきを背にした場所だ。

　肝かん心じんのお客さんの数はまずまず。

　観覧席からわざわざ買いに来てくれる人もいれば、貴族付きの召使の人が買いに来る場合もある。

「おう、一つくれや」

「はい！」

　現れたお客さんはチャラついた感じの若者三人グループ。

　男物のネックレスに舌ピアス。髪も脱だつ色しよくしてこんがり焼けた肌。

　全身で「俺たちは素行の悪そうなチンピラです」と名乗っていたが、革のベストと乗馬ズボンは競馬場の関係者であることを示している。

「どうぞ、お熱いうちに」

「おう」

　盛りつけしたフネを渡すと、リーダーらしき金きん髪ぱつボーイはそのまま容器を逆さにした。

　重力に従って、べちゃべちゃと地べたに落下するタコ焼き。

　マヨネーズとソースが地面にくっつき、カツオ節が散る。

　俺が眉まゆをあげると、三人はにやけ面で笑いをこらえていた。

　面白がりながら、してやったりという風に仲間と目配せし合っている。

　なるほど、お客様はここで死にたいようですね。

「おうっ、もう一つくれや」

「申し訳ありません。売りきれでして」

「ああん？　そこにあるだろうが。金は払ってやるから、どうしようがいいだろうが」

「いいえ、あなたがたにお売りすることはできません。店頭での嫌がらせ行こう為いは営業妨ぼう害がいですので、どうぞお引き取りください」

「あ？　タコールみたいなゲテモンを売ってるクズの分際で、生意気言ってんじゃねえぞ。俺がどこの者かわかる？　明日から商売できなくなっちゃうよ？　いいのか？」

　ジャケットの胸ポケットに刻まれた紋もん章しようを親指で指し示す。

　俺には判別できなかったが、どこかの貴族の物であることは間違いない。

　後ろの二人もそうなのだろう。

　生意気な庶しよ民みんをなぶり者にして、あざ笑う気だ。

　商売はようやくうまくいっている。権力者を敵に回すのは得策ではない。

　ここが我が慢まんのしどころなのか――苦いモノを呑のまなければならないか。

「わかりま……」

「やめなサーイ」

　間かん隙げきを突くように横入りした声。

　出口の方から現れた男はド派手な赤ジャケットを着こなし、整せい髪はつ剤ざいで髪を角ばった形にしていた。

「イルラス様」

「なぜ、とめるのですか」

「邪じや魔ま者ものですよ」

　そのやり取りで、全員がイルラスよりも下のポジションだとわかった。

　イルラスは三人を歯し牙がにもかけず、手を横に振ふって去るように告げた。

　去り際に睨にらまれたが、チンピラたちは背中を向けて、どこかへ歩いていく。

「大丈夫デスカ？」

「なんで助けた。あいつら、お前の仲間だろ？」

「ええ、お察しの通り王女派の貴族たちデース。成功の裏には必ず影かげがついてくるものデスヨ、タコ焼きボーイ」

　妨害は予期していたが、深くは考えていなかった。

　目立てば目立つほど、俺おれが取り入っている陣じん営えいの敵側に喧嘩を売る形になる。

　わかっていたはずなのに俺は対策を練らず、こんな中立のフィールドに出てしまった。

　完全なミスだ。今後は気をつけよう。

「ああ、もう店じまいするから……よかったら、食ってけよ」

　出来立てのタコ焼きを渡そうとすると、イルラスは少しためらったあと、受け取った。

　壁かべにもたれながら、パクッとかじりつく。

「ほふっ……敵と馴なれ合あうつもりはミィーにはありまセーン。ですが、ジェントルでない振る舞まいをする貴族の方が、ミィーは許せないのデース」

　声が張っていた。

　照てれ臭くさそうな態度に、親しみが湧わく。

「バーガー勝負で手を抜いたくせによく言うな」

「あれは予想外デース……ミィーが庶民を甘あまく見みた結果デス。味などわからないと決めつけてました。慢まん心しんしてしまったんデスネ」

「まあ俺も、その……小細工して悪かったと思ってる」

「勝負は勝負デース。お互たがい、ベストを尽くしました。あれこれ言うつもりはありまセーン。それにミィーは……ブンドリヤの経営には飽あきてきました。サーファイアさんのことも、そろそろ諦あきらめようと思いマス」

　規模縮小したブンドリヤの噂うわさは俺の耳にも入っている。

　律りち儀ぎに約束を果たし、洗脳した労働奴ど隷れいを解放したせいだ。

　大量生産、大量廃はい棄き、出店ラッシュ――それらに見合うほどの採算を得るのは難しい。

　財務の実情は厳しかったのだろう。

　俺は床ゆかに散らばったタコ焼きを片づけ、休きゆう憩けい用のパイプ椅い子すに腰こしかけた。

「……大公と組んでいるらしいデスネ」

「ああ、あの人はいい人だよ。俺に仕事を斡あつ旋せんしてくれるし、言う通りにしてチーズたっぷりのタコ焼きを売りだしたら、めっちゃ売れたんだぜ」

「タコ焼きボーイ……いえ、アカツキサーン。敵であるアナタにこんなことを言っても、信じてもらえないでしょうが……大公もまた貴族なのデース。注意してくだサーイ」

「どういうことだよ」

「……では、ミィーはこれで」

　疑問だけを残して去っていくイルラス。

　胸に不安の波が広がる。気になったので営業が終わったあと、大公閣下の側近であるルビアさんに相談してみた。

　すると「負まけ惜しみだな！」と教えられた。

　なるほど。俺の成功がねたましいんだな。

　でも、俺のこと助けてくれたから、政争が終わったらダチ公にしてやるぜ！







第７話　グルメ・フェスティバル







　資金が溜たまっていく。出店先で好評を博せば見返りも大きい。

　貴族たちはチップを惜しみなく支し払はらう。休日のない日々が続いたが、充じゆう実じつしていた。

　やったらやっただけ金になる。

　それが俺を馬車馬のごとく働かす燃料となっていた。

　だからか、パーティーの話があって――それが商売ではなく。

　自分自身が客として参加する話には、戸と惑まどいがあった。

「わし個人の懇こん親しん会かいでね……屋や敷しきで些さ細さいな話をするだけだ。アカツキ君も来てほしい」

　営業先でのことであったが大公閣下、直々のお誘さそいである。

　街一番の権力者の誘いとは「来いよ、さもなくば殺すぞ」と同義でもある。

　中央地区の中ちゆう枢すうにある大公閣下のお屋敷は敷居が高いが、行かねばなるまい。

　覚かく悟ごを決めた俺はアイロンをじっくりとかけた燕尾服をまとい、南西部から歩いてきた。

　貧びん乏ぼう性しようが抜けず、緊きん急きゆう事態でない限り辻馬車タクシーに乗ることができないのだ。

「あれかな……」

　地図を頼たよりに探たん索さくしていた俺は、目標を見つけてピタッと立ちどまった。

　豪ごう邸ていの門もん扉ぴの前では、スーツを押おし上あげるほど屈くつ強きような筋肉を持った黒服たちが並んで佇たたずんでいた。全員、抜き身の剣けんを肩かたに担かつぎ、タバコの紫し煙えんをくゆらせながら周辺にガンを飛ばしている。

「うーん……」

　門番だけでなく、屋敷も物々しい。

　他者を拒きよ絶ぜつするかのように、高い壁が敷しき地ち内ないの全容を覆おおい隠かくしている。

　何か人目につくと、まずい理由でもあるのだろうか。

　てかこれってさ、まんまマフィアの家だよね？

　あーあ、決心が柔らかくなってきちゃったぞ。

　帰ろうかな。命の方が大事だもん。どうしよっかな。

「……アカツキ様でございますか？　正門はこちらでございます」

「あっ、はい」

　死の門を叩たたくべきか俺が悩なやんでいると、横から出で迎むかえのメイドさんが声をかけてきた。

　音もなく接近してきた辺りが怖こわい。

　しかし「はい」と答えたからには人ひと違ちがいも主張できない。

「ずっ、随ずい分ぶんと頼たのもしそうな門兵さんたちですね」

「閣下は〝武〟を尊ばれますから。強者であれば他は許されるのです」

　力こそ正義の理論を頂いた。

　大公はメイドさんにどんな教育を施ほどこしているのだろう。帝てい王おう学がくかな？

「やっぱ……広いな」

　厳重警備された正門をくぐり、お屋敷の前庭へ。

　メイドさんに促うながされながら、石の敷かれた中央歩道を通る。

　雰囲気に圧おされた俺は、気持ちを落ちつけようとなんとなく庭園を眺ながめた。

　庭木や芝しば生ふは綺き麗れいに刈かり整えられていて、清せい涼りよう感を与あたえる配置に収まっている。

　噴ふん水すいが高く舞いあがり、花か壇だんに咲さき乱みだれる季節の花々は心を休ませてくれた。

　だが正面にあるコの字の豪邸は、どっしりとした厳格さを感じさせる。

「どうぞ、お入りください」

　両開きの扉とびらを越こえ、俺はついに邸てい内ないに入った。

　緊きん張ちよう感が俺の肉体を重くする。ドクンドクンと、心臓の鼓こ動どうも聞こえた。

　廊ろう下かを歩いているのに足先が浮ういているような、ふわふわしたような気分になった。

　――君は世間に再び認められるだろう。

　大公閣下が言っていた台詞せりふ。

　俺が再起できるかどうかは今日この日、決まるのではないだろうか。

「こちらです……閣下、アカツキ様がいらっしゃいました」

　呼び声とノックのあと、一室の扉が開けられる。

　部屋の中央に置かれた円えん卓たくには、三人の老人が座っていた。

　大公と二名の有力貴族だ。常人とは明らかに放つ気配が違った。

　二人とも巻き髪のかつらを被り、花細工の施された華か美びなコートを羽織っている。胸むなもとには数々の勲くん章しようが輝かがやいていた。

　発する雰囲気から、人に命令することに慣れた風格を感じさせる。

「よくきたねアカツキ君。紹しよう介かいしよう。スルードとグリアスだ。二人とも、自分が迷子になるほど広い領地で侯こう爵しやくをやっている」

　冗談を交えた紹介。こちらにくるのは目礼だけ。

　すかさず俺は両腿に手をやって低頭し、席に促されるのを待った。

　大公に手で合図されて初めて動きだし、円卓に座ると褐かつ色しよくの茶が出てきた。カップに黄色の小花がゆらゆらと浮かんでいる。

「東方に住む騎き馬ば民族の茶でね。わしは好きなんだ。どうかな、味は？」

「とても香りがよく、おいしいです」

　嘘うそだ。味なんてわからなかった。

　舌が機能していない。熱さも冷たさも感じない。

　全盛期の俺でも、ここまでの階級と対話したことなどない。

　身分は力だ。吹ふけば飛ぶような俺の立場では、かしこまることしかできない。

「それはよかった……ところで、商売の調子はどうだね」

　世間話が滑なめらかに切りだされた。大公は話術が巧たくみだった。俺が身を硬かたくしているのを理解して、当あたり障さわりのない話題を繰くりだしてくる。

　店の経営状じよう況きよう、顧客の評判、側近のルビアさんとの関係。

　二人の大貴族は押し黙だまっていたが、俺の人となりが与くみしやすい、どこにでもいる若者だとわかってくると、表情がほんの少しゆるみ始めた。

「ルビア・シャーリットはわしの護衛だが、元々は高名な冒ぼう険けん者しやでね。魔ま獣じゆう退治のエキスパートなんだよ。わしのために希少な食材を取ってきてくれる……それでだ」

「はい」

「君のタコールもいいが、こういう食材もどうかね」

　パチンッと大公が指を鳴らすと、皿を持ったメイドが現れた。

　しずしずと歩き、テーブルの上に料理皿を置く。

　盛りつけられているのは刻まれた茹ゆでダコの足――だが、人の腕うでほどの太さがある。

「吸盤がないタコ足……失礼します。うん……味もタコールですね……いえ、もっと甘あま味みが強いかな。食感はあるのに柔らかくて、歯でちぎりやすいです」

「うん。これはオクトパシィというものでね。タコールとは近きん縁えん種しゆなのだが、タコールではない。これなら物もの珍めずらしいし、貴人にも受け入れやすいだろう」

「こんなの、あったんですね……知らなかった」

「その窓から食材が見えるぞ」

「え？」

　スッと指で示されたので俺は窓辺に近づき、中庭を見下ろした。

　そこには――ゾウほどの大きさのタコの化け物が転がっていた。

　鎧よろい姿の騎士がその丸い頭を踏みつけ、長ちよう剣けんでずばずばと身を切り分けている。

　俺の視線に気付いたのか、ポニーテールの麗うるわしい騎士が振り向むく。

「おぉーい！　平へい助すけーっ！」

「ルビアさん……」

　ぶんぶんと嬉しそうに手を振っている。

　うーん、そっかぁ……わかるわかる。あんなバケモンは簡単には倒せないよね。

　そりゃあ市場に出回らないよね。マダコとかミズダコとかとは違うもんね。

　さすが異世界食材だぜ、スケールが違う。

　しかしあの人、どんだけ強いんだろう。

「さて、そろそろ本題に入っていいかな」

「はい」

　窓から離はなれて、大公閣下に向き直る。

　ただで新しいタコをくれるってわけではなさそうだ。

「実は我々は、中央地区にある運動広場でグルメ・フェスティバルという催もよおし物ものをしようと思っているのだよ……そこで、君のタコ焼き店も参加してもらいたいんだ。多方面から、庶しよ民みん的てきで珍しい料理も集めようと思っているからね」

「参加させて頂けるなら、喜んで」

「うん、それでイベント内容なのだが……コンテストを開かい催さいし、ガルムンガルドの名物を決めようと思っている。ちなみにグランプリに選ばれた者はロイヤル・ストリートに出店する権利が得られる。土地と建物つきでね。それで、君に勝ってもらいたいんだ」

「はいっ！　力の限り頑がん張ばります」

　胸が興奮でいっぱいになった。街の名物。親しみのある土着の料理の称しよう号ごう。

　街で飲食店を開く者にとって、最上の栄えい誉よだ。

　店もくれるなんて最高だ。疑いなく、勝者には栄光が約束される。

　希望を見いだした俺が意気込むと、それまで黙っていた諸しよ侯こうたちが固い口を開いた。

「君ぃ、勘かん違ちがいしてもらっては困る。我々が審しん査さ員いんなのだ」

「えっ？」

「つまり、君はもう勝つことが決まっているのだ。問題はそのあとだ。勝者はフルーレ王女にそのメニューを献けん上じようすることになっている」

　二人の侯爵から聞かされた耳を疑うような話――イカサマレース。

　俺がグランプリを獲かく得とくしても嘘になる。

　出店する参加者、集まった料理人たちをコケにするような邪じや悪あくな話だった。

　唖あ然ぜんとしていると、大公は握にぎり拳こぶしを口くち許もとに当て、こほんと咳せき払ばらいする。

　そしてゆったりとした袖そで口ぐちをごそごそとさぐり、赤色の小こ瓶びんをつまみだした。

　コトッとテーブルの上に置き、少し弱った顔で俺を見つめる。

「アカツキ君、申し訳ないんだが……フルーレに恥はじをかかせてほしいんだよ。この激げき辛からスパイスをタコ焼きの中に入れて、民衆の前で吐はきださせるんだ。フルーレは不ふ寛かん容ような王女というレッテルを必死で引ひき剥はがそうとしている。これまでのわがままのせいで、自分の弟のアルスに王位継けい承しよう権けんを奪うばい取とられそうだからね。

　既すでに貴族や庶民の間では、君は努力して戻もどってきたヒーローとして評判になってきている。そんな君の献上物をフルーレは拒きよ否ひするんだ。非難は集中するだろう。つまり、彼かの女じよの失しつ脚きやくは決定的なものとなる」

　そうか。

　三人はただ政敵を滅ほろぼすためにイベントを打つのだ。

　何も知らない人々を利用して。

　呼吸が速くなった。まるで足裏から根が生えたみたいに、身動きができない。

　俺は嘘っぱちのイベントに参加して、悪事に加担することを強要されているのか。

　作り物の名めい誉よを得て、くだらない悪戯いたずらを仕込みにいく刺し客かくになるんだ。

「まあ、そう悪い話ではないんだよ。アカツキ君」

　大公は柔にゆう和わな顔で俺にささやく。

　お抱かかえのルビアさんと結けつ婚こんさせてもいいと。

　彼女もそれを望んでいると。

　なんなら爵しやく位いも授さずけるし、店てん舗ぽのほかに幸せに暮らすための新居も与えると。

　ああ――たまらない厚こう待たい遇ぐうだ。

　これ以上ない報ほう酬しゆうに、目がくらむ。

　ガルムンガルドの名物を作りだした男としての歴史的な栄誉も得られる。

　フルーレ王女は俺から何もかもを奪った。

　俺の財産を奪い、住む家を奪い、大事にしていた仕事を奪い、成功者から地べたを這いずる敗残者へと変えた。

　待まち焦がれていた復ふく讐しゆうの機会が、やっときたのだ。

　自分でも望んでいたことじゃないか。

　それに大公に逆らってどうなる？　また仕事のない浮ふ浪ろう者に逆ぎやく戻もどり？

　もう二度と、この世の中でタコ焼き屋は続けられないぞ。

　イエスと答えるしかない。ノーなど許されない。

「……えっと、俺は……その……」

　舌がもつれた。うまく声がでない。喉のどに透とう明めいな何かが貼はりついているようだった。

「わしはね……誠実で努力している者が好きなんだ。君はまったく身勝手な王族のせいで理り不ふ尽じんにも破は滅めつした。今回のことは、色々と納なつ得とくできない部分もあるだろう。だが、誤解しないでもらいたい。わしは君を元の暮らしに戻してあげたいだけなんだ」

　肩にポンッと大きな手が置かれた。

　大公には恩義がある。

　ルビアさんを通じて、俺にパーティーの仕事を回してくれた。

　今後の生活だって助けてくれる。信しん頼らいを裏切ることはできない。

　これは素す晴ばらしい提案だ。

　なのにどうして、こんなにも胸が張はり裂さけそうなほど苦しいんだよ。

　頬ほおを水すい滴てきがつたった。ぽろぽろと熱い涙なみだがこぼれている。足が小刻みに震ふるえる。

　どこか遠く、ほの暗いところから呪のろいの言葉が聞こえた。

　復讐を遂とげろ――刹せつ那な的てきな憎ぞう悪おが、うつむいていた俺の顔をあげさせる。

　ぎこちなく、俺は大公にほほえみを返した。

「ええ、大公閣下……すべて、あなた様のおっしゃる通りに致いたします」
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　怒いかりが沈ちん下かすると何もしたくなくなった。気力が抜け落おちてしまった。

　喉には何も通らず、身動きすることすらできない。

　仕事はすべてキャンセルした。暗いコンテナにこもることしか、俺にはできなかった。

「やんなきゃ……だめだ。これまでだって、似たようなことをしてきただろ？」

　そうだ。俺は薄うす汚ぎたない人間だ。俺は非道なことばかりして生きている。俺は金にしか興味がない冷れい酷こくなクズだ。これからも成功のために良心を売り飛ばし、平気な顔をして生きていく腹積もりなのだ。

「今いま更さら、善人を気取るなよ……」

　自分に向けて悪態をついた。布団の中で、拳を痛いほど握りしめた。固く、強く。決心したことを遂すい行こうするために。

　復讐するんだ。

　待ちに待った復讐の機会がきているんだぞ。

　浅ましいお前には、わかっていたはずだ。

　王子様と王女様の政権争いに便乗したときから、わかっていたはずだろ。

　誰かの破滅を食い物にして、お前は成功するつもりだったじゃないか。

　この期ごに及およんで、綺き麗れい事ごとなんてどの口で言う？

「アカツキぃ！　いるー？」

　急に弾はずんだ声が聞こえた。コンテナの出入り口がゴンゴンと叩かれている。

　よどんでいた思考が消し飛び、固くなっていた拳がゆるんだ。

　居留守を使おうかと悩んだが、結局は立ちあがって扉に向かい、解かい錠じようした。

　サーファイアがきょとんとしたかと思えば、手て土産みやげらしきバーガーの紙かみ袋ぶくろを掲かかげた。

「うわ、暗くないここ？　なんかね、なんかね。今度さ、ロイヤル・ストリートでイベントするのよ。知ってる？　うまくいけばお店がもらえるんだって。凄すごくない？　あそこってさ、格式あるところじゃん。でもね、自由参加なのよ。街じゅうが大おお騒さわぎしてる。だって優勝すれば、一いち躍やく有名人よ。たくさんの新聞にも載のれるしね。それでさ、あたしも新作バーガー作ってきたの。それで味見してくんない？　ね？　いいでしょ？」

「ああ……いいよ」

　はしゃいだサーファイアの声はきんきんしていたが、コンテナの中へ促した。

　吊つり紐ひもを引いて天てん井じようの遮しや光こうカーテンをずらし、日光を取り入れる。

　テーブルの前に座すわらせ、急きゆう須すでこぽこぽと緑茶を淹いれた。

　サーファイアはそわそわしながら、胸もとで指先をつつき合わせた。

「やっぱ、その、まだ怒おこってる……あたし、アカツキのこと殴なぐっちゃったし……ごめん」

「何も怒ってないよ」

「なら仲直りしましょう。ねっ、いい機会だし！」

　強ごう引いんに片手を奪われた。そのまま上下にぶんぶんと揺ゆすられる。サーファイアの体温がじわじわと手の平に伝わってきて、安心感のようなものがもたらされた。

　動きがとまると、手を握られたまま、ぽつぽつと本音をうちあけられる。

「勝負のときは驚おどろいちゃってごめんね。色々と考えたんだけど……そもそも、あたしのためにイルラスと勝負してくれたんだし……それに友達を助けるためにアカツキは頑張っただけだもんね？　なんだか、その……うまく言えないけど、悪人みたいに思えて……怖くなっちゃってさ。それでその……あたし、変に焦あせって……ごめんね。許してくれる？」

「とっくに許してるさ」

「よかった。じゃあ、これからもよろしくねっ！」

　違うんだ――俺はお前の想像通りの悪党だ。

　負けるのが怖かったから、イルラスに卑ひ怯きような手を使って勝っただけだ。

　心の声は口からは出ていかない。言えるはずがない。誰にも嫌きらわれたくない。俺はずる賢がしこい男だ。

　バツが悪くなって、温かい手をそっと離した。

　テーブルの紙袋を開き、縦につめこまれたバーガーを手に取る。

「バーガー、試食させてもらうよ……ああ、これ、すげえな……俺も肉をせんべいで挟はさむ発想はなかったよ」

「麺めんよ」

「あっ、ああ、悪い。麺だな。うん、パリパリしてる」

　凝ぎよう固こした麺は茹でる前のインスタントラーメン並みに硬かったが、なんとか食ってみる。

　フルーティーなソースの味つけが、炭水化物とはミスマッチ。

　固めた麺でパティを挟む発想は悪くないが、どうせなら角かく煮にを使った方がいい。

　俺なら、とろみのある甘あま辛からいタレにする。

「アカツキ、元気ないじゃない。どうしたの？」

「ちょっと疲つかれていてな」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

　すすす、と身を寄せてくる。

　さらさらの銀ぎん髪ぱつから香こう水すいの匂においがした。甘い色いろ香かにくらくらする。

　細い肩が俺の胸にぴとりと当たり、スーツ越しに丸みのある尻しりが俺の太ももに触ふれる。

　肌の柔らかさが女を意識させる――可愛かわいらしい顔が接近する。

「いや……なんか、部分的に元気になってきた」

「何それ？　ていうか、アカツキも出店するんでしょ。今度はライバルだね」

「そうだな。そうしなきゃな」

「タコ焼き屋さんかぁ……そういえば、どうしてタコ焼きなの？　もっと何か派手なのもいいじゃない？　あっ、悪い意味じゃなくてね」

　俺の原点に関かかわる質問だ。

　気分をほぐすためにもちょうどいい。話すことにした。

「俺の故郷の料理なんだ。母さんがタコ焼きで商売してて、俺の家は貧びん乏ぼうだったから、日常的に売れ残りを食わされてたんだ。粉を水に溶といて作るもんは手軽で、原価も安かったからな。うんざりするほど食べたよ。でも、不思議と飽きなかったな」

「へえ、初耳ね」

「だから、ここに来てからも特に理由もなく作って、食べ続けた……『暁あかつきの黄金タコ』を大規模に展開させたのも、好きな物を広めてやろうと思ったからなんだ。俺の住んでたところじゃ、わりとどこでも売ってて、人気があるものなんだ」

「アカツキの故郷って、どんなとこ？」

「ちょいと遠い場所だな。でも、それなりに平和なところかな……そういえば、サーファイアの生まれとか、あまり聞いたことなかったな」

　言ってから失敗したな、と思った。

　奴隷として売られてきたのなら、貧困や戦争という不幸があったはずだ。

　つらい過去を掘ほり返してしまったかもしれない。

「んー……そうねえ。どうだったかしら」

　幸い、俺の予想は外れた。

　サーファイアは平気な顔をしていた。胸を撫なでおろしてホッとする。

　みずみずしい桃もも色いろの唇くちびるに指を当て、思案するように中空を眺めている。

「船旅で一ヵ月くらいの場所ね……まあでも、思い返せば部族内対立も多くて閉へい鎖さ的てきな土と地ち柄がらだったわ。あたしはこの街の方が合ってるみたい。お店も軌き道どうに乗ってきたし、楽しくなってきたわ」

　嘘うそ偽いつわりのない楽しげな笑えみ。裕ゆう福ふくになったことが、平へい穏おんを生んでいる。

　ああ、迷う必要なんてないんだ。

　大公に従い、俺も商売で成功した方がいい――なのに、まだ俺は煮にえきらない。

「そこで何をしてるザマス！」

「ゲッ」

　飛びこんで来た声に、俺はうめいた。

　都市環かん境きよう局きよく風紀課、通つう称しようモーニングスターの執しつ行こう人にんであるババアが、微かすかに開いたコンテナの出入り口に立っていた。換かん気きのために開放していたのだが、失敗した。

　いずれくるとは思っていたが、もう来やがったか。

「ママ」

「ママっ!?」

　目ん玉が飛び出るかと思うほど、驚いた。

　ババアとサーファイアの二人の顔を交こう互ごに見て、血けつ縁えん関係がないことを確かく認にんしてしまう。

　養母か、養母だよね？　頼むから養母でお願いします。

「まあサーファイアさん！　きったねえホームレスと仲良くするなんていけないザマス！」

「でも、この人、ご主人様だよ」

「何を言ってるザマス！　そんな馬ば鹿かなことが……あらあら……？」

　ババアは近寄ってくると、俺の頬を片手でむぎゅっとつかんだ。

　くいっと眼鏡を傾かたむけつつ、遠えん慮りよなく俺の頬肉をぐゅーっと引っ張る。

　なんて失礼なババアなんだろ。

「アカツキ様ザマスか……お久しぶりザマス。てっきり、歩く生ゴミかと思っていたザマス。私はフェーデリア、ザマス。アナタの屋敷でメイド長を務めていました」

　――フェーデリア。

　俺の記き憶おくでは、艶なまめかしい黒くろ髪かみをなびかせたお色気むんむんのメイド長だった。

　たった三年の歳さい月げつが、彼女の美を残ざん酷こくに切り刻んでしまっている。

　俺は神を呪った。あんな黒髪美人をこんな味気のない、サザエさんみてえな髪かみ型がたをしたクソババアに変えるなんて、身の毛もよだつ変身魔ま法ほうを使ったとしか思えない。

「あっ……久しぶり……まあ、お茶でも」

「はい」

　ひとまず、彼女も招き入れてお茶をいれた。

　お互いの共通点である懐なつかしい昔話から始まって、途と中ちゆうから主人だった俺がいなくなってからの顛てん末まつとなった。

　屋敷が没ぼつ収しゆうされたことによってメイドの仕事を失い、フェーデリアはわずかな蓄たくわえで急場をしのぐことになった。

　メイド長としての責任感からサーファイアを引き取ったものの、コブ付きでは新たな奉ほう公こう先さきを探すのは難しく、生活は常に不安定だった。

　金持ち相手のメイドとしてやっていくにも、もう若くないと考え始めた頃ころでもあった。

　そこで、フェーデリアは心機一転することにした。

　安定した仕事を求めたのだ。

　それは公共施し設せつ内ないの清せい掃そうの仕事だった。

　元々、綺き麗れい好ずきだったし、市民のためとなればやりがいもあった。

　仕事を精力的にこなしているうちにフェーデリアの志は発展していき、もっと街全体を清掃する仕事がしたくなった。

　それが汚よごれを元から断たつ、ホームレスを排はい除じよする市の仕事だ。

　いや――ちょっと待って。

　おかしくない？

　どんだけ発想が飛ひ躍やくしたの？

「ホームレスにも色々な方がいるのは知っているザマス。でも、公園を占せん拠きよして子供を追おい払はらったり、ゴミ箱を漁あさってそのままにしたり、許可を得ずに路上販はん売ばいするのはまともにやっている人の迷めい惑わくザマス。私は悪いことをしているとは思っていないザマス」

　フェーデリアの仕事には、正当性がある。

　それが行き場のない人間を追いつめることであっても。

「サーファイアさんとメイド仲間がアックスバーガーを始めたとき、とても不安だったザマス。でも、この子が自立したいと初めて言ってくれたザマス。やりたいことがあると言ってくれたザマス。可愛がるだけが、親ではないとわかったザマス……」

　ハンカチで目め許もとをぬぐう。

　深い愛情を注いでいるのだとわかった。

　屋や敷しき内ないで生まれた親子の絆きずなを過去の傲ごう慢まんな俺は知らなかったし、知ろうともしなかった。

「ママ、ちょっとやめて。ほんと、恥はずかしいからさ！」

「アカツキ様、お世話になった身で申し訳ございませんが……私は娘むすめを不幸にしたくないザマス。だから、コンテナ暮らしの身分で娘に近づかないでほしいザマス。その代わり、ここで暮らすのは見み逃のがすザマス」

　居住まいを正し、フェーデリアは俺に真しん摯しな眼まな差ざしを向ける。

　取引条件ははっきりとしていた。せつない親心が伝わってくる。

　自分の仕事と愛まな娘むすめを天てん秤びんにかけ、娘を取ったのだ。

　ああ――金と身分さえあればいいんだ。

　そうだとも。

　常識的で、当たり前のことだ。だけど、もう俺に思い知らせないでくれ。

　そんなにみんなで言わなくたって、すぐに手に入れてやるさ。

「ママ、やめて。卑いやしいことはしないでっ！」

　声には、明確な怒ど気きがこもっていた。

「サーファイアさん。ママはあなたのためを想おもって」

「いいよ、もうお金とか……そういうの。考えれば考えるだけ、振ふり回まわされていっちゃうし。自分が醜みにくくなっていくのがわかるの。だから、そんなことを言うのはやめて。あたし、別にコンテナ暮らしでもいいし」

「サーファイアさん！」

　叱しつ責せきのための荒あらい語気。互いの強い視線が交差した。

　サーファイアはひるまなかった。

「自分の好きにやりたいの。不幸になったって、自分の選せん択たくだから納得できるの。ちょっぴり後こう悔かいするかもしれないけど……お願い、選ばせて。そうじゃないとあたしは嫌いやなの」

　フェーデリアは肩を震わせ、バンっと両手でテーブルを叩いたあと、世にも恐おそろしい形相で俺を凝ぎよう視しした。

　そして背を向け、乱暴な足取りでコンテナから出ていく。

　背中に怒りをみなぎらせ、無言で。

「アカツキ、迷惑だった？」

「いや……ありがとう」

　目の前にあった黒い霧きりが、晴れた気がした。
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　グルメ・フェスティバルは正式にガルムンガルドの祭事となった。

　昼夜問わず、気球を飛ばすほどの盛大な広告が打たれたこともあり、数百店舗が参加を表明した。

　予選は書類選考。レシピや自店についての記述。

　それを通過した五十店が運動広場で仮設屋台をもうけ、一品料理をふるまう。

　一いつ般ぱん参加者に交じって覆ふく面めん審しん査さ員いんたちが自由に食べ歩きし、『これは』とされるものが大公たちに献上される。

　建前としてはそんなところ。

「賑にぎわってるな……」

　ブース分けされた屋台の一角で、ピックを持った俺おれは会場を見み渡わたした。

　立ち並ぶ屋台には、どれも長い行列ができている。

　飲食スペースとなる席も、家族連れの大群で満員御おん礼れい。

　運営側は併へい設せつしている室内体育館を休きゆう憩けい所しよとして開放したが、ピクニック気分で草地にレジャーシートを敷しいている観光客もいる。

　規模と熱気の量は、この間のバーガー勝負と比ひ較かくにならない。

　そもそも中央地区は貴族や大商人が集まる居住区でもあるため、普ふ段だんは入場規制が敷かれているのだが、今日だけはフリーパスで一般開放された。

　行楽を楽しもうと、外周の市民たちが押し寄よせてきている面もあるのだろう。

「平助、焼き鳥やリンゴアメがうまいぞ。落ちついたら一いつ緒しよに食べ歩かないか？　今日はたくさん手伝いがいるから、少しくらい私と付き合ってくれ」

「ええ……そうですね」

　店の裏から登場したルビアさんは相変わらず、自由だ。

　両手に抱えきれないくらい、湯気の立つ紙皿やお椀わんを持っている。

　ガルムンガルドの美味を食い尽つくすつもりなのだろうか。なんかデカいクモの串くし焼やきを指の間に挟んでいるんだけど、そっち系は俺も対応できる自信はない。

　大公から借り受けた補助スタッフに、休憩を取ると伝えた。

　万ばん全ぜんを期するために用意された彼かれらは、頼もしい味方だ。

　なんでも器用にこなし、タコ焼きの調理工程はすぐに習得してくれた。

　もしかしたら、貴族のお抱え料理人なのかもしれない。

「さてと」

　エプロンを脱ぬぎ、自分の服装を見下ろす。

　長なが袖そでジャケットに黒無地のシャツ、コックエプロンに長ズボン。履はき物ものにも汚れはない。

　以前よりマシだが、デートにしては格好がつかないか。

　ルビアさんも騎き士し装束のままだし、許してもらおう。

「いきましょうか」

「ああ！」

　一緒に広場をぶらついてみると、提供する料理を描いた巨きよ大だい看板が目につく。

　店先にキャラクター像まで立てている店もあるし、客寄せのために格安の値段を提示しているところもある。

　物珍しく、野や趣しゆ溢あふれる屋台料理は遠目で眺めるだけでも面おも白しろい。

　色んな匂いが入り交じり、かぐわしく鼻び孔こうを刺し激げきする。

　子こ豚ぶたの丸焼きや、香こう草そうを使った焼き飯系がおいしそうだ。

　具材がたっぷり乗せられたラーメンっぽいものも興味深いし、お菓か子し職人が技ぎ巧こうを尽くしたスイーツも販売されている。

「平助っ！　食用スライムの丸焼きがあるぞ」

　なぜ、そこにいくんだろうか。

　異世界系、というよりゲテモノ系はなるべく視界に収めないようにしていたが、ルビアさんのはしゃぎっぷりからすると、彼女の好物っぽい。

「俺、魔ま物もの系の食材は詳くわしくなくて……てか、スライムってゼリー状だから溶けるんじゃないですかね」

「うむ、焼き加減が難しいものだ。食ってみよう」

「そうですね……チャレンジ精神は大事ですよね」

　炭火で網あみ焼やきされるスライムたち。

　長箸でゴロっとひっくり返され、両面焼きされている姿に俺はおののいた。

　二つ注文してみると、店主は仕上げに岩塩をまぶすだけで、ほぼ素す焼やきだ。

　ルビアさんはためらいなく、ゲル状生命体の死し骸がいをガリッといった。

　ぶちゅっと、つぶらな目玉が噛かみ潰つぶされる。

「あむっ……冒険者時代、飢うえをしのぐのに生でも食べたものだ。うん、コリコリしてる」

「い、いただきます……う、うーん……半生でぐちょっとして……ほのかにハーブの匂いがしますね」

「畜ちく産さんの場合、エサとして薬草を食わせているらしい」

「へえ、下味ってことですか。やっぱ人の口に合うように工く夫ふうされてるんですね」

　俺の感想だが、スライムの肉はクラゲの味に近かった。

　まあ尻込みせず、新しい味覚を試ためしてみるのもいいものだ。

　訪おとずれた観光客もまた珍ちん味みや美食を求め、出展された食べ物を楽しそうに選んでいる。

　服装でわかるが、市民階級だけでなく、特権階級らしき人たちもチラホラ見かける。

　祭りの軽い空気が、身分差を取り除いてくれているのか。

「賑わってるなぁ平助……あっちのロイヤル・ストリートも行ってみるか？」

「あっちは金持ち向けですよ。値段も張ります」

　そこはかつて、俺も出店していた中央地区の繁はん華か街がい。

　格調高い店がひしめくスポットでもある。

　元から人気のあるレストランは予約制だし、常連客を大事にする。

　今回のイベントに参加は表明しているが、新規の顧こ客きやくを欲ほしがるほどの熱意はない。

　通常営業をしながら、店先に張り紙をするくらいだ。

「そうだな。だが、いい機会じゃないか。ひがんでばかりはつまらんぞ。いずれ、毎日あそこでうまい飯を食べてやる、と思うくらいの向上心も必要だろう」

「ルビアさんも、そのつもりなんですか？」

「うむ、あまり味はわからんがな。茶でもたしなもうではないか。飲み物なら安いはずだ」

　広場から出ると、雰ふん囲い気きががらりと変わる。

　中央地区にあるロイヤル・ストリートは露ろ店てん方式ではない。

　大通りでは高級感のある店舗が横並びになっており、客層も富ふ裕ゆう層そうが相手だ。

　整地された石いし畳だたみには通行人を楽しませる独特の色模様が描かれ、馬車の行き来が楽になるように道みち幅はばも広く、転がるゴミなどは一つもない。

　従者に日ひ傘がさを持たせ、羽根付き帽ぼう子しを被りながら闊かつ歩ぽする貴婦人、という絵画でしか見られない景色がここにある。

　血気盛んな貴族の子し弟てい、若者たちはお祭りに参加していたが、中高年は体面を気にしてか、庶しよ民みんが渦うず巻まく運動広場を横目で眺ながめるものの、足は向けない。

「こっちもお祭りの範はん囲い内ないらしいが、ひっそりしてるな」

「まあ、高級店ばかりですからね」

　どこのレストランも文化的に洗練され、あか抜ぬけている。

　店先は常に清潔で色いろ褪あせなどなく、お客様の訪問を案内人が待ち構えている。

　なんとなく二人で歩きながらも、ルビアさんはきょろきょろと顔を動かし、俺たちが入りやすそうな開放的な店を指さした。

　軽食や搾しぼりたてのドリンクを提供するオープンカフェだ。

「あそこは南国の果実ジュースが有名なんだ。私のお勧すすめだぞ」

「南国ですか」

「うむ。爽さわやかな気分になる」

　テーブルにつくと、ルビアさんはヘルココナッツ・ジュースというものを注文した。

　せっかくなので、俺も同様のものを頼たのんだ。

　ほどなくして、バスケットボール大のヤシの実がゴトリと置かれた。

　飲みきれないサイズに俺が青ざめていると、ルビアさんは戦国武将が酒を飲むみたいに片手でわしっと実をつかみ、グッグッグッと一気飲みしている。

「んっ、んっ……ふはーっ……喉のど越ごしがいいなっ」

　スカッとする飲みっぷりだった。

　俺がストローでチューチューやっているのが、情けないくらいだ。

　ルビアさんはフードファイター並みの胃い袋ぶくろを備えているが、さらっとした金きん髪ぱつをなびかせた細ほそ面おもての美人でもある。したがって口許にしたたる白はく濁だくした液体を眺めていると、別のいけない方向に思考が向いてしまう。

「むうっ、その目は……平助。私のことをこの大食い女め、と思ってるのか？」

「いえ、そんなことは」

　テーブルに腕を乗せて身を乗りだし、頭を傾けて艶つやのある流し目。

　いいえ、もっと危険なことを考えてました。

「その……まあ、自覚はあるし……言い訳になるのだが、騎士としての肉体を保つにはエネルギーがいるのだ。毎日、欠かさず鍛たん練れんしてるからな」

「ええ、俺も昔からルビアさんのボディには深い関心を持ってました」

「平助、お前ちょっとおかしくなってないか……まあ、それはそれとして」

　ルビアさんは少しだけ、心配そうに尋たずねてきた。

「浮うかない顔をしてどうしたんだ？」

「えっ？」

　虚きよを突つかれたので、うまく返答できなかった。

「腕うで試ためしの大会なのに、まったく覇は気きがないじゃないか……ついつい、気になってな。だから、連れだしたんだぞ」

　俺の事情を知らないことを裏打ちする発言だった。

　ルビアさんは清せい廉れん潔けつ白ぱくな人だ。イカサマを知れば激げき怒どするだろう。

　関わっていないことに少し安心した。

「あははっ、いえいえ、やる気はありますよ。ただみんな、手ごわそうに思えちゃって」

「……ふむ、大だい丈じよう夫ぶだ。タコ焼き屋台をやっているのは平助だけだ。物もの珍めずらしい上にネタが被かぶるライバルもいない。私は絶対にいいところまでいくと思うぞ」

「ありがとうございます」

　いいところにいくも何も、今いま頃ごろは俺の作ったタコ焼きが出品されている。

　表向きには、大公と二人の諸侯が一品料理を味見して、品評する催し物。

　傲慢なフルーレ王女と比較させるため、三人はどんな大衆食も優やさしく褒ほめ称たたえる。

　特に優ゆう秀しゆうな料理には、褒ほう美びを与あたえる素す敵てきなイベント。

　実体は王権争いの道具。

　手て駒ごまである俺は、偽にせ物もののグランプリを取ることが決定している――なのに、どこか遠い世界で起こることのように思えた。

　もう、ろくに勝負への情熱などないからか。

　まあ、それはそれとして。

　静かな場所で二人っきりとは、いい機会に恵めぐまれたものだ。

　俺は彼女に問い忘れていたことがあったのだ。

「あの、ルビアさん……ぶしつけなんですが、俺はあなたにずっと聞きたかったことがあるんですよ」

「なんだ？　改まって」

「俺の『暁の黄金タコ』が全盛期だったとき……フルーレ王女を怒らせたあの瞬しゆん間かん、俺は誰だれかに助けてもらったんです。逃にげる手助けをしてくれた人がいるんです。でも、不義理なことに俺はショック状態だったせいか、何も思いだせないんです。ルビアさんが俺を助けてくれたんですか？」

　頭の片かた隅すみでずっと気になっていたことだった。

　今日を迎むかえ、生きていられるのも、あのとき誰かに助けてもらったからだ。

　もしもルビアさんが俺の命の恩人ならば。

　これから先、何が起こるとしても。

　彼女にだけは感謝の言葉を伝えておきたい。

「平助、それは」

「シャーリット」

　真実が戻ってくるところでの、邪じや魔まな声。

　俺たちの会話に水を差したのは、十代前半だろう少年だった。

　身なりは抜ばつ群ぐんにいい。ゆったりとした丈たけ長ながの衣とひらめくビロードのマント、腰こしを引き締しめるベルトには、金銀がちりばめられた宝ほう剣けんが吊り下さげられている。

　おとなしめな童顔には、世せ俗ぞくにまみれていない無む垢くさがあった。

「アルス殿でん下か」

　ルビアさんはすぐさま膝ひざをつき、拝礼したので慌あわてて俺もならった。

　アルス殿下――大公が擁よう立りつしている王子様。

「礼はいい。それよりも今日は久しぶりに姉上と会うんだ。ついてきてくれないかい？」

「ハッ！」

　有う無むを言わせぬ命令がくだる。デートは中断だ。

　アルス殿下は俺に向けて、申し訳なさそうに謝罪した。

「君、楽しんでいるところすまない。シャーリットを貸してもらうぞ」

「はい」

「君もこの街の市民なら知っていると思うが……我わが姉は連続殺さつ人じん鬼きよりも凶きよう悪あくな存在なのだ。この際、一人でも心強い味方が欲しくてね。シャーリットがいればとりあえず、僕ぼくは死なずに済む。重ね重ね、悪かったな」

「いいえ、お気になさらず」

　冗じよう談だんじみた言い回しだったが、アルス殿下は目を伏ふせ、こめかみを指先で揉もんだ。

　ルビアさんを連れて行かれたのは癪しやくではあったが、彼はよっぽど実じつ姉しに会いたくないのか顔色は悪く、とぼとぼと歩いていく。

　お姫ひめ様さまは俺を破滅させてから三年経たった今も、変わっていないようだ。
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　夕暮れが来てしまった。茜あかね色いろの空に大花火が打ちあげられる。

　ひゅーんっと舞まいあがり、火薬玉が破は裂れつする。炎ほのおの大輪が束つかの間まだけ咲さき乱みだれ、光のしずくがはかなくも大空を滑すべっていく。

　美食の祭典は佳か境きようを迎えている。

　次々に審しん査さ結果が伝えられて、沸わき立たつ人々。

　サーファイアのメガトン豚とん骨こつラーメンバーガーも評価された。

　彼かの女じよは審査員たちに絶賛され、喜んで俺に抱だきつこうとしたが、立ちどまってためらった。

　両手を少しだけ前にだした状態で、じとりと睨にらんでくる。

「女騎士さんとデートしてたでしょ？　見てたんだからね」

「ああ、途中で王子様に奪うばわれたけどな」

「何それ？　誤ご魔ま化かさないで。あたしだけじゃ不満ってことでしょ？」

「そうだな……考えてみれば、俺は満足なんてしたことはなかった。身みの丈たけに合わない野心がありすぎた。反省しないとな」

「え？　何を言ってんの？　変なこと言って丸めこむつもりなの？　もうっ」

　やがて大公が壇だん上じように立ち、演出をふくめ、もったいつけるように優勝を発表した。

『暁の黄金タコ』の名が挙げられる。

　大だい歓かん声せいが会場に轟とどろいた。

　俺を取り巻く世界の音が遠ざかる。

　横にいるサーファイアの驚く言葉さえも、かすれて聞こえる。

　大公の眼差しが飛んでくる。俺を捉とらえ、離はなすことはない。

　既すでに王女様に献けん上じようするタコ焼きは用意してある。

　盛りつけたフネを壇上へと持っていくだけだ。

　そういう手はずなのだから。

「アカツキ！　やったじゃない！　凄いよっ！　ほんっと凄い、やだっ、泣きそう」

　万ばん雷らいの拍はく手しゆをしてくれる観衆。

　俺が店先から歩きだすと、人ひと垣がきが割れた。

　壇上に座るお姫様の下へ、栄光の道ができあがる。

「明るいな……」

　雲間に隠かくれていた西日が、網もう膜まくに射さしこんできた。

　まるでこの異世界が、俺のためだけにスポットライトを当てているような気がした。

　この〈ワンダーハルト〉に転移してから、こんなにもたくさんの人に称しよう賛さんされたことがあっただろうか。

　群衆の中には、俺を知っている人たちがエールを送ってくれた。

　脱だつ走そう奴ど隷れいさんや、ペテン師さんもいた。二人は手を繋つないで踊おどってくれていた。アックスバーガーのエリスティアさんやスタッフのみんなもいる。河か川せん敷しきのホームレスたちも両手を口に添そえて何かを叫さけんでいた。樹木にもたれているイルラスの姿もあった。仕入れ業者の人やひいきにしてくれたお客さんたちの姿もある。

　壇上の手前ではにっこりしたルビアさんが、大きく手を振ってくれている。

　すべての人の信しん頼らいを裏切り。

　偽いつわりの栄えい誉よを得た俺は、フルーレ王女と対たい峙じしにいく。

　彼女は尊大な態度でひじ掛かけに腕うでを預け、急ごしらえの貴き賓ひん席せきに座っていた。

　王族にふさわしい端たん麗れいなドレスを着た女だ。

　まだ少女の面おも影かげは残っているものの、着実に大人への階段を歩み始め、硬こう質しつな顔は人を圧する高こう慢まんさを備えていた。

　横の席に座るアルス殿下は、可哀かわい相そうに縮こまっている。

　実の弟だというのに身を固くして、落ちつきなく周囲に目を配り、前歯をガチガチと鳴らしている。

　あまりにも、様子がおかしい。

　もしや、彼は裏事情を知っているのかもしれない。

　俺はふぅっと息を吐いた。小階段をのぼって壇上に足をつける。

　フネを小こ脇わきに抱かかえて、所定の位置で立ちどまる。

　フルーレ王女の左右には、白銀の近衛騎士たち。

　過去に俺を殺そうとした面々が二十人近く、物言わず待機している。

　やがて、フルーレ王女の重い口が開いた。

「お前のことは忘れておらんぞ。わらわにタコールを食わせた男だな」

「今回はオクトパシィという、希少な食材を使用しております」

「ふんっ、同じものじゃ、同じ下げ賤せんな食い物よ」

　言葉からは、大岩のような頑かたくなさを感じた。

　世間にどれだけなじられようと――王族としての誇ほこりがあるからか、ちっともこたえていなさそうに見える。

「わらわはうまいものを食べるために祭りに参加したが、がっかりさせてくれる」

「たいそうなグルメだそうで」

「ああ、好すき嫌いがあるがな。そもそも、食い物に好き嫌いがあって何が悪い？　人はわらわを傲慢と噂うわさしとるが、無理やり嫌いな物を食べさせる方がおかしいと思わんか？」

「そうですね。おっしゃる通りでしょう……ですが、俺の屋台に足を運んでくださいましたときは、無理やりだったんですか？」

「いや、うまいと人づてに聞いて期待しておった。ゲテモノが入っておるとは思わんかったがな。お前が野の良ら犬いぬになったのは当然のことよ。ごく当たり前の常識さえ備えておれば、王族にあのようなものを食わせたりはせん」

「では、このタコ焼きは拒きよ否ひなさいますか？」

「万を超こす民たみの前だ。わらわにそれができんことを知っておって、言いよるわ」
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　タコ焼きのフネを近衛騎士に渡わたした。

　フルーレ王女のもとに運ばれていく。

　彼女は目を落とし、タコ焼きに突き刺ささったつまようじを指で挟んだ。

　くるっとタコ焼きを持ちあげて――ニッと嘲ちよう笑しようする。

「ふふふっ、わらわは貴様らの謀ぼう略りやくを知っておるぞ。せっかく舞い戻もどったのに残念じゃったな。もう一度、地じ獄ごく行きじゃ。貴様らに与くみしたグリアスは実はわらわの配下よ。大公とスルードの邪じや悪あくな企たくらみなど、とうに知っておるわ……アルスぅ！」

「はい、姉上！」

　ビクッとした弟は、反射的に背筋を伸のばして返事をした。

「これを食え」

「しっ、しかし……それは姉上に献上されたものでは」

「食えと言っとろうがぁっ！　またムチで叩たたかれたいのかっ！」

「はいぃいいい！　ただいまっ！」

　無理やり、アルス殿下の眼前に突きつけられたタコ焼き。

　毒見役を言いつけられた王子様は泣きそうになりながらも、姉からの食物を受け取った。

　震ふるえる口を開き、目をぎゅっと閉じる。

　せめて、どんな激痛にも耐たえられるように。

　勇気をふるってもにゅもにゅと噛み――ふっと、安あん堵どしたように表情がゆるむ。

「あれ、辛からくない……これはホタテですか……？」

「はい」

「なんじゃと！」

　仰ぎよう天てんしたフルーレ王女はアルス殿下の持つフネを奪い取とった。

　自らもつまようじを取り、タコ焼きを口にする。

　噛み砕くだきながら口を開け閉めし、内包された熱をはふはふと逃がす。

「うむ……ぷりぷりしたホタテの貝柱じゃな……わらわの好物でもある」

「ええ、お姫様の好みを調べた結果、ホタテにしました」

「なっ……なななっなぜだっ！　わらわ憎しでここまで来たのじゃろう！　大公から莫ばく大だいな褒ほう賞しようが約束されたはずじゃ！　そうか、知っておったのだろう！　やりおったな！　裏の裏をかきよったのじゃなっ！」

　ひじ掛けをダンッと叩きつけ、フルーレ王女は俺を指さしてきた。

　細い肩かたを震わせての憤ふん怒ぬの表情。よほど自分の作戦に自信を持っていたのだろう。

　かつてのように顔を真っ赤にして、俺を弾だん劾がいしている。

　長く――息を吸った。

　そして吐いたとき、俺は何もかも吹ふっきれてしまった。

「お客さんにうまいタコ焼きを食わせたいから、始めた商売だ。口に合わないとわかっているのに、激げき辛からスパイスなんて入れるのはごめんさ。それに、姉し弟てい喧げん嘩かのお手伝いなんかしてたまるかよ。それで何もかも失うなら、それでいいと思ったんだよ」

「わらわに好物を食わせたからといって……わらわに媚こびて、どうにかなるとでも思うとるのか。浅はかで愚おろかな男め！　喧嘩で片付く話ではないっ！　王位を継けい承しようすることの大事が貴様にわかるかっ！」

「わからないさ。だが、愚かな俺でもこれだけは言える。おまえさんは、自分の弟に危険だと思うものを食わせようとしたんだ。王位とかその前に、姉としてどうなんだよ、もっと人のことを考えようぜ。弟さんだって、悲しんでるはずだ」

　お姫様は実じつ弟ていに目線を向けた。アルス殿下はさっと顔を逸そらした。暗く、悲痛な表情は隠し通とおすことはできない。

　姉弟の情愛もまた、そこにはなかった。

　羞しゆう恥ち心しんからか、フルーレ王女はわなわなと唇くちびるを震わせ、激げき昂こうした。

「むううううううう！　おっ、おおおお、王族たるわらわになんたる口の利きき方かた。みなの者、こやつを斬れぇ！　無礼者を斬きり捨てぇ!!」

　さぁーっと鞘さや走ばしりの音が聞こえた。

　抜剣した騎士たちが、命令に従って俺を包囲した。

　騎士の動きは迅じん速そくで、またたく間に距きよ離りをつめてくる。

　俺は逃のがれようと一歩後退したが、間に合わなかった。

　一人の騎士が跳ちよう躍やくしている。刃が届く間合いまで、一足飛びで駆かけ寄ってきた。孤この軌き跡せきを描いた白刃からは、逃げられそうにない。

　俺はここで斬り殺ころされるのか。

　それもまた、仕方ないのかもしれない。

　でも、これで大公への義理も通せるか。

　市民の代表である俺が死ねば、お姫様は失しつ脚きやくするだろうから。

「何してんのよ！」

　襟えり首くびをつかまれ、引っ張られる。銀閃が鼻先を通過した。斬られた前まえ髪がみが散らばる。

　俺は壇上から、観客席に引きずり降ろされた。

　叫んだ誰かの顔が、一気に近づく。

　こっちも怒いかりに満ちた顔だが、涙なみだをポロポロと流していた。

「逃げなさい！　いいから！　てーか、偉えらい人を怒おこらせたら危ないってことくらいわかるでしょ！　なんでアンタは毎度そうなのよっ！　前と同じ失敗をするなんて、おかしいんじゃないの！」

　サーファイア。

　怒ど鳴なりつけながら俺の身体を強ごう引いんに反転させ、よろけたところで背中を蹴け飛とばしてくる。

　ああ――そうか。

　そうだったんだよ。

　か弱い奴ど隷れいに助けられるなんて悔くやしくて、当時の俺は受け入れられなかったんだ。

　過去の記憶が鮮せん明めいによみがえる。あのときのサーファイアはもっと舌ったらずだった。

　くしゃくしゃに顔を歪ゆがめながら叫んでいた。

　早く逃げなきゃだめですよぉ――ご主人様。

　忘れていた声が、よみがえった。

　人手が足りなくて、店の手伝いでメイドを呼んでいたんだっけ。

　ああ、メイド長のフェーデリアめ。

　たった三年で、サーファイアをこんなに強い女にしやがって。

　どれだけスパルタ教育したんだよ。あんまり知りたくないけどさ。

「平ちゃん！　逃げな！　最高に面白かったぜ！」

「ここは任せろ。俺は〈殺戮の旋風デス・ストーム〉と呼ばれた剣けん闘とう士しだ。てめえら青二才どもに負けるもんかよ！」

「平助！　なんだかわからんかったが、とりあえず助すけ太だ刀ちするぞ！」

　追つい撃げきする近衛騎士たちの群れにルビアさんが飛びこんだ。彼女はたった一度のなで斬ぎりを放っただけなのに、ワンアクションで五人ぐらい宙を舞っていた。

　あの人、この世界の呂りよ布ふかな？　めっちゃくちゃ強くない？

　これなら、ぜんぜん余よ裕ゆうで近衛騎士隊に勝てそうだけど。

　でもなんか逃げる空気だし、逃げとくか。

　祭りの終わりって感じで、いかにも楽しい空気だしな。

「はははっ……」

　不思議なことに笑いがとまらなかった。

　何もかも失ったというのに、いい気分なのだ。

　俺は復ふく讐しゆうを捨てた。栄誉を投げうった。

　だけど、魂たましいだけは売らずに済んだ。

　これでよかったのだ。

　後悔はしない。

　俺はようやく心から、立ち直ることができたのだから。







エピローグ







　お祭りが終わり、事態が収束すると現実が待っていた。

　貿易都市ガルムンガルドの支配者、大公閣下から以下のお言葉を頂いた。




「アカツキ君さぁー……結果オーライになるけど、よく考えたら、わしのこと裏切ってるよね？　なんで？　嫌なら最初から嫌って言えばよくない？　まあ、おかげでわしとアルスが助かったのも事実だけどさ……うん、河川敷で一いつ生しよう涯がいタコ焼き屋をやる権利をあげるよ。えっ？　ずっとそこは困る？　なんで？　何もかも失ってもいいって言ってたじゃん？　あんなにかっこつけたくせに嘘うそなの？　そこまで嘘つきなの？」




　ネチネチとしたお説教は明らかに私し怨えんに満ちた嫌がらせでもあったが、コンテナの横よこ壁かべをくり抜いて『暁あかつきの黄金タコ』を営業できるようになったのはありがたい。

　今度は違い法ほうではなく、合法なのだ。

　取りつぶしになることはない。

「すまんな平へい助すけ。大公閣下はおおらかな人ひと柄がらだが、子供っぽいところもあるのだ。そのうち、私がなんとか説得しておこう」

「いいえ、七十歳さいの老人なのに、まだ子供心を持っているのは素す晴ばらしいと思いますよ。はーい。チーズタコ焼き二皿ですね！　まだまだありますので、心配なさらず！」

　コンテナ内のちゃぶ台で茶を飲み、申し訳なさそうにするルビアさんに返答しつつ、俺はお客さんの行列に向けて叫び、鉄板と格かく闘とうしていた。

　あれから連日『暁の黄金タコ』の客足は絶えなくなった。

　なんでも大衆の代表者として身の危険を顧かえりみず、わがままなフルーレ王女を諌いさめた男として新聞記事に載のったらしい。世評ではタコ焼きの味を認めながらも、ほんの一文、出来レースについてささやかれたが、俺が賞を辞退するとうやむやになった。

　結局、政治的な思おも惑わくがあったにしろ、正常な祭典として無事終わったのだ。

　また来年も行われるらしい。

「はい！　マヨネギ三人前ですね！　すぐにお作り致いたします！」

　お客さんに笑え顔がおを向けながら、手を高速で動かした。

　タコ焼きを買い求めるお客さんで賑わっているのは嬉うれしい。

「アカツキ、業務提てい携けいしましょ」

　昼を大きくすぎた頃ころ。

　やっと客足が途と切ぎれ、営業終しゆう了りようの看板を掲かかげるとサーファイアが現れた。

　窓口に身を乗りだし、カウンターに腕を乗せての提案だった。

「業務提携って……バーガーとタコ焼きは無理じゃないか」

「タコ焼き〝風〟でいいのよ。ソースだけ使えばいいの。秘伝のソースとかあるでしょ？　なかったら適当にでっちあげましょ。てか、儲もうかればなんでもいいのよ。ロイヤル・ストリートに新店てん舗ぽを立ちあげたんだけど、あんまり売り上げが芳かんばしくないのよね。アカツキの人気に便乗させて」

　俺おれの代わりにアックスバーガーが出店したことは知っているが、高級店の味を知る客層とあって、苦境に立たされているらしい。

「お前、窮きゆう地ちに陥おちいると暗黒面に落ちるくせを直した方がいいぞ……前のコンテナ暮らしでもいいとか、そういう発言はなんだったんだよ」

「えっ？　まあ、あれは単に好感度をあげるための作戦だったけど、本気にした？」

「おい」

「うそうそ、冗談よ。まっ、あたしと結けつ婚こんしてくれるならいいけど。してくれんの？」

「むっ、聞き捨てならんぞ。平助には私との縁えん談だんが大公閣下から出ているはずだが」

「オランウータンは黙だまってなさい」

「オランウータン!?」

　ハンマーで殴なぐられたかのようにルビアさんは衝しよう撃げきを受け、横よこ倒だおしになった。

　女の子に対して、そのあだ名はあんまりだ。

　たしなめようと口を開きかけたが。

「おい、騒さわがしいが、もう営業終了か？」

　サーファイアの後ろから、フードを被った人ひと影かげが声を挟はさんだ。

　すっぽりと全身を隠しているので口くち許もとしか見えないが、小こ柄がらなお客さんだ。

　声には聞き覚えがある。

　絶対に忘れられない女の子の声だ。

「えっ、ああ……いえ、大丈夫です。少々お時間を頂ければ……作れます」

「アカツキ、わかってると思うけど……あたし、女騎士さんよりも若いわよ。お肌はだもぴちぴちで、肉体に傷も何もないのは知ってるでしょ？」

　お客さんに場所を譲ゆずりながらもウィンク。ぐいぐい押おしてくるな。

「貴様ぁっ！　なんだその下げ劣れつなアピールはっ！　表に出ろ！」

「とっくに出てるわよ。アンタが室内にいるんじゃないの。さっさと類るい人じん猿えんから進化して馬ば鹿かを直しなさいよ」

「むきぅううううううう！　その口の利き方、教育してやるぅ！」

　コンテナの出入り口が開け放たれ、ルビアさんが駆けていく。

　女同士の争いには関かかわらないようにし、俺は鉄板に火を入れ直した。

　油を塗ぬって加熱が終わったところで生き地じを流しこみ、手慣れた動作でタコの切り身を入れようとしたが、お客さんの好みを考えて貝柱に変えた。

　揚あげ玉だまをうんとまき、紅ショウガやネギを配って生地を追加する。

「ロイヤル・ストリートに店がほしいか？」

　フードの裾すそを上向けながら、ぼそっと小声。

　この場に近衛騎き士したちがいないのは、お忍しのびでの行動だからか。

「現状には満足してます」

「あれからよーく考え……弟と話し合ったが、やっぱりアレには意い気く地じがない。王位を譲ってもよいが、周囲にデク人形のように利用されるだろう。わらわは護まもってやりたかっただけだ。お前は勘かん違ちがいしている」

「はい、その節は失礼しました」

　チャラッと代金の銅貨が釣つり銭せんトレイに入れられた。

　タコ焼きは最高にうまいこと焼けた。盛りつけも完かん璧ぺきだ。

　厳密にはホタテ焼きかもしれないが、彼女は両手を伸ばして受け取った。

「すまなかったな……お前を敵だと思っていた。だが、アルスを気き遣づかいつつも、大公から離り反はんしたのならば、わらわも考え直そう。お前はなかなか骨がある。そうずけずけと言える者など、わらわの周りにはおらんかったしな。今までのことは水に流す。我が陣じん営えいに参じるがよい」

　あっちから離れたら、次はこっちから認められるとは。

　俺の風向きって、ころころと変わるな。

「褒めてくれるのはありがたいですが、俺のことを買かい被かぶりすぎですよ。それよりも、お姫様は自身の怒りっぽいところは直した方がよろしいかと」

「むっ……わらわも好きで怒っているわけではない。公務はストレスだらけで、周りは敵ばかりなのだ。誰にも負けぬために、仕方なく強気でいる。まあ、詫わびのしるしに……何か、わらわにしてほしいことがあるか？　なんでも望みを言うがいい。それで、和解しようではないか」

　あまり謝あやまった経験がないからか、ほっぺたには朱しゆが差し、口を尖とがらせて恥はずかしがっている。

　俺としてはもう、恨うらみはない。それにお姫様自ら謝罪のために足を運んでくれたのだから、できるなら仲直りはしたいところだ。

「そうですね……うーん」

　思案しながら横に視線をやると、サーファイアとルビアさんが地面に溝みぞをほり、アミダくじをしているのが見えた。

　平和的にゲームで俺と付き合うのがどちらか決めるらしい。

　選せん択たく肢しは二つのはずが、なぜか『二ふた股また野や郎ろうへ死を与える』っていう三つ目の項こう目もくがあるのが気になる。

　あれ、知らぬ間に俺の命もゆだねられてない？　バッドエンドが混ざってない？

「じゃあお姫様、味の感想を教えてもらえますか」

　あちら側の結果を極力、気にしないようにして告げる。

「むっ……そっ、そんなのでいいのか。欲がないのか貴様……」

　半信半疑ながらも、はふはふと食べ始める。

　小リスのような食べ方は変わっていない。

　やや急いで一つを食べ終わると、彼女は初めて笑顔になった。

















「おいしい」
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『あとがき』







　数ある作品の中から本作を読んで頂き、ありがとうございます。

　タコ焼きというと、大阪を連想しますが――すいません、私は三重県人です。でも、タコ焼きは回転寿司に行ったら、常食するくらい好きです。特に「はま寿司」だと２００円（＋税）で食べられるので、お勧めです。安くてカリカリッ！

　さて、本作は異世界で『成功した後』を書いた作品です。

　基本はギャグテイストですが、読者の皆様が楽しんで頂けたのならば、筆者としてこれ以上の喜びはありません。イラストのキンタさんと編集者のＳさんにもとても、感謝しております。その他、関わってくれた方々、この場でお礼を申し上げます。

　ありがとうございました。

　また皆さんと、どこかでお会いできるといいですね。

　ＷＥＢで「七色春日」で検索したら簡単に会えますけどね！

　さらばだ！　（手を振りながら夕日に向かって走っていく）
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